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　地表のすべてが海で覆おおわれた世界。

　人類が生存できる場所は海中に建造された巨大な酸素空間「シェルター」のみ。

　空気や水、明かりといった人類の生存に不可欠な要素を完備したこのシェルターなる建造物は、知られているだけでも世界中に七〇基程度が現存し、それぞれのシェルターには一～二万人の人々が暮らしている。

　シェルターは何い時つ、どのようにして造られたのか？　人類はなぜシェルターに居住するに至ったのか？　これら当然生じるであろう疑問について明確に回答できる者はおらず、手掛かりとなる資料も散さん逸いつして久しい。

　すべては遠い遠い過去の出来事。

　人々は宗教的な解かい釈しやくでしか世界の有り様を理解することができない。














　深い眠りから僕を引き上げたのはメリルからの無線だった。

『ウル！　応答しなさい！』

　覚かく醒せいして意識が現実の世界に戻る。

『ウル！　何度言わせるの？　早く応答しなさい！』

　現実世界の僕は輸ゆ送そう艇ていの操そう舵だ席せきに深く腰を下ろしていた。シェルター・ダマヌールで搬はん入にゆうを終えてから丸一日海中を進み続け、ようやく拠点のシェルター・ルシアの近海まで来たところで眠気に負けた。流れの緩やかな海底で輸送艇を止めてちょっと一休みのつもりだったのだけど、結構な時間寝てしまったらしい。

『……もしかして聞こえてないのかしら？』

　メリルが心配しはじめたぞ。これは無線に答えてあげないと……。と思ったが、いや待て、たまには心配させるのもいいかもしれない。

　メリルは僕のことをいつも奴ど隷れいのように扱う。今回の仕事にしたって「海中を不眠不休で直進すれば四日で終わる仕事だから……二日で終わらせなさい」なんて鬼き畜ちくじみたことを命令してきた。

『どうしちゃったのウル！　お願い答えてよ！』

　たしかに事業所における立場から考えたらメリルのほうが僕より上だ。なんせ彼女は亡くなった先代の社長の一人娘であり、現社長なのだから。社長といっても従業員は僕とおデブのシバヤス二人しかいない極小運送事業所の社長だけど。

　それに人間関係上もメリルのほうが僕より上かもしれない。先代の社長は戦争孤児だった僕とシバヤスを里子として事業所に迎え入れてくれた。そのおかげで僕らは社会参さん画かくすることができたのだから。メリルはそんな恩人の愛まな娘むすめなのである。だから僕らは彼女に対して頭が上がらない。

『……どうしよう、何かあったんだわ』

　とは言ってもだ。彼女の人使いの荒さはもはや芸術の域に達している。どんな重い荷を搬出しようと「早く帰ってきなさい！」どんな遠いシェルターへ搬入に向かおうと「早く帰ってきなさい！」そればかり。

　そのせいでこっちは遠く境きよう海かいを越えたアントマル騎き士し団だん領りようのシェルターへ行っても見物する暇ひまはなし、枢すう機き院いんのあるシェルター・バステトへ行ってもネコなる生物を肉眼で見る暇はなしだ。

『私のせいだわ、私がいつも早く帰ってこいなんてせっつくものだから。そのせいで居眠り運転してしまって……』

　そうだそうだ、メリルが業務の効率ばかり重視して僕を酷こく使しするからだ。

『でも海中はシェルターよりずっと治安が悪いし、海かい獣じゆうと遭そう遇ぐうする可能性だってある。だからウルのことが心配で早く帰ってきてほしかった。それなのに……』

　メリルの声が震えている。

　これは……やりすぎたかもしれない。とりあえず操そう作さ盤ばんの上に放ほうり出だしてあった無線を手にとって応答しようとしたが「ウルのことが心配で」という彼女の言葉が急に頭の中いっぱいに広がってセリフが出てこない。期せずして彼女の本ほん音ねを聞いてしまったことに気まずさとこそばゆい嬉うれしさが同居してワケの分からない気持ちになっている。

「ええっと……」

『……ウル？　ウルなの？』

「どうやら……そのようだね」

　照れ隠しにダンディな声で応答してみた。

　一呼吸置いた後、無線の向こうから永遠とも思える長い溜ため息いきが聞こえた。

『あんたねぇ……なんで無線に出ないの？』

「ごめん、小休止のつもりがガッツリ眠っちゃって……いま起きたとこ」

『定期報告がないから心配したじゃない』

「ほほう、僕のことを心配してくれていたとは、意外だね」

『バ、バカ！　勘かん違ちがいしないでよ！　あんたのことじゃなくて輸送艇のことを心配していたの！　うちの事業所が所有している船はそれだけなんだから、なくなったらうちは廃はい業ぎようするしかないのよ！』

　さっきの独り言と矛む盾じゆんする言い訳だったけど、つっこまないであげよう。

『で、やっぱりあの夢でも見ていたの？』

「……？　ゆめ？」

『ウルったら、ここ一ヶ月同じ夢を何度も見るって言ってたじゃない』

　あの夢か……どうだろう、見ていたのだろうか？










　一ヶ月程前、僕はメリルとシバヤスの三名（つまり全従業員）で商談と現場視察に向かった。向かった先はエルアザル帝国西部最大のシェルターである「アケト・キトラ」。

　ここは他のシェルターとは段違いの広大な空間規模を有しているため「シェルター」の文字を冠さないという例外的な呼こ称しようを持つシェルターだ。メリルは業者と商談、シバヤスは付近の同業者の価格調査。で、僕はというと第一層にある港みなとから搬入口への順路をパパッと確認し、あっという間にやることがなくなった。そんなワケで下層の商業区画をプラついていたのだが。

　事件はそのとき起こった。

　詳しいことは覚えていない。ただ覚えていることといえば商店街の大通りで蜘く蛛もの子を散らすように逃げまどう人々と彼らの悲鳴。断続的に聞こえる銃じゆう声せいと硝しよう煙えんの臭におい。そのとき僕はどうやら被ひ弾だんしたらしい。

　次に意識を取り戻したときは療りよう養よう区画の天井を見ていた。そして隣となりには看かん病びよう疲れのせいかパイプ椅い子すに座ったまま船を漕こいでいるメリルと、二リットルの炭たん酸さんを一気に飲み干したあと雄お叫たけびのようなゲップをしているシバヤスがいた。

　後日のシェルター別日報によると、その事件の当事者はアケト・キトラの民でも、もっと広い概がい念ねんで言うとイヴァヌス教を信しん奉ぽうする僕らセム人ですらなく、南方に位置する広大な「海かい漠ばく」の、そのまた南方にあるアミ教圏のタリア人であるということ。しかも彼らの内ゲバが今回の事件の真相であると述べていた。

　分かりやすく言うと、遠くの村に住む奴やつ等らがわざわざうちの村まで来て、遠くの村人同士で殺し合いをしたということだ。なんで遠えん路ろはるばる海漠を越えて来たのか？　どんな理由で殺し合いをしたのか？　多くの疑問が残ったが銃じゆう撃げき戦せんで当事者の多くが死に、残った奴等も駆けつけたキトラ親しん衛えい隊たいに徹てつ底てい抗こう戦せんしたため全員射殺された。結果詳しい事情は分からずじまい。

　かくして僕はそんなワケの分からない銃撃戦に巻き込まれて銃弾を浴びたのだが、奇跡的に命を落とさずに済んだ。しかもその後の回復ぶりは驚きよう異い的てきであり、医者が言うにはデタラメな回復速度だったらしい。










　そんなことがあって以来、時折その時の記憶が夢に出てくるようになった。

　夢の中で僕は誰だれかの肩を借りて辛かろうじて歩いている。歩いているというより、肩を借りている人にほとんど寄りかかっている状態だ。概すでに体のどこかを撃たれているんだ。

　僕らは大通りに並ぶ商店に沿って少しずつ移動していた。路上には倒れたまま動かない人が何人かいて、逃げ惑う人も数人視界の端に映った。

　乾いた銃声が聞こえているから戦闘が起きているのは分かる、でも誰が撃っているのか？　誰に向かって撃っているのか？　どこで撃っているのか？　分からないことだらけだった。

　そんな中、僕らは大通りから小さな裏通りへと移動した。ここなら遮しや蔽へい物ぶつも多いから一安心だ、そう思ったとき、肩を貸してくれた人物に一言お礼を言いたくなった。

「ありがとう」と言いながらその人物の顔を見た……と思う。しかし夢ではその顔が出てこない。顔を見る直前に強烈な破は裂れつ音おんがして僕の夢は終わってしまうから。

　これが事件のあと一ヶ月経たった今でも繰り返し見る夢。この夢を何度も見る。

『とにかく、早くシェルター・ルシアに戻ってきなさい』

　促うながされ、しかたなく輸送艇を起動させるとキャノピーのシャッターを上げた。

「あれ？　真っ暗だ、寝る前は明るかったのに」

『あんたどんだけ寝てたの？　夜になってから随分経つわよ』

「そうと分かったら急に腹が減ってきた」

『だから早く戻りなさいって言ってるの、料理温め直すの結構手間なんだから』

「おお……」

『な……なによ？』

「なんだかんだ言って、僕を心配してくれているところが……いいね」

『茶化すならもういい！　テーブルでヨダレ垂たらしているシバに全部あげちゃう』

　無線のはるか遠くからシバヤスの「メリルゥー『シバに全部あげちゃう』ってとこもう一回言ってくれ！」との声が。刹せつ那な、なにやら重たげな物が空を切る音、鈍どん器きが何かを潰つぶす音とともに「ギャフ！」という小さな悲鳴が聞こえた。

『じゃあ無線切るから、早く帰ってらっしゃい！』

　メリルが言葉を終えると操舵席に安らかな静せい寂じやくが訪れた。

　さて、帰らねば……と、ライトを点つけたとき、光柱が不思議なものを映し出した。







　海底に……女の子が倒れていた……。







　なんでこんなところに女の子がいるんだ？　寝る前はいなかったぞ。

　彼女はこの周辺では見ない水中服を身に着け、海底の岩場にへたり込んでいた。全く動かないところをみると死んでいるのか、もしくは気を失っているだけなのか？

　ヘルメット越しに微かすかに顔が見えるが、長い銀ぎん髪ぱつが項うな垂だれた顔にかかって表情までは窺うかがえない。今どき、どの水中服も海にある溶よう存ぞん酸さん素そを抽ちゆう出しゆつして呼吸に用いる技術を備えている。ここから見るに彼女の水中服には損傷が見られない。ならば酸さん欠けつで死んでいるということはないだろう。しかし問題は他にある。

　水温だ。夜になると海中の温度は〇度に限りなく近づく。彼女を取り囲む凍いてつく冷水が体の熱を徐じよ々じよに奪ってゆき、待っているのは低体温症による死……。

　日が落ちてかなり経っている現状を考えるなら概に手遅れと見るのが妥当だろう、そう考えていたときだった。

　彼女がゆっくりと顔を上げた。

　人形のように均きん整せいのとれた顔立ち、そして真しん珠じゆのように白い肌。輸送艇のライトに反応してか彼女は瞳ひとみを閉じたまま少し眉み間けんに皺しわを寄せた。

　気を失っているだけで、まだ生きている！　僕は操舵席を立つと背後にある除じよ水すい室しつへ飛んだ。何があって一人海底に倒れているのか分からないが、まだ生きているのなら助けない理由はない。おまけに相手が美少女なのだから救出にも力が入るというもの。いつもはものぐさで積せつ極きよく的てきに行動することのない僕だけど、この時ばかりは違った。水中服を着る時間も惜しく感じ、普段着のままオーバを咥くわえて除水室に入ると室内が海水で満たされるのを待った。

　待ってる間も無意識に足あし踏ぶみしていた。










　ハッチを開けると外は真っ暗。僕は海中に身を乗り出し輸送艇の上部に危うく立った。なにせ一人乗りで最大積せき載さい量りよう三〇〇キログラム程度の小さな輸送艇だから、油断すると足を踏み外してしまう。

　海中の温度は「冷たい」というレベルを超えて「痛い」に達していた。興奮のせいで火ほ照てった体でもこの冷たさはこたえる。早く彼女を連れて輸送艇に戻らなければミイラ盗りがミイラになりかねない。前方に目を向けるとライトが作り出す光の柱と、その先にいる水中服を着た彼女だけが見えた。たったそれだけの世界……まるでこの世界には彼女と光しか存在しないかのようだった。

　軽くジャンプして彼女の傍そばでゆっくりとランディングした。海底に足を着くと軟なん泥でいがムクムクと湧わきあがり光柱しか拠より所どころのない視界をさらに貧ひん弱じやくなものにした。しゃがみ込んで両手を伸ばし彼女の体に触れた。バランスを考こう慮りよしながらお姫様抱っこの要領で彼女の体を自分のほうへ引きつけ立ち上がった。

　急いで輸送艇に戻ろう、振り返るとライトの光源が正面にあった。下を見るとライトに照らされた彼女の体。両手を通して伝わる華きや奢しやな体つき、そしてそれとは対照的に水中服の上からでも分かるこの巨大な胸は……立派ですね。

　などと思っていると、彼女の水中服に目が行った。

　やはり見たことないタイプだ。僕の知っている水中服といったら機能性偏へん重ちようの超無個性服のみだが彼女の着ているそれは違う。肩や胸の部分に金糸のようなもので紋様を成している。つまり装そう飾しよくが施ほどこされている。

　もしかして彼女はどこぞの貴族の御ご令れい嬢じようなのかな？

　てか寒い！　早く輸送艇に戻らないと。すでに手足の末まつ端たんが痺しびれ始めていた。僕は彼女を抱えたまま輸送艇へと歩を進めた。

　彼女に過度の振動を与えないよう慎しん重ちように慎重に……と心の中で唱えていた。しかし「海底で美少女をピックアップ」という通常なら考えられないシチュエーションにどこか僕の心は浮足立っていたんだ。だからだろう、彼女のことばかりに気を取られて本来すべき身の回りの配慮について頓とん着ちやくしていなかった。




　ゆっくりとだが、海中を進むごとに「それ」は摩ま擦さつの影響を受ける。そして徐々にせり上がると僕の胸ポケットから顔を出す。僕が力を込めて輸送艇の上部へ飛んだとき「それ」はとうとうポケットから脱出してヒラリヒラリと踊りながら海底へと落ちてゆく。

　そして輸送艇がシェルター・ルシアへと移動し始めたとき、それは既に海底への落下を終え海底に「沈む」でも「刺さる」でもなくそこに「置いた」かのように着地した。

　これが普通の生活の中で起きたのなら単なるミスで済んだだろう。

　しかし今回は違った。このミスが数時間後、絶対に逃れられない「死」という形となって僕に襲おそいかかる。
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「海中を上昇し続けたら、その先に何があるのか？」

　過去何人もの冒険者がその問に答えようと挑戦した。

　しかし彼らはみんな上層で発生している激しい海流に流されてしまい、一定の深度から上に辿たどり着つくことはできなかった。

　海流は複数存在し、それらはときに隣りん接せつし、ときに混じり合いながら複雑な経路を進むと、やがて下降流となって海かい溝こうへ落ちてゆく。

　今でも海溝の底には挑戦者たちの残ざん骸がいが重なり合っている。

　そして、いつしか人類は上昇することを諦あきらめ、海流の更に上には何があるのかを考えることすらしなくなった。

　海中のみが世界のすべて……やがて、それが人類の常識となっていった。













　メリルの経営する運送事業所「シャティヨン運送」はシェルター・ルシア商業区画の外がい壁へき地区にひっそりと居を構えている。天井から明かりを供給しているスフィア光の恩恵もここまではほとんど届かず、店先は終日ボンヤリしたままだ。

　世界のすべてが海で覆われているこの世界で、人間の生存できる空間は海中に建造されたシェルターのみ。もしこのシェルターで人間が生きるために必要な要素が欠けたならば、もはやこの世界に人間の生存できる空間はなくなってしまう。だからどのシェルターもインフラの維い持じは最重要課題となっている。

　住民や事業主から徴ちよう収しゆうする税金の多くを「水」「酸さん素そ」「光熱」の三点に費やすことでシェルターを人間の生存可能な空間として維持しようとしているのだ。

　にもかかわらず店先の通りは暗い……気が滅め入いるほどに。

　空気も悪い……いつもほんのり廃はい油ゆの臭においがする。

　水も……ちょっと濁にごっている。

　加えてシェルター全体が……ちょっと汚い。

　他のシェルターはそんなことはない、もっとマシな環境を整えている。ではなぜシェルター・ルシアだけが劣れつ悪あくとも呼べる環境に甘んじているのか？

　答えは単純、シェルター・ルシアが超貧乏シェルターだからだ。

　僕らセム人の信しん奉ぽうするイヴァヌス教では、人間の生存空間たるシェルターはすべて創造神イヴァヌスが創生したと教える。だとするならこの創造神はシェルター・ルシアを創造する際かなり意識が散さん漫まんだったのだろう、こともあろうに活かつ断だん層そうのド近くに創造してしまったのだ。

　シェルター・ルシアの歴史は修しゆう繕ぜんの歴史だ。地震による区画の崩ほう落らく、浸しん水すい、生命維持装置の損そん傷しよう……それらを直し人間が生存できる状況を維持するためには徴収する税金だけでは到底足りず、シェルターの領主アリジが毎年帝国に借しやつ款かんを打だ診しんして急場をしのいでいる状況だ。

　しかしそれもそろそろ限界だろう。噂うわさではアリジは借款の利息すら払えず、借款の利息の借款を帝国に願い出るほど事態は切迫しているらしい。この状況に見切りをつけた領民の流出も止まらない。通常規模のシェルターであれば一～二万人の領民を収容しているがシェルター・ルシアの人口は五千を切っている。

『近い将来、シェルター・ルシアは廃はい棄きされる』

　それが残留領民の共通認識だ。もしそうなったら帝国が旗振り役となって移民が行われるだろう。シェルター・ルシアの領民が帝国全土へばら撒まかれるんだ。父親の代から続いた運送事業所「シャティヨン運送」は廃業し、僕ら三人はバラバラになる。

　昨日と同じ日常が今日も訪れた。しかし明日も訪れるとは限らない。そんな不安を抱えながら僕らは日々を送っている。










「ここは……どこでしょう？」

　おっとりとした口く調ちよう。目を開けた彼女が最初に発した言葉だ。仮か眠みん室しつのベッドに寝ていた彼女は僕とメリルを交互に見上げながら不思議そうな顔をしている。

「ここはシェルター・ルシアよ」

「シェルター……ルシア？」

　聞いたことがないというニュアンスだった。それもそうだろう、帝国内には多数のシェルターがあるけど、その中でシェルター・ルシアは認知度も低く地理的にも西の外れに位置している。

「あなた、名前はなんていうの？」

　メリルの問いかけに彼女は体を起こしながら「アビー」と答えた。












「アビー……不思議な名前ねえ」

　メリルはベッドの横にしゃがみ込みアビーを興味深そうに眺めている。

　そんなメリルを後ろから見ている僕。黒髪の短髪、メリルは小さい頃からこの髪型だ。加えて洒落しやれっ気けのない服を着ているせいもあり全体的に女性らしさを感じない。こうやって後ろから見ていると女性というより坑こう内ない作業をしている少年のようだ。

　まあ、正面から見てもその見事な貧ひん乳にゆうのため、やはり少年に見えるのだけど……。

「私はなぜここにいるのでしょう？」

　アビーが部屋を見渡しながら自問するかのように言った。

「海底で倒れている君を僕が偶ぐう然ぜん見つけたんだ」

「海底で……私が？」

「そう、ウルがあなたを見つけて私が経営する事業所まで運んできたの」

　事態が飲み込めていないのか、いまいち合点のいかない表情のアビー。

「ねえアビー、あなたは何ど処こから来たの？　なんで海底に倒れていたの？」

　メリルの立て続けの質問にアビーは首を傾かしげることしかできない。気を失ったとき頭を打って記憶障害でも起こしているのだろうか？

「やはり療りよう養よう区画へ連れてったほうが……」僕が言い終わる前にアビーがハッと瞳ひとみを開き「そうだ」と小さく呟つぶやいた。

「……急がないと」

　ベッドから起き上がろうとするアビーをメリルが押さえつけた。

「ダメよ、まだ寝てなきゃ」

「でも、急いで行かなくてはならないのです」

　アビーは懇こん願がんするようにメリルを見上げた。

「行くってどこへ？」

「それは……」と口くち籠ごもったまま下を向いた。

「……すいません、言えません」

「言えないって、なんで？」

「それは……すいません」

　申し訳なさそうに肩を落とした。

「じゃあ、せめて海底で倒れていた理由くらいは教えてよ」

「……ごめんなさい」

　アビーは泣きそうな顔になりながら、それでも黙もく秘ひを貫つらぬいた。そんな様子を眺めながら「なんかアビー可か哀わい想そう」などと思っていたとき、背後にネットリとした視線を感じた。振り向くと開いたままの引き戸からシバヤスが顔を覗のぞかせている。

　ん？　僕に向かって手を伸ばしヒョイヒョイと手招きしている。

　アビーを事業所に連れてきたあと、僕とメリルはアビーの看かん護ご、シバヤスは端たん末まつを利用してアビーの素す性じようを調べていた。あの特とく徴ちよう的てきな水中服を調べれば彼女の所属するシェルターが分かるかもしれないし、そのシェルターが発信している行方不明者の情報も得られるかもしれないと考えたからだ。

　ちなみにシバヤスが調査担当なのは彼が機械全般に詳しく端末操作にも精せい通つうしているという表の理由と、変態デブと眠り姫（アビー）を同じ空間に置いておくことがたいへん危険であるという裏の理由からである。

　さすがシバヤス、アビーに関する有力な情報を得たに違いない。そう思い彼の手招きに従い廊下に出た。

「シバ、なにか収穫はあったのか？」

　シバヤスは僕の耳元に顔を近づけて「やばいことになった」と一言。

　やばいことってどういうことだ？　もしかしてアビーは僕たちが関かかわってはいけない部類の人間なのか？　例えば連続殺人鬼だとか国家転てん覆ぷくを狙ねらう政治犯だとか……。

「やばいって……何がだよ？」

　不安に満ちた声色で問いかける僕に向かって、シバヤスは自らの下半身を指した。

「脱げなくなった」

　見るとシバヤスがアビーの水中服の下半身の部分だけを着用していた。体格差は優に五倍を超えているのに無理矢理着ようとしたらしい、奇跡的に足は通せたようだが上半身はさすがに無理と悟ったようだ。

　……で、脱ごうとして脱げなくなっていた。

　デブがタイツを穿はいているように見える。でも実際はあれ水中服なんだよな。

「てめぇ！　仕事しないで何やってんだよ！」

「水中服を着用してその感想で検索しようとしたんだよ！」

「その検索の仕方は明らかにおかしいだろ！」

「二人ともアビーがいるんだから静かにしてよ！」

　仮眠室からメリルの怒鳴り声が聞こえた。たしかにそうだ、今は怒りを抑えよう。

「仕方のないヤツだなぁ、あとで脱がすの手伝ってやるから。とりあえず分かった情報教えろよ」

「おう、けっこう色々分かったぜ」

　僕らは事務室に向かった。デスクのモニタには様々な資料が映し出されており、その中に見たことがある映像があった。それは円形の紋もん様よう。アビーの水中服に描かれていたものと同じ紋様がモニタに映っていた。

「ウルはタリア人について何か知っているか？」

　タリア人？　咄とつ嗟さに問われて出てきた答えは当然「アケト・キトラで僕に大怪け我が負わせたやつら」。この答えは僕限定だろう。

「まあ、そうだな。他には？」

　しばらく考えるとまた一つ出てきた。でも多分これはみんなが知っていることだ。

「タリア人はイヴァヌス教会から目めの敵かたきにされてるな。伝道師がたまにシェルターに来て『南部のアミ教徒を改宗させよう！　タリア人シェルターを植しよく民みん地ちにしよう！』なんてプロパガンダやってるもの」

「タリア人は俺おれたちセム人から見たら異い教きよう徒とだからな、侵しん攻こうするには良い理由になる」

　シバヤスは納なつ得とくしたように頷うなずくと「他には？」と続けた。

「おいシバ、僕はアビーの素性について聞いているんだ。なのになんでタリア人の話をするんだよ。話の内容がズレてるぞ」

「いいや、ズレてない」

　……ということは……。

「アビーはタリア人なのか？」

　僕としてはかなり重要な質問だったけど、シバヤスは「そうだ」とサラリと告げた。

「でも、僕らと言葉が通じてるよ」

「俺たちの言語や文字は南方由来だぞ、だから通じて当然だ。もっとも僻へき地ちのシェルターとなると独特の文化があったりするから分からんけど……とにかく重要なのはそこじゃあない」

　コホンッと咳せき払ばらいしつつシバヤスは続けた。

「いいかウル、言語や文字は同じでもタリア人ってのは俺たちセム人とは異なる常識を持っている。たとえば彼らのシェルターは個々に独立した国家であり、それらの国家が集まってシェルター連合という緩ゆるやかな共同体組そ織しきを形成してるんだ。俺たちセム人のように国家が複数のシェルターを管かん掌しようするという概がい念ねんがない」

　なんかデブが難しい話を始めたぞ。

「ではシェルターごとに独立しているタリア人が民族としての共同体意識を有する根こん源げんは何かというと、それがアミ教なんだ。つまりタリア人だからアミ教徒なのではない、アミ教を信奉する者が即すなわちタリア人なんだ」

　つまり宗教の違いがそのまま民族の違いになっているのか。

「アミ教はタリア人の行動原理に深く根付き彼らの生きる指し針しんともなっている、そして彼らにアミ教の教えを説き啓けい蒙もうする存在がサラフと呼ばれる少数の指導者たちだ」

「イヴァヌス教で例えると枢すう機き院いんみたいなものかな？」

「近いとは思う、しかし正確には別物だろう。そもそもアミ教はイヴァヌス教ほど政治的ではないんだ。サラフたちは枢機院のように異教徒を改宗させようとしたり、イニシアティブ保持のため同族同士を戦わせたりはしない。彼らは信徒に世界の理ことわりや涅ね槃はんに至る方法を説いている。そういう意味で言うとアミ教は宗教というより哲てつ学がくに近いかもしれない」

　哲学を論ずるサラフたち……白はく髪はつ満まん載さいの老人たちが円卓を囲んでいる風景が浮かんだ。彼らが難しい議論のすえ信徒に教義を説くのか、信仰しようにも頭がついていかなそうだな。でも好戦的な枢機院よりはマシかもしれない。

「そして、ようやくコレだ」

　シバヤスはモニタを指差していた。その先にあるのは例の紋様だ。

「これは自身がサラフであることを示す印しるしなんだ」

　アビーが着用していた水中服にはアミ教の指導者であることを示す印が付いていた。

「アビーはサラフの一人ってことか？」

「現状から考えるとそうなるな」

「それにしては若すぎるだろう？　それともサラフって連中はみんなアビーみたいに若い女性なの？」

「アイドルじゃないんだから、それはないだろう」

「じゃあ、サラフってやつにはどうやって選ばれるんだ？」

「そこなんだがなあ……」

　シバヤスはデスクにある資料を摑つかむといくつかの箇所に目を通した。

「タリア人の中には『飛ヒ戒カイの力』と呼ばれる特殊能力を持った人間が僅わずかに存在していて、サラフはその特殊能力者から選ばれているらしい」

「飛戒の力？　超能力集団なのか？」

「だから詳しいことは分からんって……まあ、いずれにしても……」

「いずれにしてもアビーをここに置いておくワケにはいかないわ」

　振り向くとメリルが立っていた。腰に手を当てて険しい顔をしている。

「シバ、管理区画に有線飛ばして」

「何を伝えるのさ？」

「アミ教の指導者がいるから自じ警けい団だんを寄こすよう伝えるのよ」

　それはヤバいぞメリル、領主のアリジがアビーを確保したら帝国の通達に従って彼女をシェルター・バステトまで移送するだろう。異教徒嫌いの枢機院が彼女を客人としてもてなすとは到底思えない。僕の不満を察したのか、メリルが近づいてきた。

「ウル、あんた一ヶ月前タリア人に何をされたのか忘れてないわよね？」

「でも、それとこれとは話が違う」

「本当にそう言い切れる？　タリア人がアケト・キトラで同族同士の殺し合いをした。そして間を置かずに今度は海底でタリア人の指導者が倒れていた」

　メリルは僕が大怪我した件とアビーとの間になんらかの関係があると思っている。

「私はアケト・キトラで血まみれのウルを見たわ」

　尖とがった口調から一変してメリルの声が重くなった。

「ウルの気持ちも分かる。彼女を守りたいんでしょう？」

　同意しようと口を開いたが話す間もなくメリルは続けた。

「でもね、私にだって守りたいものはあるの。もうウルのあんな姿は見たくない」

　俯うつむいたメリルは上うわ目め遣いに僕を見た。

「わかって……くれる？」

　そうか、そこまで僕のことを心配してくれているのか、つまり……。

「つまりメリルは僕に惚ほれてるってことだな」

　あれ？　メリルが瞬間冷凍されたみたいに硬こう直ちよくしてるぞ。

「な、なな、なによそれ！　なんでそうなるのよ！　それじゃあまるで私がウルに惚れてるみたいじゃない！」

　だからそう言ってるじゃないか。

「か、勘違いしないでよね……私はウルが死んだってなんとも思わないんだから。でもあんたが死ぬと仕事に支障が出るのよ。私が営業、ウルは運送、シバが整せい備びに業務管理に経けい理りに総そう務むに……」

　こうやって実際に担当する業務を列挙してみるとシバヤスに負荷がかなりかかってるのが分かる、あいつは変態だが仕事はできるからなあ。

「うちみたいな極ごく貧ひん事業所は従業員が一人でも欠けると仕事が回らなくなるのよ。私は社長としてこの事業所を継続していくためにウルが必要なの。もしあんたがシャティヨン運送の従業員じゃなかったら何ど処こで野たれ死んでようと関係ないんだから！」

　言い終わったメリルは腕を組んで鼻を鳴らした。

「シバ、管理区画へ連絡して」

「本当に連絡するの？」

　シバヤスはどうして良いか分からず突っ立ったままだ。

「早く連絡しなさい、しないとクビよ」

「え～～！　一人でも欠けたら仕事が回らないって言ったばっかじゃん！」

　不満を叫んだシバヤスだったがメリルの視線に「本気」を感じて渋しぶ々しぶ受話器を取った。

「ウルと俺とで扱い違い過ぎだろう……」

　なんかぶつぶつ言いながらダイヤルしている。止めさせようとシバヤスに近づいた途端腕を引っ張られた。振り向くとメリルが服の袖そでを握っている。彼女は何も言わずに僕を見ていた。威い嚇かくしているようにも懇願しているようにも見える表情だった。

「あ、どうもシャティヨン運送ですけど……え？　はあ……はい……はい、はい」

　シバヤスが受話器越しに相あい槌づちを打ち続けている。

「そうですか……わかりました」

　そう言って受話器を置いた。結局全然用件を話していない。

「シバ、どういうことよ？　あんたアビーのこと伝えてないじゃない。『はいはい』しか言ってなかったわよ」

「それがさあ……」と頭を掻かきながら首を捻ひねっている。

「たった今、シェルター・ルシアに不法侵入した奴やつ等らがいるらしいんだよ」

　どのシェルターも入港のときは入港者の人物確認と積み荷の検査を行う。理由は収容者の情報管理と犯罪者や違法な物件の排はい斥せきだ。

「そいつらを追跡しているから今は他の案件に人を割けないって言われた」

「自警団の連中ときたら……いつもは暇そうに巡回しているだけなのに。こういうときに限って役に立たないんだから」

　不満を漏もらしたメリルの背後、つまり仮眠室の方から大きい音が聞こえた。急いで仮眠室に向かった僕らが見たのは、床に倒れているアビーだった。彼女はフラフラと立ち上がると壁に寄りかかった。そして再び歩を進めようとしたが、姿勢を崩して前のめりに倒れかかった。

　助けなきゃ、と僕が動くより早くメリルが彼女に近づくと、その体を優しく包んだ。そしてゆっくりベッドへ運んだ。途中メリルは振り返ると複雑そうな顔つきで僕を見た。「本当なら自分だってアビーを助けたいのだ」とでも言っているようだった。

「どこへ行こうとしてたの？」

　アビーをベッドに寝かしながらメリルが聞いた。

「はい、みなさまに迷惑をかけるワケにはいきませんので、お暇いとましようと思ったのですが」

「そんな体じゃ外の通りで倒れるのがオチよ」

「そのようですね、困りましたね」と言って力なく微笑ほほえんだ。

「もしかして、私たちの話が聞こえてた？」

　アビーはメリルから目を逸らすとぎこちなく頷いた。メリルは何か喋しやべろうとしたが咄嗟に口をつぐみ肩を落とした。

「アビーの目には私が悪者に見えるのでしょうね」

　それはアビーに向けた言葉というよりも、メリル自身に向けた言葉に聞こえた。

「いいえ、メリル様は悪い人ではありません。さきほどだって倒れそうになった私を助けてくれたではありませんか」

　そう言ってメリルの手を握った。

「それにみなさまに迷惑をかけたくないのは私だって同じです。私が話せない様々な事情も、それを知ることでみなさまに迷惑が及ぶのを恐れてのことです」

　メリルは「アビー……」と一言呟くとアビーの手を握り返した。

「おお……」と近くで感かん嘆たんの声が発せられた。見るとシバヤスが僕の横にいた。

　そうか、シバヤスが目を覚ましたアビーと接するのは初めてだったな。

「どうだシバ、覚かく醒せいしたアビーも綺き麗れいだろう？」

「こんなムサい部屋で百ゆ合りフィールドが構こう築ちくされている！」

　お前は本当に……どういう角度から現実を見ているんだ？

「シバヤス様、で、よろしいですか？」

　急に言葉を投げかけられたシバヤスは「ハイ！」と元気に返事をした。

「一つお願いがあるのですが」

「ハイ！　喜んで！」

「もう一度管理区画へ連絡してほしいのです。サラフを捕らえたと伝えれば誰か来てくれると思います」

「それは……」とシバヤスはバツが悪そうにアビーを見た。

「その水中服、気に入ったのなら差し上げます。だいぶサイズが違うようですが」

「え？　本当？　やったあ！」

　そんなパッツンパッツンの水中服を着て遊泳したらジュゴンと間違われるぞ。モリで突かれるのではないか？　まあそんなことはどうでもいいとして、問題はアビーの処しよ遇ぐうだ。僕やシバヤスはアビーを自警団に渡したいとは思っていない。メリルだって真意としては僕らと同じだろう。でもアビーは僕らに迷惑をかけたくないがため自警団への連絡を望んでいる。僕らの意志とアビーの意志、両者を満足させる方法はないものか……。

　と、考えを巡らせていたとき、一つ妙案が浮かんだ。

「なあメリル、僕たちって運送業者だよな？」

「なにその肯こう定てい前ぜん提ていの質問、かなりムカつくんだけど」

　なんか話す気がなくなってきた。

「言いたいことがあるなら早く言ってちょうだい」

　なんだよ、結局聞くのか。

「僕がアビーを目的地までパパッと移送するってのはどう？　そうすれば僕らは彼女を自警団に渡さなくてハッピーだし、彼女だって目的地に行けてハッピーだし……つまり全員ハッピーじゃないか？」

　どうだい天才的な作戦だろ？　とメリルを見ると明らかに「なに言ってんのコイツ」って顔で僕の前に立った。

「輸送艇は一人乗りでしょ。荷台は無酸素だから人を乗せられないし、アビーは何処に乗るのよ？」

「うん？　僕の膝ひざの上、あるいは僕が股を広げてその間」

「ぜったいにダメ！　その案却下！」

　顔を真っ赤にして否定された。

「なんでだよ？」

「そんなのダメに決まってるじゃない！」

　因ちなみにアビーをシェルター・ルシアまで運んだときは膝の上に乗せてたんだが……これ言うとメリルに殺されそうな勢いだな。

「全然論理的じゃない、そんなんじゃ僕の提案を却下する理由にならない」

「だって……ほら……」とシドロモドロなメリル、目も活いきの良い泳ぎ方をしている。

　が、次の瞬間「そうよ！」と叫ぶと晴れやかな顔になった。

「うちは極貧運送事業所なのよ、ウルがアビーを目的地まで運んでいるあいだ業務はどうするの？　シャティヨン運送の輸送艇は一隻せきしかないのよ」

「だからパパッと済ませるよ」

　アビーはシェルター・ルシアの近海で倒れていたんだから。目的地もここからそんなに離れてないだろう、という勝手な持じ論ろんを基に言ってみた。

「じゃあ移動中の燃料費や食費、中継シェルターへの入にゆう港こう税ぜいは誰だれが負担するの？」

　う、そういう論点から攻めてきたか……この守しゆ銭せん奴どめ！　と罵ののしりたい気持ちはあるが言っていることは間違ってない。メリルは経営者、アビーに関わることで事業所が被る財政的な負担を懸け念ねんすることは当然だ。対価のないことに時間と費用を割けるほどシャティヨン運送は裕福ではない。

「問題ない！」

　自信満々に声を上げたのはシバヤスだった。

「シバなに言ってんのよ、問題ありありよ。これは仕事じゃないのよ」

「アビーはお客様であり、同時に積荷でもある。つまりこれは仕事である」

　嚙かみついたメリルに平然と応答したシバヤスは水中服の足の部分に装着されていたポーチを取り外した。通常ならそこには浮上を抑よく制せいするためのオモリが収しゆう納のうされている。鉛なまりや鉄でできた円柱形の塊かたまりで体重や用途に応じて三本から六本程度入っている。

　シバヤスがポーチの蓋ふたを開けるとやはりそこにはオモリが入っていた。数は三本、アビーの体重だったらその程度で十分なのだろう。しかし通常と違う部分もあった。

　三本あるオモリはどれも黄金色に輝いていたんだ。

　鈍い輝きを前にして言葉を失っているメリル、が、急に不ふ遜そんな笑みを浮かべた。

「こ、これは派手な色のオモリねえ……メッキを施ほどこすなんて洒落てるじゃない」

「いいや全部純金製、穴開けて中も調べた」

　再び言葉を失ったメリル、ゆっくりアビーに向き直って「こ、これって……」とオモリを指差した。

「はい、オモリですね」

　アビーは笑顔でそう答えた。金をオモリとして使うなんて……どんだけ金が余ってんだよ、サラフの生活が想像できない。

「アビー、このオモリ、もらっていいんだよね？」

「はい、つまらないものですが」

「ほらメリル、これはシャティヨン運送への報ほう酬しゆうだ。つまりアビーはお客様だ。つまりアビーを運送するという仕事はすでに成立している」

「ちょ、ちょっと待ちなさい。仕事には契けい約やくが必要よ、そして契約には申し込みと承しよう諾だくが必要。私はまだ承諾してないわ。だからこれはまだ仕事じゃない」

　純金を前にして動どう揺ようを隠せないメリルだが拒否の姿勢は辛かろうじて保った。するとシバヤスがポーチからオモリを取り出しメリルの鼻先に近づけた。

「お嬢ちゃん、帝国の金の相場を知ってるかい？」

「そ、そんなの知らないわよ」

　眩まぶしそうに目を逸らしつつ、でも金の魅力を無視できないメリルはオモリをチラリチラリと見ている。金太りした大商人が平民の女の子を金で籠ろう絡らくしているように見える。

　シバヤスのイヤラシイ顔にオモリの黄金色が反射していい感じの悪人ヅラだ。

「グラムで一万リーグ、つまりこれ一本で一〇〇〇万リーグ」

「い、いっせんまん!?」

　メリルの膝がガクッと落ちた。小さく「新しい輸送艇が買える……」と一言。

　これは面白い、僕もポーチからオモリを一本取り出すとシバヤスを真ま似ねてメリルの眼前に近づけた。

「二本で二〇〇〇万リーグ」

　とうとうメリルは床に座り込んだ。小さく「従業員を増やせる……」と呟いている。

　フフフ……と上品な笑い声が聞こえた、見るとアビーがシーツで緩んだ口元を隠している。そうか、僕らにとっては見たこともない量の金塊だけどアビーにとってはただのオモリだもんな。さぞ滑こつ稽けいに見えることだろう。

「ねえアビー、君には行きたいところがあるんだよね？」

「はい、しかし……」

「じゃあ僕らが君をそこまで送ってあげよう。大丈夫、君は僕らの身を案じているようだけど、報酬をもらっている以上これはきちんとした仕事だ。仕事に危険はつきものだ」

「私はここの地理に不案内ですし船の操縦も不ふ得え手てです。ですからできれば勝手の分かる方に同行してほしいと思っていました。しかし皆さんご存じのように私はタリア人のサラフです。私と同行することで皆さんに危険が及ぶかもしれないというメリル様の考えもごもっともなのです」

「メリルだって分かってくれるよ、さぁアビー起きて」

　僕の言葉に従ってベッドからムクッと起き上がったアビーに、僕はポーチから最後のオモリを取り出すと手渡した。

「アビー、このオモリをメリルに向けて僕らがやったみたいに叫ぶんだ」

　彼女はかなり戸と惑まどっていたが、やがて意を決したようにオモリをメリルに突き出した。

「三本で三〇〇〇万リーグ！」

「ご依頼承りました」

　メリルがアビーに向かって気持ち悪いくらい礼儀正しくお辞じ儀ぎをした。経営者の従業員に対する安全配はい慮りよ義ぎ務むが金銭の力に屈くつ服ぷくした瞬間だった。

「よし、契約が成った。そうと決まればさっそく……」

　アビーを抱き上げようと伸ばした手をメリルが叩たたいた。しかもグーで。

「いっっっったいなあ！　骨に響いた」

「あんた、なに猥わい褻せつ行為に及んでるのよ」

「ちがうよ、アビーを港まで連れてこうとしたんだよ。僕がアビーを輸送艇で目的地まで運ぶんだろう？」

　メリルは僕の質問に答えずシバヤスを見た。

「たしか極上の船が格安で売りに出てるって言ってたわよね？」

　チョコンと頷いたシバヤスの顔がだんだん喜びに溢あふれてきた。

「もしかしてメリル、この報酬であの船を購入するのかい？」

「実物は見ていないけれど、あんたが良いと言うのなら良い物なのでしょう」

「そりゃそうさ、東部戦せん役えきでシュペーア軍が遺い棄きしたものなんだけど、中はほとんど無傷。あんな代しろ物ものは市場にはない。僻地シェルター・ルシアだからこそ売れ残っているんだ。今まで使っていた輸送艇と比べると積せき載さい量りようも定員も格段に増える」

　シバヤスの瞳がキラキラしている。

「急いで買う必要ないだろう？　アビーを運ぶくらいなら今の輸送艇だって可能だよ」

　疑問を呈ていした僕をメリルがチラリと見たあとソッポを向いて「私も行くもの」と一言。

　意味が分からなかった。

「メリルが留守にしたら受付や営業は誰がするんだよ？　シバにやらすのか？」

「俺べつにやってもいいよ、営業だってルート決まってるし受付だって客なんか来ない」

「シバも行くのよ」

「俺もかい！」

「そう、みんなで行くの。荷物も全部積んでシャティヨン運送の看板も積んで従業員も全員乗せていくの」

　全部積んで移動するって……まさか……。

「事業所を移転するの？」

　メリルが笑顔を見せた。なにか吹っ切れたような清すが々すがしい笑顔だった。

「アビーのくれた報酬があれば当分は遊んで暮らせるわ。彼女を目的地まで送ったら帝国中のシェルターを巡って腰を落ち着けられる場所を探しましょう。このシェルターはもうダメ、事業をするにも生活をするにも限界にきている。だからこれは良い機会なのよ。それにウル……」

　メリルは笑顔のまま困ったように眉まゆを寄せた。

「あんたが今日やってくれた仕事以外は、今月仕事が一個も入ってないのよ」

　つまり、いま事業を停止しても誰にも迷惑をかけないってことか、たしかに良い機会かもしれない。

「ところでアビー、君に大事な質問がある」

　シバヤスが持って回ったような言い方でアビーに近づいた。

「君の目的地ってどこなんだい？　もはや隠す必要もないと思うのだが」

　あ、そういえば聞いてなかった。しかし運送事業所「シャティヨン運送」は帝国内遊泳を予定している、多少遠かろうが何の問題もないのだ。

「わかりました、申し上げます」

　そう言って僕らを見渡した。

「私の目的地はアルバイムです」

「アルバイムって……帝都アルバイム？」

「そうです、ウル様はアルバイムに行ったことありますか？」

「いや、僕入れないから」

　アルバイムはエルアザル帝国建国以来の首都であり政治と軍事の中心だ。僕みたいな平民はおろか貴族ですら用もないのに入港することはできない。

　待てよ……ということは……異民族で、しかも異教の指導者であるアビーはなおさら入港できないのではないか？　普通に考えると捕まるよな？

「差し出がましいことを聞くようだけど、アルバイムに行って何をするの？」

「はい、ある人と内ない密みつにお会いする約束をしているのです」

　これは……僕らはとんでもない情報を聞いてしまったのではないか？　エルアザル帝国は他のセム人の国家と同様にイヴァヌス教を国教と定めている。これは同時に異教を積極的に排はい斥せきしようとする枢機院と歩調を合わせることをも意味している。帝国から領海内のシェルターに向かって、異教徒を発見したらシェルター・バステトへ移送するよう通達が出ているのもその一例だ。

　なのに、なぜその異教徒と会おうとする者が帝国内の、しかも重要人物しか入港できない帝都にいるのか？

　僕らは大きな事件に巻き込まれているのではないか？　メリルとシバヤスに助けを求めようと視線を送ると二人とも青ざめた顔をしている。多分僕と同じ考えに達したんだ。

「なあアビー」

　僕の問いかけに「はい」と答えこちらを見るアビー、長い銀髪がキラキラ光る線の細い、でも出るところは出ているおっとりした女の子。こんな子が争いごとに荷担しているとは思えないが、異教の指導者である彼女が帝国内部の人間と繋つながっているんだ。状況から察すると何か良からぬことを画かく策さくしているに違いない。

　僕だって帝国人の端くれ、帝国内部の不義を正す義務がある！

　いや、これはむしろ恩返しだ。一〇年前の東部戦役で僕とシバヤスは家族を全員失った。そのとき僕らに里親や仕事を斡あつ旋せんしてくれて、一人前にしてくれたのは帝国の現皇帝ナウル・シン・エルアザル様だ。

　皇帝陛へい下か、今こそ陛下の御恩に報むくいることができます。帝国に巣食う悪あつ鬼きたちをあぶり出し陛下の前に突き出して差し上げます。

　三〇〇〇万リーグなどどうでもいい、どうでも良くはないが……しょうがない！

「君が会う人って誰なの？」

　恐る恐る聞いた僕に向かってアビーはおっとりとした口調で答えた。

「皇帝のナウル・シン・エルアザル様です」

　……状況がますます飲み込めなくなった。
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　多くのシェルターがその必要性から他のシェルターと交こう易えきを持ち食料や物資のやりとりをしている。

　しかしシェルターは本来自じ給きゆう自じ足そくの機能を持っており一基のシェルターのみで永久に稼か働どうできるよう設計されている。

　そのため、世界に散らばっているシェルターの中には他のシェルターと交流を持っていないものもある。

　それらのシェルターは外がい界かいから認知されることもなく、また外界の状況を知ることもなくひっそりと存在し続けている。













　さて、ここに一枚のＩＤカードがある、誰だれのカードかというと僕のカードだ。

　アビーとの話を終えた僕らは彼女を帝都アルバイムへ送る準備を始めた。メリルは事業所を引き払うための諸もろ々もろの手続き、シバヤスは輸ゆ送そう艇てい及び生活物資の購入、僕は事業所の看板その他の荷物の取りまとめをしていた。

　と、ここで僕は自分の部屋の引き払いも必要であることに気づいた。メリルは事業所に住んでいるし、シバヤスは事業所の倉庫と簡かん易い宿やどを交互に利用しているため引き払う手間がない。だから後の仕事をメリルに任せて自分の部屋にいったん戻ることにした。

　僕の部屋はシャティヨン運送のある商業区画の一つ下、居住区画にある。この区画は漏ろう水すいが激しく区画の半分までが水没している。だから領民は水上に顔を出しているいくつかの居住棟の間に吊つり橋ばしを造って移動している。

　僕はいつものように橋を渡り、いくつかの居住棟を経由して部屋に戻った。

　するとＩＤカードがあった。

　デスクの上、しかもど真ん中にあった。ちなみに複ふく製せいは存在しない。

　部屋を出るときに忘れたのかも？　と思ったが、それはおかしい。シェルター・ダマヌールに搬はん入にゆうに向かったときＩＤカードを提示して入港許可を受けたんだ。ってことはちゃんとＩＤカードを持って部屋を出たんだ。

　いつも胸ポケットに入れていて自じ警けい団だんのいる窓口にいくとサッと取り出し提示する。今回だって同じように……と胸ポケットに指を入れると、何もない。




　……どうなっているんだ？　……




　背後で音が聞こえた。普段全く気にしない程度の音量なのに、僕の意志とは関係なく耳が勝手に拾っている。

　これは……人の足音だ。人数は、トイレに一人、バスルームに一人、歩調や歩幅で分かる。彼らは気け配はいを消して僕に近づいている。そして最後にもう一人、こっちは完全に気配を消しているのだけど……デスクに置いてある球体ガラス時計、それに映っちゃってるんだよなあ……天井に張り付いている長衣の男性が。

　なんの意図があって僕の部屋に忍び込んでいるのか知らないけど、友好的でないのは明らかだ。僕としては関かかわる気が全くない。とはいえこの部屋の出入口は背後のドアのみ、窓すらない。

　しょうがない、ＩＤカードを取ったらすぐに出口へダッシュ。あとはなるようになれだ。そう決心しカードを拾うと胸ポケットにしまった。

　突然、強烈な悪意を感じた。その悪意は僕の脊せき髄ずいに悪お寒かんを走らせ、たまらず振り返る。そこには、今まさに僕の頭めがけて警けい戒かい棒ぼうを振り下ろしている男がいた。

　当然その光景にはビックリしたのだが。次の瞬間のほうが数段驚いた。

　目の前で鈍にぶい衝突音が聞こえた、と同時にその男が部屋の壁まで吹っ飛んだのだ。何が起きたのか最初は分からなかった、しかし右手に残るヒリヒリとした感覚が教えてくれた。

　僕が殴なぐったのだ。人を殴ったことなどない僕が……。

　いつの間にか握っていた拳こぶしを呆ぼう然ぜんと見つめている僕に向かって、もう一人が突進してきた。タイミングを合わせて天井の男も頭上から降ってきた。

　そのあと僕がとった行動は三つ。

　片足を軸に反転、肘ひじで一突き、拳を下から突き上げての一突き。

　それだけだった。時間にして一秒あるかないか、しかもそれらの行動のすべてが無意識に発せられたんだ。

　床には最初に襲おそってきた男を含めて三人の男が倒れていた。死んではいないだろうが当分起き上がることもできないだろう。彼らはなぜ僕を襲おうとしたのか？　見ると全員警戒棒を持っている。警戒棒に殺傷能力はない。ということは僕を殺すつもりはなかったのだろう。だとしてもなぜ……。

　それと、だ。なぜこの僕があんなに滑なめらかな反撃を行えたのか？

　少年の頃からシャティヨン運送で奉ほう公こうしていた僕には当然軍隊経験などない。人を殴ったことすらないんだ。けどさっきの僕の動きは実戦を積んだ兵士さながらだった。

　解決したい疑問が多く浮かんだが、そのためにここに長居するのはあまり賢い選択じゃない。とりあえず部屋を出よう、そう思いドアに目をやると誰かが立っていた。

　その人は黒色のウェットスーツを着ていた。顔には黒色のメタリックなフルフェイスヘルメット、肩やスネにも同様の外装が施ほどこされていた。体に密着したスーツが胸の膨ふくらみや腰のクビレを強調して波のようなラインを形成している。

　そして、モデル立ちしている。この人……女性だ。

「あなたがウル・ナンムね。今の格闘術、どこで習ったの？」

　女性は肩に掛けた紐ひもを悪戯いたずらに指で弄いじっていた。最初肩掛けリュックの紐かな？　と思った。しかしそんな可か愛わいい物じゃなかった。

　肩越しにぶっとい銃身が見えた。

　あれってグレネードランチャーじゃん……敵の増ぞう援えん来ちゃったよ……。

「あなたと同じ動きをする人を私は知っている……いや、知っていた」

　そう言ってツカツカとブーツの踵かかとを鳴らしながら近づいてきた。構えるでもなく殺気も漂わせず、ただ通りをぶらつくように飄ひよう々ひようと歩いている。

　僕の前まで来た彼女は再びモデル立ちで僕を見た。

「あなたに危害を加えるつもりはないわ」

「警戒棒で殴りかかっておいて何言ってんだ」

「本当よ、でも少し眠ってもらって場所を移動しようとは思っていたけど」

　彼女が僕の胸ポケットを指差した。

「そのＩＤカード、私が拾ってあげたの、ここから遠くない海底に落ちていたわよ」

　海底で見つけたってことは、アビーを助けたときに落としたんだ。

「で、質問なんだけど。あなたその海域で女の子を助けなかった？」

　アビーのことだ。そうか、こいつらの目的は僕じゃなくてアビーか。

「私たちその子を追っててね、その子の乗ってた船を沈めることはできたんだけど、夜だったから捜そう索さくに手間取っちゃって。やっと見つけたときには船内はカラッポ、周辺の海底を隈くまなく捜さがしても見つからなかった。その代わりあなたのＩＤカードを見つけた」

　アビーは被弾した船からなんとか脱出したんだ、しかし途中で力尽き海底で倒れた。で、たまたま近くで昼寝をしていた僕が彼女を発見した。彼女が海底で倒れていた理由はそういうことだったのか。

　……それと……。

　僕って本当にどうしようもないバカだ！　なんであんなところで自分のカードを落としちゃうんだ！　そんなミスしなければこいつらがアビーを追う伝つ手てを完全に断つことができたのに……。

「もう一度聞く、あなた女の子を助けなかった？」

　何も言うつもりはない、そんな意志を持って彼女を睨にらみつけた……つもりだったが、目の前に誰もいない。どこいったの？　と思った瞬間、腹部に強烈な一撃を喰くらった。僕の体は衝撃で後方に飛ばされ壁に背中を思いっきり打ちつけた。

「質問を変えるわ、その女の子は今どこにいるの？」

　片足をこちらに伸ばした体勢でしゃがんでいる。僕の注意が逸れた瞬間を狙ねらって姿勢を低くし、不意を突いて腹に蹴けりを浴びせたワケか。この人、さっきの男たちとは比べ物にならないほど戦い方が上う手まい。

　なんて敵を褒ほめている場合じゃない！　この場をどうにか切り抜けなければ……頭を働かさなきゃいけないのに蹴られた腹と壁に打ちつけた背中が痛すぎて、ちょっと気絶しそう。

　彼女は再び僕に近づくと顔を覗のぞき込こんだ。

「女の子の身を案じての沈ちん黙もくなら杞き憂ゆうよ。私はあの子に傷一つ付けるつもりはない」

　流線型のヘルメットには苦痛に歪ゆがむ僕の顔が映っている。

「あなたに危害を加えるのだって避けたいのよ。エンキドゥから無用な戦闘はするなってお達しが……」

　何かに気づいたのか、途中で言葉を止めた彼女はヘルメットの側面部分を指で押した。プシューっという小さな排気音とともにヘルメットが上下に開いた。

　彼女の素顔が露あらわになった。吊り上がった大きな瞳ひとみが短い金髪の間から見え隠れしている。その視線は戸と惑まどうように浮遊しながらも僕を見続けている。

　彼女の顔がますます近づいてきた。

「……あなたの瞳」

　彼女は僕の頰ほおを両手で覆うと鼻がくっつくほど顔を寄せた。

「やっぱりそうだ、トゥーカッターの眼球だわ」

　頰にあった彼女の両手が僕の首を猛もう烈れつな力で締め上げた。

「あなた、トゥーカッターから眼めを奪ったわね」

「……な……なにを言ってる……」

「それにさっきの戦い方も彼ソックリだった。技まで奪ったの？　どうやって？　もしかして、それがセム人の飛ヒ戒カイの力なの？」

　トゥーカッターなんて人は知らない、眼を奪った？　技を奪った？　彼女の言っていることが全く分からない。そう言ってやりたいが首を絞められてて話すどころか呼吸もできない。

「一ヶ月前、彼はシェルター連合の使し節せつを倒すためにアケト・キトラへ向かったわ。そして帰ってこなかった。あなたが彼を殺したの？　殺して眼や技を奪ったの？　ねえ教えて……」

　さらに力を込めてきた。

「教えなさい！」

　このままでは窒ちつ息そくどころか首の骨を折られる。彼女の腕を摑つかんで引き離そうとするがビクともしない。ならばと脇を殴っても効いている様子がない。

「無駄よ、このスーツは強化繊せん維いを束ねて人工筋肉を構成しているの、こんな近くから腰の入っていない攻撃を加えたってくすぐったいだけ」

　戦闘において優位に立っていることからの慢まん心しんか、それとも激情に駆られているからなのか。彼女は自身の重心が僕に寄り過ぎていることに気づいていない。

　ならば、と僕は仰あお向むけに倒れこむように後方に飛んだ。前のめりになった彼女が一瞬手を放した隙すきを逃さず、その懐ふところに入ると腕を摑み背負い投げの要領で放ほうり投なげた。

　彼女の体は宙を舞い、受身も取らず床に落ちた。大丈夫かな？　と殺されかけたことも忘れ心配になった。

　彼女は急いで立ち上がった。が、足元が少しふらついている。

「僕はトゥーカッターなんて人とは会ったこともないし、ましてや殺しても……」

　本当なのか？　そんな疑問が湧わいて言葉が詰まった。アケト・キトラでの記憶が全くないのにトゥーカッターなる人物を殺していないと本当に言い切れるのか？

「じゃあ、左の眼球にあるコードはなんなのよ」

　コード……ってなに？

「そのコードはタリア人が奴ど隷れいを管理するための識しき別べつコードよ。そしてあなたの眼に刻まれたコード番号はトゥーカッターのもの」

「僕の眼にそんなコードはない！」

「やっぱり私もアケト・キトラに行けばよかったんだ、そうすればこんな男に殺されることも、瞳や技を奪われることもなかった」

　彼女は両手でヘルメットを押さえた。フルフェイスになるつもりか、と思ったら違った。スポッとヘルメットを脱いだ。

　金色の髪が羽のようにゆっくり跳ねた。

　彼女はヘルメットを床に捨てると背負っていたグレネードランチャーも放り投げた。

「もうアビシャイの奪だつ還かんなどどうでもいい。大義など、善悪などどうでもよくなった」

　アビシャイ？　それがアビーの真マ名ナなのか？

　瞳を閉じた彼女は一度大きく息を吸うと僕を睨みつけた。

「私の名前はケセン・エラー、覚えておきなさい、あなたを殺す人間の名前なのだから」

「ケセン・エラー……」

「返してもらうわ、愛する人のすべてを」

　そう言うと天井スレスレまで飛び上がった。落下するケセンの踵が頰を掠かすめた。着地と同時にケセンの猛烈な攻撃が始まった。彼女の攻撃はどれもしなやかで無駄がなかった。空を切る音とともに繰くり出だされる華か麗れいなダンスのようだった。

　しかし、僕の体は彼女の攻撃をおよそ見切っていた。どういう理屈か自分でも分からないが、ケセンの肩や腰の動きから次の攻撃がなんとなく頭に浮かびその対処も想像できてしまう……が、反撃するほどの余裕はなかった。彼女の攻撃には継ぎ目がないんだ。

　このまま避け切って部屋から脱出したいところだが、肝かん心じんのドアはケセンの背後にある。しかも連続する攻撃を回避するごとに僕の体は少しずつ後退していた。

　なんとかして彼女の向こう側へ……そう思ったときケセンが一気に距離を詰めてきた。回避しようと後ろに飛んだ途端、背中に感じる壁の感触。

　やばい！　壁際に追い詰められた！　他の回避方法を考えなければと思ったときには遅かった。ケセンの素早い右ストレートが僕の顔面を捉とらえた。

　一瞬意識が飛んで口の中に血の味が広がった。ケセンはその隙を見逃さず僕の体に両腕を絡める。状況的には美女に抱きしめられているのだから第三者が見たら羨うらやましいと思うだろう。でも当事者の僕は何をされるか分からないという恐怖で体が硬こう直ちよくしていた。

　ケセンの顔が迫ってきた。潤うるんだ瞳が僕を捉えている。もしかして瞳から怪光線でも出すつもりか？












　あれ？　瞳を閉じた、そして若じやつ干かん顎あごを上げると近づいてくる彼女の唇くちびる。

　分かったぞ、コイツ、僕の顔を食べる気なんだ。そういえば、アミ教徒は人を喰うってイヴァヌスの伝道師が言ってた。異教徒だからってさすがにそれは……と思っていたけど本当だったとは……。




　ぶちゅ～～～～～～～～～～

　

　最初、自分が何をされたのか理解できなかった。ケセンが自分の唇を僕の唇から離して、やっとそれがキスであると理解した。しかもかなり濃のう厚こうなやつだった。

　ケセンは僕の体を突き飛ばすと、同時に体をコマのように回転させた。すぐに回し蹴りが来ると判断して肘でガードした。予想は当たった。しかし蹴りの威力は予想を遙はるかに超えていた。完かん璧ぺきにガードしたのに体がフラつく……体勢を直す前に今度は拳が飛んできた。ガードしきれないと判断して脇へ飛んだ。

　バコ！　っと凄すごい音がした。見るとケセンの拳が壁にめり込んでいた、ここの壁ってコンクリートだよな……。

「私のキスはどんな味だった？」

　ケセンは壁から拳を抜くと軽く払った。

「……どうって言われても」

「私はね、あなたの血の味がしたわ。そしてそれが私の能力のトリガー」

「能力？」

「『ワイルド・ハント』といってね、私は敵の血を飲めばそいつを必ず殺せるのよ」

「そんな都合のいい能力あるワケないだろ」

「あるわ、実際私の攻撃力は上がってるでしょう？」

　確かに、キスの後の攻撃は防御してもダメージを防ぎきれないほど強力だった。

「それに都合がいいっていうのは誤ご解かいよ、この能力の発動には対価が必要なの。とても大きな対価がね」

　ケセンは背筋を伸ばし両手を広げた。

「墓穴はちゃんと二つ用意した。私はあなたの死を手て土産みやげにトゥーカッターの元へ行くわ。あなたは……そうね、イヴァヌス教でいうところのシェルター・ヘブンにでも行って平和に暮らしなさい。アビシャイを守って死ぬ……自己犠ぎ牲せいってイヴァヌス教では尊とうとばれるのでしょう？」

　ケセンの周囲を黒い霧きりが覆い始めた。僕の本能が逃げろと告げていた。今なら立ち位置的にケセンを出し抜ける。

　咄とつ嗟さにドアへと駆け出した。ドアを開け共用回廊へ出ると脇にある用具入れを開けた。中にある物もの干ほし竿ざおを取り出し、閉めたドアと回廊の手すりの間に嚙かませた。

「どこへ逃げようと無駄よ、ワイルド・ハントは必ず敵を探し出す。あなたは必ず私の前に現れることになるの。そのためなら因いん果がだって曲げてしまう」

　ガチャガチャとドアノブを回す音が聞こえる。しかし物干竿がつっかい棒になってドアは開かない。次にガン！　ガン！　とドアを殴る音とともにドアに拳大の出っ張りができた。しかしドアを破壊するには至らない。

　ん？　音が止やんだぞ。よし、今のうちに上層の搬入区画へ行こう。あそこには新しい輸送艇に乗ったシバヤスがいる。メリルとアビーも合流している頃だろう。

　そう思い階段へ向かおうとした僕の体を瞬時にして爆音と炎が包んだ。










　気づくと僕の体は手すりをとび越え落下していた。ドア周辺のコンクリートやその他の破片も仲良く落下している。真下に居住棟同士を繋つなぐ吊り橋が見えた。体勢を整える余裕はなかった。吊り橋に激突した僕は一度大きくバウンドして倒れた。

「ぐふっ！」と言葉にならない悲鳴が出た。周囲に飛散した瓦が礫れきが雨のように降ってくる。なんとか立ち上がろうと体を動かすと胸や腕に激痛が走った……なんかあっちこっち折れてそうだ。服もボロボロで体のいたるところから出血していた。

　急に視界が暗くなった。地面には僕を取り囲む影が多数見える。

　また敵の増援か？　もう戦う体力は残されていない、力なく見上げると、そこには見覚えのある服装の人たちがいた。

「おい、大丈夫か？」

　自警団の人たちだった。

「お前、シャティヨン運送の配達人だよな」

　そう言って団員たちの間から顔を出したのは自警団の団長。

「不法侵入者を追ってここまで来たんだが、今の爆発は一体何だ？」

「……あ……あの……」

「お前、傷だらけじゃねえか」

「団長！　あそこにいます！」

　自警団の一人が上方を指差していた。その先にあるのは爆発でポッカリ穴の開いた僕の部屋とそこから姿を現したケセンだった。共用回廊に出た彼女はグレネードランチャーのチャンバーから空の薬やつ莢きようを手て馴なれた手つきで取り出した。

「間違いない、不法侵入者だ」

　自警団員たちは彼女に銃じゆう口こうを向けると一斉に発砲を始めた。

「一班と二班は居住棟に入って部屋に向かえ！　三班はこのまま撃ち続けろ！」

　団長の指示で自警団の一部が居住棟へ入っていく。残りは間かん断だんなく発砲を続けている。

　今のうちだ、自警団がケセンを足止めしている間にメリルたちのもとへ急ごう。鉛のように重くなった体をなんとか引きずって歩き出した。この吊り橋を渡った先に有料のエレベータが一基ある、それで搬入区画に上ればあとは港まで一本道だ。

　必死に吊り橋を渡っていると徐々に体が軽くなってきた。良い傾向だと思った。しかしその感覚は次第に不思議な浮遊感へと変化していった。

　あれ？　おかしいな、目が霞かすんできた。意識が保てなくなるほど酷ひどい怪け我がを負っていたのか？　胸に手を当てるとネットリとした感触があり、手のひらを見ると血で真っ赤になっていた。これは……港までもたないかもしれない。

　とにかく進もうと思い前方に目を遣った。そこには眩まぶしく輝く大きな三つの光があった。これは……アケト・キトラ商業区画の天井。それに背中に感じるこの感触は地面。

　いつの間にか僕はアケト・キトラの商業区画で横たわっていた。周囲には浮遊する粉ふん塵じんと半壊した建物が見えた。僕はこの景色を知っている、というか思い出した。

　そして気づいた。僕は今、夢の中にいる。

　しかし今まで繰り返し見ていた夢ではない。繰り返し見ていた夢では、怪我をした僕が誰かの肩を借りながら裏通りへ移動し、そこで大きな爆発に巻き込まれて終わっていた。しかし、今は別の状況にある。僕は地面に横たわっていて周囲には収まっていない粉塵と半壊した建物が見える。つまりこれは以前から見ていた夢の続きなんだ。

　ということは……周囲を見渡すと近くで誰か倒れていた。やはりそうか、僕を助けてくれた彼も爆発の巻き添えを食ったんだ。

　誰かが僕を覗き込んできた。誰だろうと見上げるが、天井から降ってくる光とのコントラストで最初はよく見えなかった。

　徐々に露わになった顔つきを見ても、それがメリルだと分かるのに時間がかかった。幼い頃からずっと見ている顔なのに気づくのが遅れたのは、彼女が顔をクシャクシャにして泣いていたからだ。涙や鼻水が僕の顔に落ちるのもお構いなしに、まるで子供のようにワンワン泣いている。

　先代の社長、つまり彼女の父が亡くなったときもこんなに泣いてはいなかったのに。

　メリルは僕の頭を大事そうに抱きしめると「……よかった」と小さく呟つぶやいた。メリルに大層心配かけたんだなあ……としんみりすると同時に貧乳でも顔に押しつけられると悪い気はしない、と思った。

　メリルは僕の頭をそっと地面に寝かせた。そして僕に肩を貸してくれた彼のもとへ向かった。彼はピクリともしなかった。遠目にも分かる、もう絶命しているんだ。

　彼の傍そばに行ったメリルは両りよう膝ひざを折り姿勢を正した。そして真剣な面おも持もちで何か言うと再び僕のもとへ走ってきた。そして僕の両脇に手を回すと僕の身体からだを引きずり始めた。ズルズルと少しずつだが移動している僕の体。

　そうか、僕はこうやって療養区画まで移動したのか。メリルに感謝しなきゃなあ。

　……あれ？　おかしいぞ？

　メリルは大怪我した僕を療養区画で見つけたと言っていた。それってつまり商業区画から搬はん送そうされて応急処置を施されたあとの僕を見つけたってことだよな？

　でも夢の中では違う。彼女は商業区画で大怪我した直後の僕に会っている。しかも療養区画まで僕を運んでいる。この夢は僕自身の妄もう想そうなのか？　それともメリルが僕に噓うそをついているのか？　だとしたらなぜ噓をつくのか……。

　ピコン！　ピコン！　と間の抜けた音で目が覚めた。

　周囲を見渡すとそこはエレベータの中、ドアは開いていて半円形の通路が前方に伸びている。その先に見えるのは港の光。無意識のうちにここまで来ていたようだ。

　輸送艇まではあと少し、僕は体を起こして通路を進んだ。

　体力がもつか心配だったがなんとかなりそうだ。激痛が走っていた胸や腕も今は我慢できる程度まで回復し、それに出血もだいぶ止まっている。万全とまではいかないが輸送艇までは行けるだろう。

　ありがたいことではあるが、この回復力の高さはなんなのだ？

　僕の身体は……どうなってしまったんだ？

　息を切らせながらやっと搬入区画の港に着いた。走りながら埠ふ頭とうを見渡すが、どれが新しい輸送艇か分からない。

　お、メリル発見、彼女は埠頭に立ち僕に向かって大きく手を振っている。ということは彼女の脇に停てい留りゆうしているのが新しい輸送艇かぁ……。

　って、あれ輸送艇じゃない！　輸送艇はそんな無ぶ骨こつなフォルムをしていないし、それに機首にある角みたいのは……圧あつ縮しゆく空気を使った水中戦用カノン砲だ……しかも二連式。

　あれが新しい輸送艇じゃないよな？　と思ったときシバヤスの言葉を思い出した。

『東部戦役でシュぺーア軍が使ってたんだブヒ[image: ]』

　シャティヨン運送は運送屋なのに、あいつ戦争で使う戦せん攻こう艇ていを買いやがった……。

　笑顔で手を振っていたメリルの顔が曇った。僕が傷だらけなことに気づいたんだ。そして僕を指差した。いや僕ではない、僕の背後を指している。走りながら振り向こうとして足がもつれた、体勢を崩して天を仰いだ僕の鼻先を何かが掠めた。

　直後、戦攻艇の隣に停泊していた船から大きな火柱が上がった。擲てき弾だんが飛んできたんだ。ということは……エレベータに至る通路を見るとぼんやりとした明かりの中に誰かが立っている。しかもモデル立ちしている。

『な、なんぞ？　今の衝撃なんぞ？』

　戦攻艇の拡声器からシバヤスの戸惑う声が流れた。

　立ち上がりつつ後ろを振り向くと通路を走っているケセンの姿が見えた。グレネードランチャーを片手で持ちながら見事なアスリート走りで近づいている。

　やばい！　やばい！　追いつかれる！

「ウル！　伏せなさい！」

　メリルの声。戦攻艇を見るとカノン砲の砲身がこちらを向いていた。ここで水中戦用のカノン砲を撃つ気か？　弾道とかメチャクチャになるぞ？　ってか、そんなの撃ってシェルターに穴でも開けたら大だい惨さん事じになる。

「ダメだ！　撃つな！」

　僕の叫び声をかき消すように、シバヤスの『発射！』の声が拡声器から響いた。

　前方にダイブした僕の体が地面に着地した途端、ドドン！　という地響きにも似た発砲音が聞こえた。二つの砲弾は倒れた僕の真上を通過し港の壁に着弾、搬入区画全体が大きく揺れて、着弾した付近の壁が煙を上げて落下してゆく。その下には通路を抜けて港へ出たケセンがいた。

　最初こそ落下する瓦礫を回避していたケセンだったが、落下数が増し、粉塵が周囲に広がったあたりから姿が見えなくなった。そして巨大な壁の一部が剝はがれて地面に覆いかぶさるように降ってきた後は彼女の気配も消えていた。

　ようやく戦攻艇に辿たどり着ついた僕はメリルの手を借りて甲かん板ぱんへ上がった。

「この船なんなのさ？」

「私も最初見たときは反対したのよ、でもアビーから話を聞いたの、自分は追われてるって、海底で倒れていたのもそれが原因だって。だから多少は武装しておいたほうがいいと考えたの。ライフルも買っておいたわ」

「なんじゃあ！　こりゃあ！」

　別の通路から叫び声とともに登場したのは自警団長、武装した部下たちも一緒だ。

「あの壁壊したの、お前たちか！」

「まずいぞメリル、僕ら逮捕される。なにせシェルター破壊は重罪だから……」

　あれ？　メリルがいない、開いたハッチから艇内を覗くと梯はし子ごを下りていた。

「ウルも早く来なさい！　逃げるわよ！」

「そんなことしたら余計罪が重くなる。ここは素直に事情を話して……」

「あんた、アビーが乗ってることを忘れたの？」

　あ、そうか……自警団がアビーを発見したら当然拘束するだろう。そして領主のアリジは彼女をシェルター・バステトへ移送する。結果、アルバイムへ行くという彼女の目的は果たされないことになる。

「分かったら、早く入りなさい！」

　こういう時って女性のほうが腹くくるの早いよなあ……。

「こら！　逃げる気か！」

　自警団が一斉に発砲を始めた。足元で跳ねる火花を避けるように僕も艇内に飛び込んだ。同時に艇内が大きく揺れた、戦攻艇が移動を始めたんだ。もうすぐ潜水も始まるだろう。

「自警団はシェルター内の警備専門だから外までは追ってこないわ」

「ああ、これでこの場は凌しのいだけど……」

「そうね、確実に私たち指名手配されちゃうね」

　メリルは困ったように笑った。彼女が船首へ向かったあと、僕は開いたままのハッチを閉めようと梯子を上った。ハッチに手をかけ甲板から顔を出したとき瓦礫の山が目に入った。崩落はまだ続いていて天井からも土砂が降っていた。

　そんな中、コンクリートの破片と落下した岩盤の間からゆっくりと起き上がる影を見た。それは陽かげ炎ろうのように砂塵に漂い辛うじて人の輪りん郭かくを見せていた。

　しかし再びの崩落ですぐに見えなくなった。
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　世界に散さん在ざいするシェルターの中には地理的環境やシェルター民の素質が源流となって独自の産業（農林畜水産業や鉄鋼業など）を獲得するに至ったシェルターがいくつか存在する。

　それらは特に「工房シェルター」と呼ばれ他のシェルターへ製品を輸出することによって莫ばく大だいな利益を得ている。ゆえに工房シェルターは他のシェルターよりも価値の高いシェルターであると認識されており、同盟のときは盟主になったり戦争のときは係争地になったりと、とかく話題の絶えないシェルターである。

　因ちなみにエルアザル帝国で最も有名な工房シェルターはシェルター・シュペーアであり、その産業は「高度に機械化された軍事兵器」である。













「で、この部屋は？」

「ここは男子用の寝室ってことにしたわ。ちなみに隣となりが女子ね」

　僕はメリルから傷の手当をしてもらいながら戦せん攻こう艇てい内部の説明を受けていた。

「シャワーにトイレ、それとキッチンはこの階の並びにあるわ。操そう舵だ室しつと倉庫は下階」

　覗のぞき窓から海中を見ると透すき通とおった青色が広がっている。昼過ぎってところか。

「着替えは寝室、食糧は倉庫にいっぱいあるわ。航海の準備は万ばん端たんっと」

「シバやアビーはどこにいるの？」

「シバはずっと操舵席に座りっぱなしよ。この船って操縦の難なん易い度ど高いらしくて『そこがむしろ燃える』とか言ってあっちこっちの計器を弄いじってるわ。アビーはたぶんシャワーだと思う」

「ドタバタした船出になったな。で、航路はどうするんだ？」

「その件なんだけど、追われる身としては帝国内を進むのを避けたいところなのよ。だから一度海かい漠ばくに入ってしまおうと思って。それで東への距離が稼げれば、あとはアッサー海流に乗って北へひとっ飛びよ」

「海漠かあ……それだとかなり迂う回かいすることになるんじゃないか？」

「あんたとシバが不眠不休で交代操舵すればいいじゃない」

　メリルは一通り治療を終えると僕の体を色んな角度から眺めた。

「大層な怪け我がはないわね。小さいのは沢山あるけど治りが早いから大丈夫でしょう」

　治りが早いのは良いことだ。しかし折れたと思った腕がちゃんと動いている。体中にあった裂れつ傷しようや火傷やけども加速度的に治っている。ここまでくると自然の治ち癒ゆ力りよくとは思えない。

　僕の身体からだに何が起こっているんだ？

「じゃあ私行くね」

　救急箱と消毒液を両手に抱えてメリルが立ち上がった。

「なあメリル、一つ聞きたいことがあるんだ」

「ん、どうしたの？」

「アケト・キトラでのことなんだけど。メリルは療りよう養よう区画で僕を見つけたんだよな？」

「そうよ、大きな事件があって怪我人が大勢出たって情報が管理区画で流れたから、もしかしたらと思って療養区画へ行ってみたら、あんたがベッドで死にかけてたのよ」

「そうだよなあ……」

「なによ、何か気になることでもあるの？」

「いやさ、さっきシェルター・ルシアから逃げるとき変な夢？　みたいなものを見たんだ。その夢だとメリルは怪我した直後の僕を見つけてるんだ」

　メリルの動きが止まった、呼吸も止まっているみたいに。

「それに僕を療養区画まで運んでくれたのもメリルだったんだ」

「そ、そう……変な夢ね。じゃあ、私行くから」

　足早に部屋を出ていこうとするメリルの腕を摑つかむとその体を引き寄せた。顔が僕の胸に軽く当たった。

「な、なにすんのよ！」

　怒る彼女に顔を近づける。

「ひゃ！　ちょ、ちょっと……」

「いいから、少し黙って」

「いきなりそんな、こっちにも心の準備ってもんが……」

　何か呟つぶやいていたがだんだん声が小さくなった。やがて力を抜くと瞳ひとみを閉じた。

「メリル、ちゃんと目を開けて」

「え、でもこういう時って……」

「僕の左ひだり眼めをよく見てほしい、黒眼の周りを一周する感じで小さな数字が書いてある」

　僕が戦攻艇に乗って最初にしたことは手鏡で自分の眼を見ることだった。最初はよく見えなかったが、光を当てると黒眼の外側にランダムと思われる数字が書いてあった。

　もしこれがケセンの言った奴ど隷れいの識しき別べつコードだとしたら、僕がトゥーカッターという人から眼を奪ったというセリフに信しん憑ぴよう性せいが出てくる。僕が彼から力を奪ったというセリフもまた然しかりだ。たぶんそれらは一ヶ月前にアケト・キトラで起こったのだ。ケセンに追われていたときに見た夢が本当ならば、メリルが真実を知っているかもしれない。

「僕は自分の目玉にこんな数字を彫った覚えはない。メリル、もし何か知っているのなら教えてほしい」

　僕としては必死の問いかけだったのだがメリルは何も答えず、代わりに氷のような冷たい視線を返すと「……放して」と一言。

「あのう……メリルさん？」

「放しなさいって言ってるでしょ！」

　僕を突き飛ばすと乱れた服を整えた。なぜそんなヒステリックになっているんだ？

「あんた、目はちゃんと見えるのよね。じゃあ問題ないじゃない」

「問題あるよ！　知らないうちに目ん玉交換されてるってかなり気味悪いぞ！」

「たぶんあれよ、アケト・キトラで治療したときに移植したんじゃない？　あのときタリア人が沢山死んだから、潰つぶれたウルの眼球と合致するタリア人の眼球を入れたのよ」

　さすがにそれは強引すぎるだろう。

「高い戦闘能力が身に付いたのは？　怪我の治りが異常に早くなったのは？」

「元々あんたにはそういう能力があったのよ。大怪我したときに覚かく醒せいしたんでしょう」

「メチャクチャな理屈だな、今どきそんなご都合主義は子供だって信じない」

「なにがメチャクチャよ。この広い世界には色々な人がいるわ、現人神のティア様は動物と意志疎そ通つうできるっていうし、皇帝陛へい下かの親しん衛えい隊たい長ちようの雷神って人は片手で戦艦を握り潰せるほどの巨人だっていうじゃない」

　ティア様はともかく、雷神のほうは人間というレベルを超えていると思うが……。

「だからウルに特殊な能力があったとしても別に不思議じゃないわ」

　そう言って部屋を出ていこうとした。僕は急いで立ち上がりドアの前に立った。

「メリル、ウソついているだろう？」

「私がウソをついている？　なんのために？」

「たぶん……僕のために」

　困ったように視線を逸らしたメリル。

「ウ、ウソなんて……ついてないもん！」

「ついてる！」

「ついてないもん！」

「いや、ついてる！」

「ついてないもん！」

「あのう、すいません」

「メリルはウソをつくとき視線を逸らす、さっきも逸らした」

「ちがうもん！　なんとなく逸らしただけだもん！」

「メリルさんの用意してくれた着替えなんですが」

「それに語尾に『もん！』ってつけるときもウソをついてる」

「そんなことないもん！　本当のこと言ってるもん！」

「このブラ、私には少々きつくて……」

「「なんとおっしゃった？」」

　見ると廊下に下着姿のアビーが立っていた。正確にはオッパイが立っていた。いや、もっと正確に言うとブラのカップに収まりきらず溢あふれているオッパイが立っていた。

　もはやブラはワイヤーしか見えていない。

「それ私のヤツ！」

　メリルはアビーの手を取ると光の速さで女子部屋に消えた。

　メリルと大事な話をしていたのだが、とんでもない天然が登場したせいで中止になってしまった。オモリに金きん塊かいといい平然とオッパイ丸出しといい、これほど「浮うき世よ離ばなれ」という言葉がバッチリくる女の子もいないだろう。

　それにしても……凄すごい物を見せてもらった、ありがとうアビー。それと……メリルへのフォローも忘れずにしておかなければ。「大丈夫、僕は尻しり派だから」これでＯＫ。

　……いや、ダメだろう。むしろ触れないでおいてあげよう。

　梯はし子ごで下階へ降りた。操舵席には忙せわしなく手を動かしているシバヤスがいた。

「やっぱりデブはドラムだよな」

「演奏してねえよ、操舵してんだよ」












「それにしては忙しそうだな、直進だからハンドル握ってれば済むだろう？」

「レスポンスが良すぎてむしろ安定しないという矛む盾じゆん。単独操舵の仕様なのに腕が二本じゃ足りないくらい手順が多いんだ」

「自動操舵機能はないのか？」

「只ただ今いま捜索中。それよりウル、艇内は気に入ったか？」

「ああ、戦攻艇でこの広さは凄いな。まるで貴族の船みたいだ」

「そうだろう、そうだろう」

「居住性は申し分ないが、戦攻艇としての性能はどうなんだ？」

「駆く動どうは電気とディーゼルのハイブリッド仕様でマリンバイク並みの高速移動が可能、外装は強度・耐たい腐ふ食しよく性せいともに優れたチタニウム合金で覆われている」

「ほう、それは……凄いね！」

　正直よく分からないが、要するに速くて硬いってことだよな。

「それと……」と笑顔で天井を指差した。

「二連式百ミリカノン砲の威力はどうだった？　こいつ全方位対応なんだぜ」

「……子供の頃を思い出したよ」

　一瞬言うのを躊躇ためらったが、シバヤスなら分かってくれると思い言ってみた。

　シバヤスは「ああ」と声を漏らすと遠くを見た。

「まさにあの戦争で使われていたからな」










　一〇年前、エルアザル帝国は東方で領海を接するシェルター群、アントマル騎き士し団だん領りようの侵攻を受けた。そのとき帝国の最終防衛拠点となったのが僕とシバヤスの故郷シェルター・マサダだった。

　破竹の勢いで進軍を続けるアントマル騎士団は帝国の予想を超える速さでシェルター・マサダに到達、これを包囲した。帝国に非戦闘員を避ひ難なんさせる時間的猶ゆう予よはなかった。当時マサダで指揮を執とっていた皇帝ナウルの第一皇女イベリア姫は一計を案じ、僕やシバヤスのような子供たちだけを集めて最も安全で機き密みつ性せいの高い無む窓そう階かいへ避難させた。

「帝国の子らよ、アントマルの騎士どもはわらわが必ず追い払う。そうしたら迎えに来るゆえ、狭い空間で辛つらいだろうが少しの間辛しん抱ぼうするのじゃぞ」

　イベリア姫はそう言うと屈強な兵士たちを引き連れて戦場へ消えた。僕らは孤立した空間の中で戦争の音を聞いた。銃じゆう声せい、怒号や悲鳴……そしてカノン砲の音。

　数日後、シュぺーア伯はく爵しやくの機械化兵団及び皇帝ナウル直属の皇軍から成る連合艦隊がシェルター・マサダに到着しアントマル騎士団の艦隊を逆包囲したことで形勢は逆転、進路も退路も断たれたアントマル騎士団は必死に抵抗したが最終的には降伏、ここに東部戦役最大のシェルター防衛戦が終了した。

　無窓階のドアが開いたとき、僕らはイベリア姫が迎えに来てくれたのだと思った。しかしそこにいたのは衛生兵を従えた痩そう軀くの老人だった。鎧よろいも着けずただ群ぐん青じよう色いろのマントを巻いただけのその人は僕らのいる部屋を見て絶ぜつ句くしていた。

「生き残った領民はこの子供たちだけなのか？」

　隣にいた文官らしき男性が手に持った地図を見ながら難しそうな顔を返した。

「居住区画や行政区画、それと他の避難空間は完全に水没しているので……残念ですが」

　僕は立ち上がって老人に近づいた。

「ねえおじいちゃん」

　老人はしゃがみ込んで僕と目線を合わせた。

「なんだね坊や」

「姫様はどこへ行ったの？　僕らのことを迎えに来てくれるって言ったんだけど」

　僕の問いかけに老人は肩を落とした。

「そうか……イベリアはそんなことを申したのか……」

　そう言うと両手で顔を覆った。

「私は子を失い、この子たちは親を失った。我々がこの戦争で得るものは何もない」

　シェルター・マサダでの大敗にもかかわらずアントマル騎士団は再びエルアザル帝国侵攻を宣言する。しかしその直後、騎士団の盟主の一つであるシェルター・アジェンデの王子テオドロスと皇帝ナウルの第二皇女ソフィア姫との婚姻が発表されたことで侵攻は頓とん挫ざ。連れん携けいの崩れた騎士団は帝国に対し和平の申し入れを行うに至った。

　それによりアントマル騎士団領は自じ治ち権けんのみを有する帝国の属国となり、エルアザル帝国はセム人国家史上他に類を見ない大帝国となった。

　以後現在に至るまでの一〇年間、帝国は他国から干かん渉しようされることなく国パ内ツのク文ス化・、経エ済ルのア繁ザ栄ルを謳おう歌かしている。










「お二人とも深刻そうな顔をされてますね」

　振り向くと下階まで降りてきたアビーが心配そうに僕らを見ていた。アビーの背後にメリルもいる。なぜ背中ポジション？　さっきの件がよほど恥ずかしかったのかなあ。

「な、なによ……」

　アビーを盾にして僕らを警けい戒かいしているようだ。

「そうですよね、私を助けたせいでシャティヨン運送の皆さんは追われる身となってしまったのですから」

「いや、別にその話をしていたワケじゃないんだけど……」

「でも安心してください。アルバイムに着いたら皇帝ナウルにお願いしてペナルティを取り消してもらいます」

「それは助かる、僕らこの先もお尋ね者じゃあ色々大変だし」

「それとウル様、シバヤス様、メリル様、皆さんに大事なお話があります」

「お、やっと来たね」

　操作盤から手を離したシバヤスが大きく背伸びした。

「なんだシバ、アビーが何を話すか知ってるような口ぶりだな」

「そりゃあそうでしょ？　最初アビーが貝のように口を閉ざしていたのは事情を話すことによって僕らに危険が及ぶことを避けるためだった。しかし状況が変わった。俺おれたちはアビーをアルバイムまで送ると約束し、その結果彼女の追手と戦うこととなり、また、俺たちの顔と名前が帝国中に手配されるに至った」

「つまりアビーの危き惧ぐしていたことが実際に起こったということね」

　メリルがアビーの肩越しに顔を出して合いの手を入れた。

「そう、ならばもう何も隠す必要はない。むしろ情報を共有したほうが良い知恵も出るというものだ。だからアビー、話しておくれ。なぜ君は追われているのかな？　そして皇帝ナウルに会ったら何を話すのかな？」

「その前に、まずは私たちタリア人の置かれている状況からお話しさせてください」

　深刻な雰囲気を纏まとったアビーに皆が注目した。

「今、アミ教圏は内戦状態にあります」







「私たちタリア人の住む海域はセム人の海域よりも広大です。ですから同教であっても考え方や風習が異なるシェルターは多くあります。特に最南端の海域は交こう易えきが停てい滞たいしており、未開のまま放置されているシェルターが複数あるのですが、そこの住民は同じアミ教徒でも教義の解かい釈しやくは私たちとは大きく異なっています。

　反乱はそこから起こりました。彼らは南部シェルター群を統一して専制国家『イスマリク・タリア』を建国、単一国家によるタリア人シェルターの統一や奴隷制度の廃止を掲げシェルター連合に宣戦を布告したのです」

「タリア人を束ねるシェルター連合に反旗を翻ひるがえすなんて、すごいヤツもいたもんだな。首しゆ謀ぼう者しやは分かってるのかい？」

「はい、ヴィマル・サバンという人物です。彼は元々、聖せい都とサラフィウムでサラフ付きの医者をしていました。しかし数年前、仲間たちと南方へ旅立ったまま行方不明になっていたのです」

「アミ教圏が内戦状態なんて情報は初めて聞いたわ。それって最近起きたの？」

「いいえ、もう五年以上続いています。セム人に情報が流れなかったのは私たちサラフが海漠への渡航を禁じたからです。もし内戦の情報がセム人の知るところになれば枢すう機き院いんは漁夫の利を得ようと信徒の軍勢を派遣するでしょう。そうなるとシェルター連合は北から枢機院、南からイスマリクの攻撃を受けるという最悪の事態に直面します。それだけは絶対に避けなければなりませんでした」

　枢機院がその情報を聞いたら確かに喜ぶだろう、彼らは内戦で疲ひ弊へいしているタリア人シェルターへ侵攻してアミ教徒をイヴァヌス教徒へ改宗させる絵を描くし、各国の国王や領主も枢機院の甘い誘いに乗るに違いない。

　彼らはシェルターを多く所有したいと思っている。世界を覆う海は広大だけど人間の生活できるシェルターは数が限られているのだから。

「長引く内戦でシェルター連合の国力は疲弊し政治にも混乱が生じました。そんな中、イスマリクの軍勢は今なお北上を続けているのです。不利な戦局を打開するため私たちサラフの首長である大サラフは、海漠を超えて国境を接するエルアザル帝国へ援軍を要よう請せいするため特使を派遣したのです」

「ソレっておかしくね？」

　シバヤスが話の腰を折ってきた。

「民間レベルの交易はあったとしても帝国はアミ教圏と国交を持っていないのだから、いきなり援軍出してくれなんて言われても皇帝ナウルは拒否するに決まってるじゃん」

「表向きはそうです、しかし実際は違います。歴代の大サラフはエルアザル帝国との間で非公式の国交を持っていました。今上の大サラフに至っては青年期に身分を隠し帝国の修学院へ留学していたほどです、しかも皇帝ナウルは同窓生です」

　ほ、ほほう……なんか凄いこと聞いちゃった気がする。

「一〇年前の東部戦役の際、近隣から経済封ふう鎖さを受けた帝国へ物資を供給したのは大サラフの指示によるものです。その物資を使って皇帝ナウルはシェルター・マサダの逆包囲を成功させ、それが東部戦役での勝利に繋つながりました。ですから困こん窮きゆうしている現状を皇帝ナウルに伝えれば必ず救いの手を差し伸べてくれるはずです。しかし何度特使を派遣しても皇帝に会うことはできませんでした。彼らは帝国へ至る最中にイスマリクに発見され撃沈されてしまうのです。ようやく帝国内へ行けた使し節せつ団だんもアケト・キトラでイスマリクに殺されてしまいました。それがちょうど一ヶ月前の話です」

「なるほどアケト・キトラの一件はそれが原因か」

　シバヤスは何度か納なつ得とくするように頷うなずいた。

「ウル様がその時大怪我をされたとメリル様から聞きました。大変申し訳ないことをしたと思っています」

「気にしないでいいのよ、アビーの責任ではないし、結局のところ五体満足なんだから」

　メリルが答えた。それってたぶん僕のセリフだと思うんだけど……。

「で、アビーが帝国に来た理由はなんだい？」

「もちろん先の特使と目的は一緒、つまり援軍の要請です」

　シバヤスの質問にアビーはさも当然と言った口調で答えた。

「使節団は通常護衛を伴っているが、今回はたった一人で海漠を越えてきたワケだ」

「それは……護衛に人を割けるほどの余裕がなかったのです」

　アビーの表情が曇った。彼女はとても良い子なんだと思った。ウソもつけない程に。

「そ、それでは私はこれで失礼します、少し眠くなってきましたので」

　僕らの「今のセリフはウソだろう」という視線を感じたのか、そう言ってそそくさと上階へ上がっていった。

「シバ、さっきの質問なんだけど。どういう意味？」

「僕も気になったんだ、やっぱりメリルも……ん？」

　オッパイが大きくなってる！

　今までアビーの背中に隠れていて分からなかったが、明らかに胸に何か詰めている、そして寄せて上げている。あまつさえ胸元を少し開けて谷間を強調している。

「ど、どこ見てんのよ！」

「どこって……そりゃ見るだろう」

「勘かん違ちがいしないでよね、デフォルトよ」

　いや、それはカスタムメイドだ。

「あくまで俺の仮説だけどさ」

　と、操舵中のシバヤスが呟くと、さらに続けた。

「アビーが受けた本来の指示は遠くのシェルターへの避難だったんじゃないかな」

「避難……なんでそう思うの？」

「援軍の要請なら軍人が同行しなきゃ具体的な説明ができないだろう。それにアビーはまだ未成年だ、あんな子を外交の当事者にするというのはどうもおかしい」

「でもそれはアビーの言ったように人手が足りないってことじゃないか」

「そうかな、その点に関して俺はこう仮説を立てたんだが」

　今まで操舵しながら話していたシバヤスが後方の僕らを見た。途端に鋭くなった眼光で大きく叫んだ。

「オッパイが大きくなってる！」

「い、いいから早く話を進めなさい！」

「その点はシバ、あとで思う存分弄ってくれていいから話を進めてくれ」

「パイオツカイデー」

「「分かったから！」」

　不満を露あらわにしながらも、コホンと咳せき払ばらいをしてからシバヤスが持論を展開した。

「おそらくアケト・キトラで全滅した使節団が最後の援軍要請だった。だから規模も大きく精せい鋭えいを揃そろえた、ゆえにアケト・キトラまで行けた。しかしアルバイムまでは辿たどり着つけず全滅した。その時点でシェルター連合は帝国への援軍要請を諦あきらめた」

「それだとアビーの行動の説明がつかないが？」

「内戦はイスマリク・タリア優勢に進んでいるらしい。最悪の事態を想定して他のサラフたちがアビーに僻へき地ちのシェルターへの避難指示を出した。指示通り聖都サラフィウムを出た彼女だったけど避難なんてする気はなかった。何か自分にできることがないかと考え、出た結論は海漠を渡って帝国に再びの援軍要請を依頼することだった。というのが俺の仮説なんだが」

「ってことは、援軍要請自体アビーの独断ってことか」

「ちょっと待って、なぜアビーにだけ避難指示が出るのよ？」

「俺、思うんだけどさ。サラフっていったらタリア人から拝まれる指導者だろ？　でもアビーは指導者ってよりも、どっちかっていうとお姫様な感じがするんだよ。もしかしたら彼女はサラフの中でも特別な存在なんじゃないかな。まあ、それすら俺の勝手な想像なんだけど」

　僕らはアビーのいる上階を見た。おっとりしてる天然の少女が強い決意を持って一人異海へやってきた。一見矛盾するようだけど、どこかシックリくるのが不思議だった。










　数時間の仮眠から覚めた僕はボサボサの髪を掻かきながら下階へ降りた。

「シバ、交替の時間だぞ」

　シバヤスはオッと声を弾ませるとこちらを見た。

「操舵方法は輸送艇と同じに設定してあるから心配無用、だが脇にあるコンソールとダイヤルには触れるな、どうでもいいところまでマニュアルにしたくないだろ？」

　操舵席を立ったシバヤスに代わって席に着いた。深く腰かけハンドルを握ってみる。

「どうだ？」

「うん、いいね。しっくりくる」

　早速前進してみた、加速重力が体に心地よい。

「キャノピーは幅一八〇度に展開してるし四方のライトは照度抜群。これなら夜間でも不安はあるまい」

「ああ、何かあっても回避する余裕はあると思う。それにしても夜中の操舵はつまらないな。昼間なら海漠が遠くまで見渡せるし、たまに魚群が見れて飽きないんだけど」

「その辺は仕事と割り切れよ。んじゃ、俺はメリルのシャワー覗いたら寝るわ」

　シバヤスはそう言い残し上階へ向かった。特に突っ込まなかった。

「……さてと」

　そう呟いて正面を見据えた。その先にあるのは真っ暗な世界。操舵室も照明を落としているため計器のみがぼんやり映る薄暗い空間となっている。耳を澄ますと戦攻艇の静かな駆動音だけが聞こえた。










「ご一緒してよろしいですか？」

　急に声が降ってきてビクッと体を起こす、見るとアビーが横にいた。

「……ああ、どうぞどうぞ」

　寝ていたワケじゃないけど、かなりボーっとしていたのは確かだ。時計を見ると操舵を交代してから結構な時間が経たっていた。

「大丈夫ですか？　魂たましいが抜けたみたいになっていましたが」

　アビーは隣の席に座りながら心配そうに尋ねてきた。

「うん、闇やみに溶けそうになっていたんだ。アビーに話しかけてもらえなかったら今頃僕の体は消滅していたよ。なんて……」

「やはりそうでしたか、危ないところでした」

　どうしよう……ボケたつもりが乗ってこられちゃったよ。

「アミ教の教えでは人間の体は闇から生まれたとされています。ですから人間の体は闇に惹ひきつけられるのです。ウル様、気をつけてくださいね」

「……はい。気をつけます」

　弁明とか面倒だからこのままで……むしろ気晴らしにちょっと乗ってみよう。

「じゃあ人は死んだら闇に帰るのかな。闇から生まれたものは闇に帰るってことで」

「肉体はそうです、しかし魂は違います。魂だけは光から生まれました、肉体は死して闇に帰ったとしても魂は生き続け新たな肉体を宿主にして闇から生まれ直すのです。魂はその輪りん廻ねを幾度も繰り返してやっと楽らく土どへ辿り着くことができます」

「楽土ってシェルター・ヘブンみたいな所かな？」

　しばらくの沈黙、そうか、アビーはイヴァヌス教を知らないから答えられないよな。

「ごめん、変な質問だったね」

「いいえ、むしろ深い質問です。幼少の頃、同じような話を歴史学の先生から聞かされたことがあります。アミ教が教える楽土とイヴァヌス教が教えるシェルター・ヘブンは元は同一であったと、それが長い時間を経へて異なる形で伝わったのだと」

「元は同一ってことは、古代の人々は魂の安あん寧ねい地ちを見つけてたってこと？」

「ええ、その場所はこの世界の何ど処こかに地理的に存在していて古代の人々はその存在に気づいていた。しかし辿り着くことはできなかった。その地への憧あこがれを捨てきれなかった彼らは来世や魂といった概がい念ねんを持ち出すことでその地への到達を夢見た。そしてその思いが宗教という形になって今なお存在している」

「二つの宗教は源流を同じくするってことか、なんか凄い発想だね」

「ウル様はこの世界のありようをどう思いますか？」

　いきなり壮大な質問が来たぞ。どう思いますかって聞かれても……僕が生まれた頃から世界はこうだったワケで、それを改めて客きやつ観かん的てきに考えたことなどない。

「ええっと、そうだな……」

　僕が世界に対して思っていること、当たり前すぎて無意識の中に閉じ込めている世界に対する感想というと……。

「閉へい塞そく感かんが漂ってる、と思う」

「そうです、その思いは民族を問わず共通しています。人は海中で生きることができません、限られた酸素空間、つまりシェルターのみが私たちに与えられた生活の場所なのです。しかしその場所も戦争や老ろう朽きゆう化かで減少を続けている」

　僕らのいたシェルター・ルシアがいい例だ。あそこは遠からず放棄されるだろう、そして人が生存できる空間が一つ消滅する。

「ヴィマルが南方へ旅立った理由は楽土発見の手がかりを探すことでした」

　ヴィマルって？　……そうだ、ヴィマル・サバン。シェルター連合に宣せん戦せん布ふ告こくしたイスマリク・タリアの王のことだっけ。

「彼は歴史の資料や土着の口こう述じゆつ伝でん承しようを研究した結果、世界最南端の海域に楽土への入り口『シェルター・グノーシス』があると主張したのです。サラフたちは最初彼の渡航を認めませんでした、サラフ付きの名医に危険な旅をさせたくなかったのです。しかし彼は食い下がりサラフたちにこう言ったそうです。




　私は人を救いたいのです。




　サラフは人の真意を見抜きます。彼の言葉に偽いつわりがないことは明白でした。だから彼の渡航を許可しました。水先案内人として歴史学の先生も、それに護衛として当時の親衛隊長も彼に同伴しました。彼らはみな職務に忠実で信用に足る者たちでした」

　言葉が途切れた。視界の端に彼女を見ると俯うつむいていてどこか憂うれいを帯びていた。

「本当に良い人たちだったのです、幼少の私にも温かく接してくれて多くのことを教えてくれました。しかし今、彼らは自分たちの国をつくりタリア人シェルターの独立を脅おびやかしています。人間を救いたいと言った言葉にウソはなかったはずなのに、どうして争いを始めたのでしょう。私にはそれが分からないのです」

「未開のシェルター群で指揮を執っているうちに野心が芽生えたんじゃないかな。男はみんな心の何処かに支配欲があるんだよ、ヴィマルだって医者の前に一人の男だから」

「そうでしょうか……本当にそれだけなのでしょうか」

　なんとなくアビーの気持ちが分かってきた。彼女は不安なんだ、その原因は内戦でもヴィマルの裏切りでもない。

　それは「自分は間違っているのではないか？」という不安だ。もっと拡大していうとサラフという存在、それにシェルター連合という存在が実は人類の救済にとっては間違った形であり、ヴィマルはそれを是ぜ正せいするために戦争を起こしているのではないか、つまりヴィマルはシェルター・グノーシスへ到達し、そしてそこで人類を楽土へ導くための方策を得た。戦争を起こしているのはその実践ではないかと思っているんだ。

「タリア人のことはよく知らないけれど、アミ教とサラフたちのおかげで彼らは今まで内紛を起こさないでこられたんだ。だったらそれらは紛れもなくタリア人という民族にとって必要な存在だったってことなんじゃないのかな」

「……ウル様」

「戦っている同胞のためにも気持ちを強く持とう、弱気になってはいけない」

「そうですよね、私がこんなんじゃ前線で戦っている方々に申し訳が立たないですものね。私も自分が今できることを一生懸命やらないと」

　アビーは僕に向かって微笑ほほえんだ。

「ウル様、ありがとうございます」

　優しい笑みにドキリとした。急いで前に向きなおり別の話題を探した。

「と、ところでアビー」

「はい、なんでしょう」

「君の持っている……というか、サラフの持っている能力のことなんだけど」

「飛ヒ戒カイの力のことですね」

「それって具体的にどんなことができるの？」

「力の種類はサラフによって違うのですが、ちなみに私の力は『ユイアミ』と言って『意識共有』とか『空間において自由な発はつ露ろ』などと表現されてます、単純に言うと他者の思念を波として捉とらえたり、また自分の思考を波として他者へ伝でん播ぱできる能力です」

「ごめん、単純に言われてもサッパリわからない」

「ええっとですね……一言で言うと人の頭の中を覗けるという感じでしょうか」

「なにそれ？　そんなことできるの？」

「じゃあ実際にやってみましょう、これからウル様の頭の中を覗いて何を考えているのか当ててみますね」

　アビーはこめかみに指を当てると目を閉じた。

「それは待った！」

　アビーそれはいけない！　暗い空間で女の子と二人っきりでいる男性の頭の中を覗いてはいけないよ！　そうでなくてもさっき君のナマ乳見たばかりなんだから。

「あれ？　おかしいですね、なにも感じない」

　当然だ、瞬時に自分の中にある煩ぼん悩のうを取り除いて無心となったのだから。

　アビーは席を立ち操舵席に座る僕の横に来た。

「な、なにを……」

「ちょっと失礼します」

　そう言って僕の頭に自分の頭をくっつけた。

「こうすれば多分分かるはず」

　グゥ……美少女ド接近か。しかし僕の到達した無心の境地はそう易やす々やすとは崩せない。

　んん？　肘ひじになにやらぷにゅっと柔らかい感覚が……。

　ってこれ、オパ～～～～～～イ！

　しかもグイグイ押しつけてくる。

「変ですねえ、普通なら感じるはずなのですが……」

　充分感じてございます……ってイカン！　邪よこしまな感情がアビーの発言を下品な表現に変えようとしている。

「もっと感度を上げて……」

　アビーは天然なんだよな、単なる天然なんだよな……わざとやってるんじゃないよな。

「……感じてきました」

「僕も感じてきました、すいません」

「これは……恐怖？」

　恐怖？　なにそれ？

　スクっと立ち上がったアビーがキャノピーに近づいて周囲をキョロキョロと見渡している。真っ暗だった海中が明るさを取り戻していた。薄い光のカーテンが海中に揺らめいて透明な青い世界へ変わりつつあった。夜が明け始めたんだ。

「感度を上げたら検索空間も広がっちゃって、そうしたら何かに追われて恐怖する人の心を捉えたのです。どうしましょう、助けを求めています」

「何に追われてるんだろう？」

「そこまでは分かりませんが、方向は多分あっちです」

　指差した先には急きゆう勾こう配ばいの畝うねが見える、あの向こう側ってことか。

「ウル様」

「分かってるよ、見に行ってみよう」

　畝へ向かって進路を変えると召集ベルを鳴らした。

「すいません、私だけでもお荷物なのに」

「いいんだ、でもヤバそうなら干渉しないからね」

「……はい」

　アビーは襲われているのが同胞なのではないかと心配しているんだろう。最後に派遣された使節団がアケト・キトラで襲われたように、次に自分が海中で襲われたように。

「朝っぱらから召集ベル鳴らさないでよ！　身だしなみとかできないし！」

　手て櫛ぐしで髪を押さえながらメリルが下階に下りてきた。

「ごめん、少し寄り道するよ」

「寄り道って、私たちそんな悠ゆう長ちようなことしてる身分じゃないでしょ！」

「あの畝の向こう側で助けを求めている人がいるんだ。もしかしたらアビーの仲間かもしれない、だったら助けてあげないと」

「断固反対！　ただでさえ危ない旅してるのに、なんでそんなことに頭突っ込むの！」

「朝っぱらから召集ベル鳴らすなよ！　身だしなみとかできねえだろ！」

　ずり落ちたデカパンを引っ張り上げながらシバヤスが下階に下りてきた。

「シバヤス、操舵交代してくれ。お前のほうが上手だろ」

「俺には状況の説明はナシ？」

「シバも言ってやって、ウルったら勝手にキナ臭い方へ進路変えてんのよ」

「お、いいね。戦争賛成！」

「シバ、あんたまで……」

「大丈夫だよメリル、この戦攻艇は強化装そう甲こう、そう簡単にやられはしない」

　僕の代わりに操舵席に着いたシバヤスは計器を弄って自分用にカスタマイズを始めた。

「じゃあ、私は砲手をやります」

「お、アビー砲撃できんの？」

「シバヤス様から基本は教わりました。シェルター・ルシアでウル様の追手を足止めしたのは私ですよ。それにこれ自動装そう塡てんなんで非力な私でも撃てるんです」

「アビー結構いい筋してるぜ」

「ウフフ……シバヤス様に褒ほめられました」

　アビーは上じよう機き嫌げんで機首天井に突き出ている砲塔銃座に腰を下ろした。

「みんな待ちなさいって！　シャティヨン運送の社長は私なのよ、言うことを聞きなさい！」

　メリルがヒステリックになっている、しょうがないなあ……奥の手を出すか。

「なあ、メリル」

　怒鳴り散らしているメリルの正面に立った。まずは彼女の頭をやさしく撫なでる。

「はぅ……な、なにすんの……」

「メリルは社長なんだから一番偉いのはみんな知っているよ」

「当然じゃない、そんなこと……」

　ドギマギしながらも素直に頭を撫でられている、よし、上う手まくいきそうだ。

「だからこれは社長へのお願いなんだ。どうだろう、この先に困っている人がいる。僕らはその人を助けたいと思っている。でも社長の許可なしには僕らは動けない。なぜなら僕らはシャティヨン運送の従業員だから」

「私の許可なしには動けない……」

　メリルが自問気味に反はん芻すうしている。

「そうだ動けない、だよなシバ！」

「ソウダヨ！　メリルノ許可ナシニハ全然動ケナイヨ！」

　シバヤス、棒読み過ぎるぞ。

「そしてそのルールは乗客すら拘こう束そくする、だよなアビー」

「そうです、私もメリル様の許可がなければ何もできません」

　そう言いながらペダルで砲塔を左右に振った。天然も時には空気を読むらしい。

「だからお願いだ、人助けの許可を出してくれ！」

「人助けの許可……」

　よしよし、僕の言葉が刷り込まれてるぞ。あとひと押しだな。

「決断力のある女性ってボク大好き！」




「今回だけは許可します」




「喜べみんな、社長の許可が出た！」

「おう！　もうすぐ畝を越えるぞ」

「動く敵だって当ててみせます！」

「あ、あれ……私なんで許可したんだろう？」

　さて、僕も自分のできることをやろう。

「シバ、僕にできることは？」

「ウルは水中服に着替えとけ」

「わかった……ん？　……なんで？」

「白兵戦用」

「……僕だけ外で戦うの？」

　畝を越えた途端視界が開けた、目の前に現れたのは見たことのない外装の戦攻艇。

「イスマリクの戦攻艇です！」

「ということは……アビーの敵じゃん！」

「様子がおかしい、外がい殻かくに何か巻きついてないか？」

　よく見ると光沢のある鱗うろこで覆われた大きな縄なわのようなものが戦攻艇に幾いく重えにも巻きついている。あれは多分、というか確実に……。

「ウル、あれは何？　海蛇？」

「いいやメリル、そんなかわいいモノじゃない」

　シェルター間の往来を阻そ害がいする外的要因は多数存在する。戦争や海賊、海底火山の噴火、突発的な水流の変化等々。その中で極めて強力な阻害要因を挙げるとするなら、それは海かい獣じゆうの存在だ。ヤツらは皆巨大で獰どう猛もうで狡こう猾かつだ。だからヤツらと遭そう遇ぐうした場合の対処方法は一つだけ、とにかく逃げる。

「あれは海獣の一種。双頭の大蛇、ナーガだよ」

「あれが……海獣……」

　ナーガはその長い体を戦攻艇に巻きつけ、頭部は外殻を破って船内に突っ込んでいる。

「何をしているの？」

「ナーガはああやって人を捕食するんだ」

「え？　ええええ！」

　メリルの顔が見る見る青ざめてゆく。僕らの戦攻艇が高性能だとしてもナーガと戦って勝てるかどうかは疑問だ。それに、もし勝ったとしても助けるのがイスマリクの軍人ならば再び戦いになる可能性がある。ならばさっさと逃げるのが得策だ。

「シバ、幸いナーガは食事に夢中だ。今のうち離脱しよう」

　旋回を始めたときナーガの頭の一つがニョキッと姿を現しこちらを見た。船内に突っ込んでいた頭は一つだけだったんだ。一頭が僕らを威い嚇かくするように口を開けるともう片方も戦攻艇から抜けて僕らを見た。

「こ、ここ……こっちを睨にらんでるわよ」

　ナーガは戦攻艇から離れると、こっちへ向かいクネクネと文字通り蛇行してきた。

「遅いぞシバ、追いつかれる！」

「遅いんじゃねえよ！　あっちが速いんだよ！」

「ど、どどどうしよう……食べられちゃう」

「アビー、ナーガは捉えたかい？」

「はい、照準合いました。カノン砲発射します！」

　ドドン！　と艇内に破撃音が響いた。

「やりました！　頭にヒットです！」

　覗き窓から見ると頭の一つが煙幕の尾を引いて仰のけ反ぞっていた。脳天が巨大な花のように弾はじけている。その後ゆっくりと項うな垂だれた頭はそのまま動かなくなった。が、ナーガ自体は止まらずに近づいてくる。他方の頭が体を牽けん引いんしているんだ。

「アビー、もう一発頼む！」

「装塡まで少し時間がかかります」

「ウ、ウル……ねえウル……」

「メリル、少し黙ってて！」

「へ、へへ……並走してる」

　メリルの指さす方向、側面キャノピーの先に見えたのは鱗で覆われた巨大な壁と、その裂け目から覗いている感情のない眼、これは……ナーガの顔だ。

「クソ、もうここまで来たのか」

「装塡完了です」

「よしアビー、とどめを刺してくれ」

　突然艇内が大きく揺れた、立っていられず床に倒れこむ僕とメリル。次の瞬間艇内のあちこちからギシギシと何かが軋きしむ音が聞こえ始めた。

　ナーガが戦攻艇に巻きついたんだ。

「ウル様！　砲塔を押さえられてしまいました。砲身がソッポ向いたまま動きません」

　どうする？　どうすればいい？　このまま何もしなければナーガは戦攻艇の外殻を破り始める。もし外殻が破られたら僕らはナーガの餌えさになってしまう。仮にナーガをなんらかの方法で倒したとしても穴の開いた戦攻艇じゃその後の航海が不可能だ。この広大な海漠でポツンと取り残されてしまう。

　つまり今動かねば取り返しのつかないことになる。

　倉庫へ向かった。武器庫からライフルを取り出すと脇にある長剣を背負った。

「シバ、白兵戦行ってくる」

「頼む、なんとかしてくれ」

　上階へ上がるとメリルがいた。かなり動揺しているらしく視線が定まっていない。

「メリル、どうしたの？」

　彼女は無言のまま僕に向かって体当たりをかますと胸に顔を埋うずめた。

「お、おい何してんのさ！」

　周囲で不気味な音が鳴っている、ナーガに圧迫されて戦攻艇が軋んでいるんだ。こんな所で立ち止まっている場合じゃない。

「メリル、頼むから放してくれ」

「あんな化け物と戦ったって勝てるワケないよ」

　僕を見上げたメリル、瞳がウルウルしている。

「ねえウル……キスして」

　なんで？　……パニクり過ぎて頭がおかしくなったのか？

「私たちみんなここで死ぬのよ！　だからキスしてよ！」

「落ち着こうメリル、とりあえず落ち着こう」

「私まだ誰だれとも付き合ったことないのよ！　そんなんで死ねるワケないじゃない！　だからウル、私にキスして。そして好きだって言って」

「まだ死ぬとは決まってないから」

「そうすれば私は誰かに愛される気持ちを経験して死ねる、自分の人生にも少しは納得ができるから。ウソでもいいの、その辺はメンタル面でなんとか克服してみせる」

　姫社長は土ど壇たん場ばで腰が砕けるからいただけない。しょうがない、ここはある程度メリルの気持ちを酌くんであげないと解放してくれないだろう。僕はそっとメリルの顔に手を添えると彼女のツルンとしたデコにキスした。

「今はここまで」

「なんでよ、ちゃんとしなさいよ」

　メリルは充血した目で口を尖とがらせている。

「男性は好きな女性を守るために戦うもの、違うかい？」

「そうだと……思う」

「じゃあこの手を放してくれ、僕はメリルのために戦うんだから」

　ハッと瞳を輝かせたメリル、その隙すきに彼女の両手を優しく解いた。

「そ、そんな言い方ズルいよ、もっと直接的なセリフを期待してるんだから」

「じゃあ続きは戻ってからだ」

「……わかった、でもね」

「なんだいメリル」

「言ったからには必ず戻ってきなさいよ、これは社長命令だからね！」

　怒鳴り声を背に受けながら、僕は除水室へ向かった。










『ウル、無線の調子はどうだ？』

「うん、良好だ」

『で、外はどうなっている？』

「どうなってるって……グルグル巻きになっている」

　運よくハッチは開いたが、戦攻艇に食い込み始めているナーガの巨体をどうやって引ひき剝はがせばいいのか……全く分からない。

　うーん、とにかく撃ってみよう。

　パン！　カキン！

　ダメだ、至近距離から撃っているのに鎧のような鱗が弾丸を跳ね返してしまう。

　それにしても……この鱗というヤツはなんとも上手くできている。硬こう質しつの小片を重ね合わせることで外部からの攻撃を防御し、かつ機動性も確保しているんだから。どう進化したらこんな見事な体を手に入れることができるのだろう。

　うん？　待てよ……重ね合わせているということは鱗と鱗の間にはある程度の隙間があるはずだ、そしてその奥には柔らかな皮膚が隠れている。

　これは試してみる価値があるのでは？　さっそく鱗に手を掛けると思いっきり引っ張ってみた。すると思いのほかすんなり隙間ができた。しめしめ、ではこの隙間に銃口を突っ込んでっと……

　パン！

　ビクン！　とナーガの体が震えた。効いているぞ！　もちろん致ち命めい傷しようってワケじゃない。人間の体に例えるならマチ針を刺された程度だろう、でも痛いことに変わりはない。それに攻撃を続ければやがて大きな傷になる。

　パン！　パン！　パン！

『ナーガが苦しんでる！　どうやったか知らんがもっとやれ！』

　シバヤスの嬉き々きとした声が聞こえた。言われなくてもやってやる。

　さあ、早く戦攻艇から離れろ、そうしないともっと鉛なまりをお見舞いするぞ。そう調子に乗って発砲していた僕の背筋に冷たいものが走った。

　反射的に振り返ると大きく開いたナーガの口が目の前にあった。

　咄とつ嗟さに脇に飛ぶ。ナーガは自身の体に頭をぶつけて戦攻艇ごと押し下げた。僕の体は海中に放り出され制御不能の状態。

　落ち着け僕よ、こういう時はハーネスを握って……って、ハーネス忘れてた！

　海中でジタバタしている僕に向き直ったナーガが再び口を開き迫ってきた。

　ダメだ……回避しようにも足場がない……。

　無む秩ちつ序じよに生えた大量の牙きばが眼前に来たとき、ドドンっという聞き覚えのある連射音が聞こえた。瞬間、ナーガの側頭部が弾け飛んだ。勢いで僕の体も跳ね飛ばされクルクルと回転しながらあらぬ方向へ飛んでゆく。

『ウル様！　大丈夫ですか！』

「大丈夫だけど……ちょっと酔いそう」

『さっきの衝撃でナーガの体がズレて砲塔が動くようになったのです』

　そんな意図はなかったが、まあ結果オーライだな。

『凄いぞウル！　海獣に勝った！』

　シバヤスが歓喜している。悪戦苦闘の末、やっと体勢を回復できた。呼吸を整えると戦攻艇へ向かって泳ぎ始める。

『ウル、聞こえる？』

　メリルだ、さっきまでの狂気染みた雰囲気から一変して優しい声になっている。

「ああ、聞こえるよ」

『凄いね、海獣を倒しちゃうんだもの』

「アビーが倒したんだ、僕は逃げてただけさ」

『それでも凄いよ』

「そうか、ありがとう」

『早く戻ってきて、社長命令よ』

「うん」と軽く返事をする。戦攻艇に近づくとキャノピーに立っているメリルが見えた。

　僕に向かって手を挙げて小さく左右に振っている。

　そうだ、いつもそうだった。遠くのシェルターへ行っては荷物を届けたり、預かったりして最後にはメリルのもとへ帰る。帰る場所はシャティヨン運送、でも頭に浮かぶのはメリルの顔、僕の帰る場所はメリルの傍そばだと無意識のうちに思っているんだ。状況は違うがそれは今も変わらない、僕はまた彼女のもとへ帰る。

　その時、戦攻艇の外殻を細長い影が走った、つられて上を見るとそこには弓形にしなったナーガの尾があった。どうして？　ナーガはカノン砲の直撃を受けて死んだはず。

　振り向いてナーガの頭を見た。左側頭部がゴッソリ削そがれている、こんな状態で生きているワケが……いや待て少し動いている、そしてこっちを見ている。

　ということは、あの弓形にしなった尾は……。

「シバ！　そこから離脱しろ！」

　言い終えたと同時だった。ナーガは鞭むちを振るうように自らの尾を戦攻艇に叩きつけた。戦攻艇は弾き飛ばされ海底の畝に衝突すると大きな煙泡を上げた。

『今の衝撃なんだよ！　操舵利きかなくなった！』

　戦攻艇が海底へ落ち始めた、その先には海かい溝こうが広がっている。マズい、下降流に捕まったんだ。あの海流に捕まると海溝の底まで流されてしまう。

「早く戦攻艇から出ろ！　海溝に飲まれるぞ！」

『ダメだ、上部が歪ゆがんでてハッチが開かない』

「どっか壊してとにかく脱出しろ！」

『駆動部さえ回復させれば大丈夫、まだだ、まだやれる』

「そんなに執しゆう着ちやくするな！　戦攻艇なんてまた買えるから」

『シバたいへん！　アビーが……』

『ああ……なんてこった、すごい血が……これは……』

「アビーがどうしたって？　おいシバ答えろ！」

　無線が途切れた、戦攻艇も海溝の闇に消えた。

「誰でもいいから応えてくれ！」

　海溝が一瞬光った、しばらくして大きな煙泡が大量に上ってきた。爆発が起きたんだ。

　ってことは、みんな……死んだ……のか？

　こんなのってない……僕は認めない、だってまだ全部途中じゃないか、アビーはアルバイムまで行ってないし、メリルは新しい店舗を見つけていない。シバヤスだって「ダイエットする」と宣言して始めてもいないじゃないか。

　正面を見た。ナーガがいた。一息で僕を飲み込めるほど近い距離にいた。顔の左半分を失っても感情のない右目は痛みを表現することなく僕を見み据すえている。

　恐怖は感じなかった、それに怒りも感じない。じゃあこの感覚はなんだろう？　何もないという感覚、多分これは喪そう失しつ感かんというやつだろう。

　帰る場所がない、居場所がない、近しい人ももういない。どうしよう、僕はこれからどうして生きてゆけばいいんだ……。

　ナーガがゆっくりと口を開けた、ジグザグに生えた牙が近づいてきた。

　僕は笑みを浮かべていた。

「腹が立っているのか、それとも腹が減っているのか知らないが、僕を食べて満足するならそうすればいいさ」

　そう呟いた。僕は死を受け入れていた、むしろ望んでいた。居場所のない世界、守るもののない世界に生きる価値なんてないと思ったから。

　ナーガの口内が見えた、あとはパクリとやって終わり。

　最後の瞬間を覚悟して目を閉じた。死んだらシェルター・ヘブンに行けるかな？　そこにはメリルやシバもいてくれるだろうか？

　いてくれたら嬉うれしいなあ……。










　耳を劈つんざくような激しい衝突音が響いて、反射的に目を開けた。

　なんでこんなものが目の前にあるんだ？

　そこにあったのは見事に均きん整せいの取れた女性のお尻。肉の付き具合から太ももに向かうラインまで完璧な理想のお尻。

　そうか、僕の走そう馬ま灯とうは女性のお尻か……なるほど、いいチョイスだ。

「何をしているのですか！　あなた死ぬ気!?」

　初めて聞いた声にビクッと我に返り現状を見渡す、前にはマリンバイクに立ち乗りしている女性の姿があった。体に密着した黒いウェットスーツを身に着けフルフェイスのヘルメットを被かぶっている。

　この格好は……ケセン・エラーと同じだ……。

　が、ケセンではない。声が違うし、何より目の前の女性はヘルメットから長い金髪が自身の身長くらいまで伸びている。でも衣装が同じということは彼女もイスマリクの軍人だろう。彼女は長い巻貝のような槍やりを縦に構えてナーガと正面からぶつかっていた。ナーガが首を大きく振ると彼女はその動きに合わせるようにペダルを踏んでナーガの前進を阻んでいる。

「リアシートにお乗りなさい！」

「え……っと、どなたですか？」

「早く乗りなさい!!」

　言われるままにバイクの後部に腰を下ろした。

「私の体にしっかり摑まって」

　ちょっと緊張しながら彼女の腰に手を回した途端、バイクが急旋回した。

「さあ、逃げますわよ！」

　バイクは猛スピードでナーガから離れてゆく。ナーガも負けじと体をクネらせながらバイクを追ってきた。加速するごとに水との摩ま擦さつが体を圧迫する、僕は必死に彼女の背中に張りついた。

「ヤバいですわね」

　振り返るとナーガがどんどん追いついてきていた。確かにヤバい。

「やっぱり降ります」

「何を言ってるのですか？　そんなことしたらナーガの餌になるでしょう！」

「でもこのままだと追いつかれてしまう、僕が降りれば軽くなって逃げ切れます」

「優しい人なのですね、しかし心配は無用です。前を御ご覧らんなさい」

　促うながされて前を向くと横一列に配置された複数の何かがこちらにやってくるのが見えた。あれは、バイク部隊だ。

「なんとか間に合いましたわ」

　部隊は僕らと交差するとナーガを囲んで攻撃を始めた。

「近づき過ぎないよう注意しなさい、常に動いて標的を固定させないように！」

　バイク部隊は全員ナーガとの間に一定の距離を保ちながらライフルやグレネードで攻撃している。ナーガが特定の兵士を追いかけると他の兵士が囮おとりになって注意を逸らす。

「見事なチームワークでしょう？」

　やがてナーガの動きは鈍くなり、最後には完全に動かなくなった。彼女はバイクを進めナーガの前まで移動した。ナーガの体は傷だらけでだらしなく口を開けたままの状態。

「これでもう大丈夫です」

　彼女は後部座席にいる僕を見た。

「旗き艦かんに戻りましょう。あなたにも同行してもらいます」

　その時、彼女の向こうにナーガを見た。尖った牙がこちらに向かって急速に接近している。まだ死んでない！

「あぶない！」

「？」って感じの顔をした彼女が前を見て「きゃ！」と絶句した。さっきまでのお姉さま声とは違うかわいい声だった。

　僕はシートの上に立つと背負っていた剣を抜いて彼女の前に跳んだ。そして迫ってきたナーガの上あごに向けて剣を突き刺した。頭を激しく振って僕をふるい落とそうとするナーガ。僕は放り投げられないよう必死に柄つかにしがみついた。

　バイク部隊の再攻撃でナーガの動きが一瞬止まった。今がチャンスと剣を抜き、口内のもっと奥、喉のどまで進んで再び剣を突き上げた。ナーガの体が激しく痙けい攣れんしている。

　もっと深くまで突き刺してやる、力を込めて剣を押し込んだ。

「うりゃ――――！」

　傷口から血が大量に溢れ出てきた。断だん末まつ魔まの叫びを上げてナーガの体がビクンと大きく跳ねると動かなくなった。脈打ちながら流れ出ていた血も止まっている。

　今度こそ完全に死んだ。ナーガの口から顔を出すとバイクに乗った彼女が前にいた。

「助けたのがあなたで良かったですわ」

　そう言って僕に手を伸ばした。

「私の名前はシャクティ・マハパトラ。あなたの名は？」

「僕は、えーっと……」

　ケセンは僕の名前を知っている。ならば彼女から僕の名前がイスマリクへ流れている可能性がある。ここは偽ぎ名めいで通そう。

「シバヤスです！」

　シャクティの手を握りながら、そう答えた。
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　今から半世紀前、シェルター・ゼルの偉大な歴史家ホメオトスはその研究著書『歴史』の中で以下のように述べた。

「かつてこの世界は水位が今よりも低く、地表の一部が海面から露出しており人類はその露出した地表で生活していた。しかし、なんらかの理由で水位が上昇、生存空間を脅おびやかされた人類は今では失われた技術を用いて世界中に海中シェルターを建造した」

　この学説はシェルターを創造したのはイヴァヌス神であると説く枢すう機き院いんの怒りを買った。そのため彼は、彼をしてそう言わしめた数々の資料とともに生きたまま炎に焼かれた。こうしてホメオトスは落命したのだが、彼の行っていた「真実の探求」が頓とん挫ざすることはなかった。

　修学院で彼に師事したエンキドゥ・シュシアナが研究を引き継いだのだ。













　広くて清潔な部屋、大きなベッドに書斎まである。他の兵士の部屋より数段上質、つまり僕は客人として扱われている。

　ナーガを倒した僕はバイク部隊とともに彼らの旗き艦かんに向かった。聞くと彼らはかなり前から海かい漠ばくに駐ちゆう屯とんしているらしい。アビーやその前の使し節せつが襲おそわれたのは彼らがここで待ち伏せしていたからか、うん合点がいった。

　シャクティは僕のことをナーガを倒した英雄と持ち上げた。心なしか僕への視線も熱かった気がする……のは気のせいかな。覗のぞき窓から海中を見ると真っ暗、墨すみの上からコールタールを流したように何も見えない。メリルやシバヤス、それにアビー……本当に死んでしまったのだろうか？　できることなら今すぐにでも探しに行きたい。

「お友達のことを気にかけているのですか？」

　耳元で囁ささやかれて思わず「うほ！」っと奇妙な声を上げながら仰のけ反ぞってしまった。急いで振り返るとメガネをかけた知的な女性が立っていた。

「驚かしてごめんなさい、なにやら深刻そうな雰囲気だったのでどう声をかけていいかわからなくて……」

　この声はシャクティだ。海中ではフルフェイスのマスクをしていたので顔がわからなかったが、なるほど声と同じく上品で知的な雰囲気のある女性だ。

「食事の用意ができたのでご一緒にどうですか？」

　シャクティは清せい楚そな笑顔を見せた。彼女に促うながされて廊下に出ると果てまで見えないほど長い通路が走っていた。

「大きな戦艦ですね」

「ええ、旗艦パトリモニーといって全長三〇〇メートルを超える巨大戦艦です。重火器の配備や積せき載さい量りようはイスマリクで一番ですわ。パトリモニーがあれば私たちは寄港することなく一年は野営できます」

「指揮官はシャクティさんなのですか？」

「いいえ、私はマリンバイク部隊を指揮しているだけです。パトリモニーを含めたイスマリク北方旅団を指揮しているのはエンキドゥ師です」

「エンキドゥ氏？」

「そう、エンキドゥ・シュシアナ師。師はエルアザル帝国の出身でイスマリクに入る前はアケト・キトラ修学院で歴史学を教えていたのです。とても博学な方ですよ」

　歴史学者、もしかしてアビーの言っていた人のことかな？

「あ、そうか、イスマリクと言われても帝国出身のシバヤスにはピンとこないですよね」

　アビーから色々聞いて知ってるんだけど、言ったら言ったで問題になりそうだしな。

「……あら？」

　シャクティが僕に顔を近づけた。ビックリしてちょっと後ずさる。

「あなたタリア人でしたの」

「はあ……はい？」

「その瞳ひとみに刻まれた奴ど隷れいコード」

　シャクティが僕の左ひだり眼めを指差している。これは……どう説明すればいいんだ？

「どこかの荘園から逃げ出して密みつ航こう艇ていで海漠を越えたって流れかしら？　あの戦闘力を考えたら農のう奴どじゃなくて剣けん奴どのほう？」

「……生まれてからずっと運送屋です」

　少し首を傾かしげ「運送屋？」と呟つぶやいたあと、クスリと笑った。

「じゃあ、そういうことにしておきましょう。警けい戒かいしているようですがシバヤスの過去を詮せん索さくする気はありませんよ。重要なのは今こうしてあなたと私が出会ったということ。そして今後私たちがどう行動してゆくのかということ」

　なんだか含みのある言葉に思えた。

　廊下の突き当たりまで来るとシャクティはドアを開けた。中は奥行きのある部屋で壁にはイヴァヌス教圏では見ない深彫りのレリーフが施ほどこされていた。部屋の中央にはテーブルがあり天井から香こう炉ろが吊つるされている。その香炉の向こう、上かみ座ざに誰だれか座っている。

「君がシバヤスか、なるほど精せい悍かんな面持ちだ」

　その人物は席を立って僕らに手招きした。口ひげを蓄たくわえた結構年配の男性だった。羅ら紗しやの上着を撫なでるように羽は織おっている。見るからに文官な出いで立たち。

「あの方がエンキドゥ師よ」

　シャクティはそう言うとエンキドゥの横に座った。僕もつられて席に着く。

「質素で申し訳ないが量だけはある、たくさん食べてくれ」

　テーブルの上には皿に盛ったペースト状の穀こく物もつらしきものと蓋ふたの開いた缶詰が並んでいた。確かに質素だ。

「指示があるまで海漠に留とどまらなければいけないから、どうしても保存食ばかりになってしまうの」

「いえ、そんなことないです。ありがたいです」

「シャクティが驚いていたぞ、斥せつ候こうから救難信号が出たので後うしろ詰づめに向かったらナーガと対たい峙じしている青年がいたって」

「驚きましたわ、まるで死を恐れていない様子でしたもの」

　そりゃそうだ、死のうと思っていたのだから。

「しかもその青年がシャクティの窮きゆう地ちを救ってナーガを倒した」

「そうですのよ、自らナーガの口に入って剣を突き立てたのです。彼の勇猛さはババール様にも劣りませんわ」

「ハッハハ！　あいつに聞かせてやりたいな。対抗心燃やしてナーガを狩りに行くぞ」

「さすがにそれは……ありえますわね」

「どうしたシバヤス、食事が進まんようだが」

「あまり食欲がなくて」と缶詰をつつきながら答えた。

「君の乗っていた船がナーガに襲われて仲間とともに海かい溝こうに沈んだらしいな」

「はい、下降流に流されて」

　海溝に沈んだ戦せん攻こう艇ていが頭に浮かんだ。エンキドゥがフォークを口に運ぶとギョロリとした目を僕に向けた。

「で、君はどうしたい？」

「もちろん助けに行きたいです」

「助ける？　君には酷こくかもしれないがそれは無理だ、君の仲間はもう死んでいる。多分そのことは君自身も分かっているのではないか？」

　いくら戦攻艇の外がい殻かくが頑がん丈じようでも深海の水圧には耐えられない。それに海溝へ落ちた際の大きな爆発音のことを思い出すと生存の可能性を考えること自体無意味なのかも。

「でも、せめて捜すくらいはしたいんです。だって……」

　メリルの声を思い出した。彼女は「必ず戻ってきなさい」と言っていた。

「捜してあげなきゃ……」

　メリルの顔が浮かびフォークを握る手がブルブルと震えた。

「もし生きていなくても捜さなきゃと思うんです。あいつらが冷たい海底に沈んだままなんて僕には耐えられない」

　この世界で死は大層なことではない。止やまない戦争と消滅してゆくシェルター、人類全体が緩やかな死滅へと向かっているのがこの世界の現状なのだから。

　しかし、だからといって親しい者の死を簡単に受け入れるほど僕の心は強くない。今だって心の何ど処こかでメリルたちが生きていることを諦あきらめていない僕がいる。多分この気持ちは彼らの遺体を見るまで消えないだろう。

「あなたの気持ちは良く分かります。しかし実際どうやって捜すのかしら？」

　事務的な口く調ちようでシャクティが問いかけてきた。

「海溝の底まで行ける潜水艇なんて存在しません。それに危険を冒してまで捜索することをあなたの友人は喜ぶかしら？」

　メリルならなんて言うだろう。たぶん「捜すな」と「ウルまで死ぬことはないよ」と言うだろう。シャクティが僕にハンカチを差し出した。その時はじめて自分が泣いていることに気づいた。

「あなた、帰るところはあるの？」

「……ありません。家財道具一式積んで移住先を探している最中でした」

「御家族や親類は？」

「いません。みんな東部戦せん役えきで死にました」

「東部戦役か……」

　溜ため息いき交じりに俯うつむくエンキドゥに向かってシャクティが視線を送った。

「ふうむ……」とエンキドゥは腕を組んで難しい顔を返す。

「まずシバヤスに理解してもらいたいことがある。今、南方のアミ教圏は内戦状態でな、我々イスマリク北方旅団が海漠に駐屯しているのも作戦の一環なのだ。ここに留まってシェルター連合とエルアザル帝国との通信を遮しや断だんするのが目的である」

　黙って聞いていたが心の中ではやはりそうかと思っていた。

「言い方を変えるなら、我々がここにいることを帝国側にも気づかれてはマズいのだ。もし気づかれたらせっかく我らイスマリク有利に向かっている戦局がひっくり返る可能性も出てくる」

　エンキドゥは手にしたフォークを僕に向けた。

「つまりシバヤス、君を帝国へ帰すことはできない」

「……え？」

「帝国へ帰したら君の口から我々のことが露ろ見けんする可能性があるからな」

「そんなことしません」

「あなたを信用していないワケじゃないの。でも『もしも』ということがありますので」

　じゃあ、僕はどうすればいいんだ？　というか、僕をどうするつもりだ？　状況から見てヒドい扱いを受けるとは思わないけど彼らは異国の民、何をするか分からない。

「そこで、だ」

　エンキドゥはそう言ってから黙り込んだ。いや、たっぷり溜ためた。

「……なんでしょう？」

「我がイスマリク軍に入隊しないか？」

　僕が軍隊に入る……しかもタリア人の軍隊って……僕、セム人の運送屋なんだけど。

「実はな、我ら北方旅団は有能なマハ・ティヒンを失ったばかりなのだ」

「トゥーカッターという若者です。今あなたが使っている部屋は元々彼の部屋でした」

　エンキドゥは肩を落とし、溜息を吐ついた。

「トゥーカッター……よい若者であった。しかし戦うには優しすぎたのかもしれん」

「エンキドゥ様が気に病むことはありません。入隊は彼の希望でしたから最悪こうなる事態も覚悟の上だったと思います」

「それにケセン・エラー、あやつからの通信も途絶えたままだ。もし死んでいたら我らはマハ・ティヒンを二人も失ったことになる」

　やはりケセンもこのパトリモニーの乗員だったのか、彼女が帰ってきたらどうしよう。ここには逃げ場はないぞ。今度こそ確実に殺される……。

「シバヤス、どうしました？　顔色が悪いですよ」

「え？　……いやあ……マハ・ティヒンって何かなって思って」

「マハ・ティヒンとは奴隷身分の者の中に稀まれに生まれる飛ヒ戒カイ者のことです。もともと彼らの祖先はサラフと同一の飛戒者だったのですが、古イシュタルの内乱で一族は分裂しました。内乱を煽せん動どうした一族の末まつ裔えいが現在のサラフたちです、逆に王へ最後まで忠ちゆう義ぎ立だてをして敗北した一族は他の敗残兵とともに身分を剝はく奪だつされ奴隷となりました。トゥーカッターやケセンはその奴隷の末裔なのです」

　タリア人の中で最も身分の高いサラフと最も身分の低い奴隷が、元は同じ一族なのか。なんだか皮肉な話に思えた。

「古イシュタル崩壊の時、王族派の飛戒者たちはその能力を封印され、非力な奴隷へと身をやつした。その封印は彼らの子孫へも影響し、以後飛戒の力を持つ奴隷はほとんどいなくなった。が、稀に生まれるのだよ。ケセンのような者が」

「その飛戒の力って具体的にはどんな能力なのですか？」

「力の種類は様々だ、例えばケセン・エラーの力は『ワイルド・ハント』といって、狙ねらいを定めた相手を殺すために非常識なほどの力を発揮することができる。その力で狩りを妨害するすべての障しよう壁へきを打ち砕くことができるのだ」

「彼女の力は絶大です。時として因いん果がをも捻ねじ曲まげて獲物を自分の近くへ吸い寄せてしまうほどなのです。しかしその力も万能ではないの、祖先からの呪のろいは能力の発動を抑制するため飛戒者の生命力を犯してしまうのです。マハ・ティヒンの力は絶大ですが使いすぎると飛戒者自身に死をもたらす結果となる」

　そういえばケセンは「墓穴は二つ用意した」とか言っていたな、あれは自分の命を犠牲にしてまで僕を殺そうとする意思の現れだったのか。彼女は僕がトゥーカッターを殺したと思っているのだからそこまで憎まれるのは理解できなくもないが、それは彼女の早とちりであって僕はトゥーカッターを殺していない。それどころかそんな人と会ったこともない。

　いや待て……本当にそう言い切れるのだろうか？　僕にはアケト・キトラでの記憶がない。それに左眼の移植についても、いつの間にか身についている高い戦闘能力や回復能力についても僕自身が説明できない状況にある。もしかしたらケセンの言うように僕がトゥーカッターを殺したのではないか？　そして彼から力を奪ったのでは？　しかしどうやって？　それにどうしてそんなことする必要があるんだ？

「力を持っていても、呪いの発動を恐れてイスマリクに従軍してくれる者は少ないのです。だから今回二人も失ったとなれば私たちには大きな痛手です。トゥーカッターもケセン・エラーも私たちがシェルターを解放するまでは奴隷として領主に酷こく使しされていました。家畜同様に扱われる奴隷の生活は常に死と隣となり合わせです、彼らがイスマリクに従軍した理由は多分、その時の経験が大きく関係しているのでしょう。まあ、奴隷の苦しさについてはシバヤスも十分理解していると思いますが」

「うん？　シャクティ、それはどういう意味だ？」

「エンキドゥ様、彼もタリア人奴隷だったのです」

　エンキドゥがテーブルに身を乗り出すと僕の顔を覗き込み「おお……これは！」と感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

「奴隷身分のタリア人が、この広い海漠で偶然にも奴隷解放を掲げるイスマリクと出会うとは……アミ教の説く因果もあながち噓うそではないかもしれん」

「で、どうですか？　イスマリク・タリアに参加する気にはなりましたか？」

　どう答えよう、メリルとシバヤスが海溝に消えてから自分の居場所がなくなり宙ぶらりんになった気分だ。アビーも一緒に消えたからイスマリクに敵対する立場にもない。かといってイスマリクに参加して彼らと行動を共にしても、ケセンが帰還したらすぐに素す性じようがバレる。

　いっそのことエンキドゥとシャクティに真実を話してしまおうか、僕はシェルター連合のサラフを帝都アルバイムまで送ろうとしていたこと、ケセンと戦って彼女は崩落した瓦が礫れきの下敷きになったこと、海溝に消えた戦攻艇にサラフが乗っていたこと。

　いや待て、もしも……もしもだ。メリルたちがあの海溝から生還して当初の目的どおりアルバイムへ向かっているとしたら、そして僕がエンキドゥたちに本当のことを話したとき彼らもメリルたちの生存を考慮したら……彼らはメリルたちを追いかけようとするだろう。そんなことをしたらメリルたちの足を引っ張ることになってしまう。

「今すぐに決めろとは言わん、しばらく海漠でも眺めながら身の振り方を考えろ」

「シバヤスにはこれを渡しておきます」とシャクティはテーブルに鍵かぎを置いた。

「マリンバイクなら海漠を越えることはできないでしょう。自由に使っていいですわよ」

　食事が終わりみんな席を立った。僕も席を立ちドアに向かおうとしたとき、壁に掛かっている絵画が目に入った。食事をしている僕の真後ろにあったため今まで気づかなかったが、かなり大きな絵だ。

　絵の中心には白いワンピースの少女が一人、こちらを向いて立っている。彼女は片方の手で鍔つばの大きな帽子を押さえながら、他方の手を天に伸ばしている。その周囲には明るい蒼あおの世界が広がっている。とても開放的な絵だと思った、しかしこの蒼は、海の色なのか？　だったらなぜ彼女は酸素マスクをしていないのだろう？

「これはワシがシェルター・グノーシスから持って来たものじゃ、どう思うね？」

　エンキドゥが近づきながら聞いてきた。

「美しい絵だと思います」

「そうだろう、ワシもそう思う」

「でも不自然な絵です。少女は酸素マスクを着けてないし、海の色もおかしい」

「確かに、海中を描いたのなら奇妙な絵として君の目に映るだろう。ならばこれは酸素空間を描いたものだとしたらどうだ？」

「それならもっと不自然です、シェルターの内壁はこんな蒼い色をしていない」

「カカカ！　そうだな、もっともな意見だ。しかしシバヤスよ、なにも海中シェルターだけが人間の生存空間だとは限らないぞ」

　エンキドゥの裏のありそうな笑みを見て僕なりに答えを考えたが……シェルター以外に人間の生存できる空間があるとは思えない。

「我々は海中シェルターで産まれて人生を生きる、そして死ぬときもシェルターの中だ。だから当然シェルターの中が世界のすべてと考える。しかしどうだろう、実は世界の何処かにこの絵画に描かれている天井知らずの広大な酸素空間があるとしたら？」

「……あるんですか？」

　エンキドゥが深く頷うなずいた。

「何処に、何処にあるんですか？」

「ワシは答える立場にないのでなあ、答えられん」と言って両手を大おお仰ぎように挙げた。

「我が王、ヴィマル・サバン様なら的確に答えてくださるだろう。もしシバヤスがイスマリクに加わり王と謁えつ見けんする機会があれば聞いてみるがよい。納得のいく答えが出てくるかもしれん。そしてそれは我々イスマリクが戦争を行っている理由とも繋つながっている」

「戦争の理由って、奴隷解放じゃなく？」

「それは枝葉の部分じゃ」

「そう、本来の目的は人類の救済。私たちは人間を救いたいのです」

　アビーが言っていた、サラフ付きの医師だったヴィマル・サバンは人間を救いたいと言って南方海域に旅立ったと。部下のエンキドゥやシャクティも同じ意志を持っている。

「ならばなぜ戦争をするのですか？　戦争は人を殺しシェルターを破壊する、人類の滅亡を早める行為です」

「宗教や政治、多様な価値観が人間に様々な個性を与えそれが実りある未来を形成する。それは間違っていないと思いますわ。しかし人類の生存を賭かけた大きな障害が現れたとき、それを乗り越えるのに必要なのは強くて大きな一つの意志なのです。束つかの間まの安あん寧ねいを求め旧来の慣習に固こ執しつするサラフや領主たちには欠片かけらもない滅私の意志が必要です」

「シバヤスよ、なにもワシらは好きで戦争をしているワケではない。いつか誰かがやらなければならないことをしているのだ。過去に何度か同様のことを考えた者がいたが成じよう就じゆすることなく現在に至っている。古イシュタル王国のイワン大帝は良い線までいったらしいが、結局は王国を瓦が解かいさせてしまった。壊れては造り、また壊す。我々人間は同じことを何千年も繰り返しながら滅亡へ向かっている」

「だから私たちには王が必要なのです」

「お二人には仕えている王がいるでしょう」

「今のヴィマル様はイスマリクの王、私たちが望んでいるのは人類すべてを支配する『人の王』です。私たちはヴィマル様を『人の王』にするために戦っているのです」

「人の王……じゃあ、あなた方はセム人の海域までも侵攻するつもりなのですか？」

「いずれはそうなるでしょう、『人の王』のみが楽らく土どの水先案内をすることができる……それがシェルター・グノーシスの主たる『アイバーン』がヴィマル様に示した啓けい示じなのです。あ、セム人的には楽土ではなくシェルター・ヘブンと言った方が適切かしら」

「つまり、船頭は一人に絞っとけと言われておるのじゃ」

　ドアの開く音が聞こえた。見ると一〇歳くらいの少年がスタスタと部屋に入ってきた。革の上下を着て頭にはフードを被かぶっている。年齢もそうだが服装から言っても軍人とは程遠い出で立ちだった。少年は僕を見ると軽く会え釈しやくした。その時気づいた。彼は左眼に眼がん帯たいをしている。

「只ただ今いま戻りました、エンキドゥ様、シャクティ姉様」

　少年を見てシャクティの表情が一気に華はなやいだ。

「カルタちゃん！　待ってましたのよ！」

　シャクティがカルタと呼んだ少年に近づいてその鼻先まで顔を寄せている。

「お待たせしましたシャクティ姉様」

「で、どうでしたか？」

「はい、発見して連れてきました」

「さっすが私のカルタちゃん！」

　シャクティがカルタに抱きついた。大きな胸をカルタの顔にグイグイ押しつけて髪をワシャワシャ掻かきまわしている。カルタは突っ立って彼女にされるがまま、瞳を閉じて頰ほおを赤らめながらウットリとしている。イヤじゃないみたいだ、むしろどんとこいって感じらしい。

「あの子もイスマリク北方旅団に属する飛戒者なのだ」

「あんな小さい子を戦争に参加させているのですか？　いくら飛戒者とはいえ……」

「カルタは確かに小さい子だが、あれでも名の知れた盗賊なのだよ」

　盗賊？　まだ子供なのに？

「やつの家系は代々盗賊の頭をしていてな、しかも皆隻せき眼がんで生まれてくる。それにカルタという名も父から継いだ称号でな。『隻眼のカルタ』と言えばアミ教圏では知らぬ者はいない程の有名人なのだよ」

　それってイヴァヌス教圏でも有名な「片目のエンカルタ」のことだろうか？　王から王冠を盗み魔ま導どう師しから杖つえを盗む大怪盗にして義ぎ賊ぞく。子供に語るおとぎ話かと思っていたが実在していたのか……しかもあんな子供とは……。

「待ってください、片目のカルタは僕も聞いたことがありますが、彼は体制につかない義賊だったと記憶してます。ならばイスマリクに組するのは合点がいきません」

「本来ならそうだ、しかしほら」

　エンキドゥが無ぶ遠えん慮りよにカルタを指した。彼はシャクティに揉もみくちゃにされながら「恐きよう縮しゆくです……恐縮です……」と恍こう惚こつの笑えみを浮かべて呟いている。

「ええっと……巨乳好き？」

　首を横に振るエンキドゥ。そうだよな、そんな理由で軍隊に協力したりしないよな。

「カルタは年上の女性にめっぽう弱いのだ」

　そっちかよ……。

「年上の女性に褒ほめられることが生きている目的だと断言するほどに……な」

　どんだけだよ……。

「だから今回与えた任務には気合いを入れて取り組んでいたようでな、そのおかげか良い結果を出せたようだ。失ったマハ・ティヒンはトゥーカッター一人で済んだらしい」

　それって……どういうことだ？

「カルタちゃん、彼女は今どこにいるの？」

「はいシャクティ姉様、ケセン姉様は医務室で寝ています」

　今、ケセンって言ったよな？

「ええ！　どこか怪け我がをしているの？」

「はい、外傷がかなりありますが命にかかわるほどではありません。しかしどうやらワイルド・ハントを長時間使ったようで、そちらの面での衰すい弱じやくが激しくて、当分ベッドで過ごしてもらうことになりそうです」

　こんなところでゆっくりしている場合じゃない！　早くパトリモニーから脱出せねば、ケセンが僕を見たらすべてが暴かれてしまう。

「シャクティ姉様、こちらの方は？」

　自然を装いながらドアへ向かっていた僕をカルタが捉とらえた。

「こちらシバヤスさんって言って、お姉さんをナーガから救ってくれた恩人なの！　とっても強い人なのよ」

　シャクティが僕の肩に手を当てながら必要以上のボディタッチを繰り出してきた。その景色を見てカルタの表情が途端に強こわ張ばってゆく……まるで親の仇かたきを見るような視線が僕に向けられた。

「ボクはカルタ、よろしくシバヤス兄様」

　一転してニッコリと微笑ほほえんだカルタが右手を伸ばしてきた。

「よ、よろしくね」と調子を合わせて右手を伸ばし握手した瞬間。

　……サク！　……

「ぎゃあああああああ！」

「あ、いっけねえ、手首の仕込みナイフが勝手に作動して兄様の腕を貫つらぬいちゃった」

　こっちは手首からナイフが生えてんのに、なんだよその「ミスっちゃいました[image: ]」みたいな軽いノリは！

　エンキドゥが「早く医務室へ！」と声を上げた。手当を装いカルタが僕に近づくと耳元に顔を寄せ「こんどシャクティ姉様とイチャイチャしたら首を貫くよ」とボソリ。

　なんと陰いん湿しつな……これが伝説の義賊のやることか？

「さあ、シバヤス兄様、早く医務室へ」

「いや、大丈夫だから」

　治療を受けたい気は満々だが、今、医務室にはケセンがいる。

「そんなに血を流していながら何を言っている、早く行って止血してこい」

　エンキドゥの言葉に、僕は大丈夫と何度も頷いてドアへ向かった。

「この程度なら大丈夫なんで、部屋で寝れば治るんで」

「え、え、この程度ってかなり出血してますが……」

　散々怪我しても回復してきたんだからこれしきの傷……あれ、体が重いぞ？

「このナイフには毒が塗ってあるから早く医務室に行ったほうがいいですよ」

　なるほどそういうことね、目が霞かすんできたよ。

「だ、だいじょうぶだよ……」

　そういえばケセンが「あなたは必ず私の前に現れることになるの。そのためなら因果だって曲げてしまう」って言ってたな。ワイルド・ハントの呪いによって僕は自分の意志と関係なく彼女に引き寄せられているってことなのかな。

　たまらずシャクティが僕の腕に肩を入れた。

「早く医務室へ行きましょう、解げ毒どく剤ざいを打って止血しないと」

「医務室へは行きません……自分の部屋で寝れば治ります」

「わかりました、でしたらせめて部屋までご一緒させてください」

「ありがとうござ……ございま……ござ……」

　意識が遠のいてきた、感じることができるのは艦内のヒンヤリとした空気と歩くごとに靴底から伝わる床の感触、それとさっきから僕の脇腹に押し当てられているシャクティの豊満で柔らか～い胸の感触のみだった。

　胸の感触は意識的に感度を高めて感じさせていただいた。
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　セム人国家で最大の国力を有するエルアザル帝国。その現皇帝であるナウル・シン・エルアザルには三人の娘がいる。

　しかしながら、「気け高だかき」第一皇女イベリアは一〇年前の東部戦せん役えきで没し、「欲深い」第二皇女ソフィアはアントマル騎き士し団だんとの和平のためシェルター・アジェンデの第一皇子テオドロスのもとへ輿こし入いれしたためエルアザルの名を捨てた。

　その結果、現在皇帝ナウルの直系卑ひ属ぞくとされているのは「癇かん癪しやく持ちの」第三皇女キトラだけとなった。この一二歳の小さき暴ぼう君くんは自身の所有する巨大シェルター「アケト・キトラ」にて誰にも指図されず神のように振舞っている。

　そして、彼女の指示を愚ぐ直ちよくに実行する保安部隊「キトラ親しん衛えい隊たい」の存在も彼女の我わが儘まま放題に拍車をかけている。













　また、ここに来たのか……。

　僕は何度も見た夢の中にいた。やっぱり誰だれかさんの肩を借りてお馴な染じみのアケト・キトラ商業区画を歩いている。広い天井と閑かん散さんとした市場、周辺で時折聞こえる発砲音。

「ウル様？」

　近くでアビーの声が聞こえた、ビックリして隣となりを見るとすぐ近くにアビーがいた。僕に肩を貸してくれているのはアビーだった。

「よかったぁ！　やっとウル様と繋つながった」

「なんで……アビーが僕の夢に……？」

「はい、ユイアミでウル様との交信を試みていたらここに来ていました」

　アビーは周囲を眺めると少し眉まゆを上げ体を強こわ張ばらせた。

「これは、ウル様の体験した戦場ですね、他者の恐怖と敵意で満ちています」

「そんなことより、こうやって君と話ができるということは……」

「そうです、私は生きています。メリルさんやシバヤスさんも同様です」

　本当なのか？　目の前のアビーは僕の夢が造り出した偽にせ物ものなんじゃないか？

「海かい溝こうから大きな爆発が起こっていた。あれはいったい……」

「確かに機関部の一部が大きく破は損そんしましたがシバヤスさんがすぐに消火して閉へい鎖さしてくれました。それにこの戦せん攻こう艇ていの外がい殻かくは驚くほど頑がん丈じようで海底まで落ちても潰つぶれることなく私たちを守ってくれたんです。エルアザル帝国の技術って本当に素晴らしいですね」

「じゃあ……噓じゃないんだね。アビーもメリルもシバも生きてるんだ」

「はい、生きていますよ」

　はぁ……と情けない声を吐きながら体中の力が抜けたようにその場にへたり込んだ。

「みんな死んじゃったかと思ってさあ……」

「私たちだってウル様のことを心配していたんですよ。あのあとナーガに食べられちゃったんじゃないかって、でも無線が壊れちゃったので確認のしようがなくて」

「そういえば無線が途切れる前、アビーが怪け我がをしたような内容の声が聞こえたけど、大丈夫だったのかい？」

「ええ、すいません。爆発のときに頭を打ったみたいでしばらく気を失ってしまいました。でも今は大丈夫です。メリルさんに包帯も巻いてもらいました」

「そうか、よかった。で、今の状況は？」

「はい、今はまだ海底に留とどまって戦攻艇の整備をしていますが、もうすぐ浮上できるとのことなのでそちらに行けると思います。ユイアミでウル様の大体の位置は把は握あくできるので接近すれば覚かく醒せい時のウル様とも交信できると思います。そうなればアッと言う間に合流できますよ」

「ちょっと待って、それはマズいな」

「え？　どうしてですか？」

「僕は今、イスマリクの軍艦に乗っているんだ」

「捕ほ虜りよになったのですか！　どうしよう……私のせいで……」

「いや、イスマリクは僕とアビーの関係を知らない。それに手荒な真ま似ねはされていない、むしろ客人扱いに近いな」

「……よかった」と溜ため息いき交じりに答えたアビー。

「ウル様、イスマリク軍の規模はどのくらいですか？」

「分からないけど、僕が乗っている戦艦はパトリモニーというかなり大きな旗き艦かんだよ」

「それってイスマリク北方旅団の旗艦ですね」

　声のトーンが下がった。

「エンキドゥ先生には会いましたか？」

　アビーがエンキドゥのことを知っている。やはり以前話していた歴史学者とはエンキドゥのことだったのか。

「ああ、会ったけど……」

「お元気でしたか？」

「元気だったと思う、食事もモリモリ食べていたし」

「そうですか……それはよかったです」

　アビーは複雑そうな笑えみを見せた。敵軍の司令官の健康を気遣うのはなんか不思議な気がしたけど、戦争という大局と個人的な人間関係はまた別物なのかもしれない。

「ウル様、パトリモニーから抜け出ることはできませんか？」

「そうだな……マリンバイクの鍵かぎをもらったからそれである程度なら遠出できるよ」

「こちらも戦攻艇を浮上させたらウル様のいる方角へ向かいます。距離が近くなればユイアミで先導できると思いますから、あとは……」

　言いかけてアビーが口を噤つぐんだ。姿勢を低くしてキョロキョロと辺りを警けい戒かいしている。

「誰かが見ています……」

　アビーの言葉に促うながされて周囲を見渡した。本来なら人で賑にぎわっている商業区画の大通りが銃撃戦の影響でほぼ無人状態になっている。いるのは僕らの他、路上で倒れている人や何が起きたか分からず蹲うずくまっている人がチラホラ。

　ん？　通りの向こうから歩いてくる人がいる。今まで見た夢では出てこなかったぞ。

「近づいてきます……この感情は……なんなのでしょう？」

　あれは、子供だ……子供が何かの背中に乗ってこちらに来ている。動物かな？

「ウル様、あれです。あの子供はウル様の夢とは別物です」

「僕もそうだと思っていた、あの子は何に乗っているんだ？」

　近づくにつれその子供がかなりボロボロの服を纏まとっていることに気づいた、顔も袖そでから出た腕も垢あかで黒ずんでいて痩やせ細ほそっている。あの顔立ちは女の子だ。それに乗っている動物は……犬のようだ……それも全身真っ黒な犬。

「あの犬は……いけない！」

　アビーは僕を連れて店の壁まで後退した。

「あれは多分イスマリクのマハ・ティヒンです」

「あれって女の子のこと？　それとも犬のこと？」

「女の子がマハ・ティヒン。乗っている犬はマハ・ティヒンの力が可か視し化かしたものです」

「子供のマハ・ティヒン……」

　女の子が僕らの前に来た。真っ黒な犬は僕らを見て低い唸うなり声こえを上げている。一方女の子のほうは僕らを完全に無視して何かを探すように周囲を見ている。

「あの子は自身の夢の中にいます。ですから私たちとは別の景色が見えているはずです」

「つまり僕らが見えていないと……というか、そもそもなぜ僕の夢に出てきたんだ？」

「あの子とあの子の発した能力との間に意志的な齟そ齬ごが生じているのです。能力はその本来の目的に向かって一直線に行動している、この場合はつまり私たちのいずれか、あるいは両方を見つけて攻撃すること、その目的のためにウル様の夢に入り込んだのです」

　黒い犬は前足を前方に突っぱって僕らを睨にらみつけている。

「しかし当の能力者であるマハ・ティヒンは自分の夢の中にいるので私たちを認識できないのです。私たちがあの子を特定しない限りあの子は私たちの存在に気づくことはないでしょう」

「どこにいるの～」

　女の子が力ない声を上げた。

「早く漁に出ないとまたムチで叩たたかれちゃうよ～」

　親と逸はぐれた子供のように、大きな瞳ひとみには困こん惑わくが湧わき、今にも泣き出しそうな顔だった。

「いっぱいムチで叩かれると死んじゃうんだよ～」

「マハ・ティヒンはタリア人奴ど隷れいの中に僅わずかに生まれる飛ヒ戒カイ者です、たぶんあの子はマハ・ティヒンが子供だった頃の記憶、つまり彼女は昔の夢を見ているのです」

「ここは寒いよ、早く出てきてよ」

　あの大きな瞳……誰かに似ている……。

「早く出てきてよトゥーカッター……」

　やはりそうだ、あれはケセン・エラーだ。僕の見たケセンは凜りんとした美しさと獰どう猛もうさが同居した隙すきのない女性だった。しかし今、目の前にいる子供のケセンはあまりにも弱々しくて一吹きの風でも舞い上がってしまいそうなほど脆もろい存在に見える。

　……なんて思ったときだった……。

　黒い犬の体が突然膨ぼう張ちようすると、目が燃えるような赤へと変へん貌ぼうした。動きを止めた女の子は、まるで時計じかけのように一定の速度で頭を動かすと僕を正面に見み据すえた。そこには先ほどまでの寄る辺のない困惑はなく、ただただ無表情な顔があるのみだった。

　背筋が凍るような恐怖を覚えた。ナーガに睨まれたとき、いやそれ以上の恐怖だった。

「気づかれました！　戻りましょう！」

　アビーが両手で僕の目を覆った。途端に真っ暗になる視界。










　次に視界が開けたとき目に飛び込んできたのは、見知った部屋の天井だった。

「やっと起きたねシバヤス兄様」

　ベッドで寝ている僕の横にはカルタがいた、彼は椅い子すに腰かけ僕を見ている。

「カルタか……どうしてここに？」

「シャクティ姉様からの指示だよ、兄様に大ケガさせたから回復するまで面倒みなさいってさ。なんで伝説の盗賊たるこのボクがエルアザルの平民を看病しなきゃいけないのかさっぱり分からないけど。ほんと、さっぱりだよ」

　それはお前が僕の腕に穴を開けたからだろう。

「ねえ兄様、お願いがあるんだけどさ」

「仕込みナイフで僕を襲うようなヤツのお願いを聞くほど僕はお人好しじゃない」

「兄様ってあれかな？　けっこう根に持つタイプかな？」

　カルタよ、お前のやったことはかなり優しい人間でも根に持つレベルだぞ。

「まあ、聞くだけなら聞いてあげるけど」

「あのさぁ、ここで療養するのは勝手が悪いから医務室に移動してほしいんだよね」

「なんで？　ここでいいよ」

「今、医務室でケセン姉様が寝ているんだ」

　ケセン・エラー……夢の中で彼女に会った。夢の中の彼女は現実世界とは全く違っていた。ロウソクの光のようにか弱くて、今にも消えてしまいそうだった。

「兄様が医務室に行ってくれればボクはシャクティ姉様の指示に従い兄様を看病する、という体で実際は隣となりに寝ているケセン姉様の寝顔を……普段隙のないあの姉様の隙だらけの寝顔をじっくりと観察しまくることができる」

「それが僕を医務室へ連れて行きたい理由なのか？」

「そう！」と満面の笑みで答えるカルタ。最初から僕を看病する気などないらしい。

「そのケセンって、どんな人なんだい？」

　言ったあと、なぜそんな言葉が自分の口から出たのか不思議に感じた。僕は彼女に興味を持っているのか？　僕を殺そうとしているヤツなのに？

「ケセン姉様は最高のお姉様だよ！」とカルタの荒い鼻息が僕の顔まで飛んできた。

「戦争でももちろんスゴイけど、姉様の本当の力は暗殺の際に最大限発はつ揮きされるんだ。姉様のワイルド・ハントでロックオンされた敵は必ず姉様の手によって殺される。どこまで逃げてもダメなんだ、絶対に姉様は捕まえて殺す」

「ほ、ほう……とても強い女性なんだねえ」

「逃げても逃げてもダメなんだ。運命は必ずケセン姉様の前に敵を引きずり出す」

　今それを実感中だ。カルタは自分でも気づかない形でその運命に加担している。つまり僕をケセンのもとへ届けようとしている。

「それは……最強じゃないか……」

「でもなあ、そのためには敵の血が必要なんだ。それとワイルド・ハントはケセン姉様の生命力を原動力にするからあんまりやってほしくないんだよなあ……」

　カルタは頭を掻かきながら首を捻ひねった。

「だからトゥーカッター兄様の存在が必要だったんだ」

「ん？　それはどういう意味だい？」

「トゥーカッター兄様はヒーラーだったんだ、消耗の激しいケセン姉様をトゥーカッター兄様が治ち癒ゆする。この連携でお二人は何人もの敵を倒してきたんだ」

　トゥーカッターは治癒師だった、もしかしてそれは僕の持つ回復能力と関係があるのだろうか？　でも僕の能力は自分を治癒するもの、トゥーカッターの能力は他者を治癒するもの、その点で両者は決定的に違う。

「さあ、無駄話は終わりにして医務室へ行こう。早くしないとケセン姉様が目を覚ましちゃうよ。目を覚ましたらあの端正な顔をド近くで拝めなくなる」

「いや、行かないから」

　そう言ってベッドから起き上がった。このままだと本当に医務室へ連行されてしまう。ポケットの中を探ってマリンバイクの鍵があることを確認した。こいつで海中へ出よう、そうすれば再びアビーからユイアミが来たときにすぐ合流できる。

「カルタ、水中服はどこにあるんだ？」

「ええっと、共用のはドックにあってプライベートのやつは個々の部屋で保管している」

　ということは……部屋を見渡すと壁に打ち付けられたスチール製のクローゼットが目に入った。近づいて取っ手を引くと中には見たことのある水中服が吊つり下さげられていた。上の棚に置いてあるヘルメットも知っている。

「それは指揮官用の水中服だよ、一般用と違って強化繊せん維いでできているから……って、シバヤス兄様、もしかして海中に出るの？」

　僕は「ああ」とそっけなく答えながら水中服に着替え始めた。

「まだ寝てなきゃダメだよ！」

「僕のことを心配してくれているのかい？」

「違うよ！　いま兄様に死なれたらボクに責任が及ぶ。シャクティ姉様に怒られる」

　そんな理由かよ……服を着替えるとヘルメットを脇に抱えて通路へ向かった。

「大丈夫、怪け我がも毒も完治したから」

「そんなワケないでしょう、まあ、確かに顔色は良くなったけど……半日寝ただけなんだから完治しているはずがないよ！」

　いや、本当に大丈夫だ。腕の痛みもすっかり消えて体のダルさもない。

「シャクティに怒られそうになったら『シバヤスが勝手に出てった』って言えばいい、それにほら、早く医務室に行かないとケセン姉様の寝顔が見れなくなるかもよ？」

「それは困るけど……いいのかなあ？」

　戸と惑まどうカルタを残して僕は部屋をあとにした。

　通路の片側には覗のぞき窓まどが一定間隔で設けられており、そこから海中の景色を拝むことができた。見ると海中は明るく遠くまで視界が開けていた。下方を見ると巡洋艦が数隻規則的な配置で海底に停泊している。たぶんこの旗艦パトリモニーを中心にして菱ひし形がたに陣形を組んだ一種の防衛陣を形成しているのだろう。

　エレベータはすぐに見つかった。急いで乗り込むと収納ドックのある一番下の階のボタンを押す。そこで大きく息を吐ついた。これでマリンバイクに乗れればパトリモニーともおさらばできる。あとは海溝から浮上したアビーたちと合流すれば万事上う手まくいく……。

　ドックに着くとマリンバイクが隙間なく並んでいる列に向かった。車体に刻まれたコードを確認して持っている鍵と同じ番号を探してゆく。

　お目当てのバイクはすぐに見つかった。よし、これで危険なケセン姉様ともオサラバだと心の中で呟きヘルメットを被った。若じやつ干かんズレるが問題ないレベルだ。あとはケセンがやっていたように耳のあたりのダイヤルを回して……。

　プシューという排気音とともにチンガードが降りてきてヘルメットがフルフェイス状態になった。これで海中に出る準備はオッケーだ。ポケットから鍵を取り出してマリンバイクに差し込もうとしたとき。

「何をしているの？」

　突然背後から声をかけられた。と、同時に声の主が頭に浮かび妙な汗が体中から噴き出してきた。間違いない……この声はケセン・エラー。どうしてドックにいるんだ？　医務室で寝てるんじゃなかったのか？

「あら？　……あなた」

　ケセンの怪け訝げんそうな声が聞こえた、さっそく僕だと気づいたのか？

「こっちを向いてください」

　仕方ない、ゆっくり振り返ってケセンと向き合った。

「……やっぱり」

「…………」

「それ、トゥーカッターのヘルメットですよね、では、あなたがシバヤスさんですね」

　シバヤスさん……って？　僕がウル・ナンムだと気づいてない！

　事前にヘルメットをフルフェイスにしておいて良かったあ……。

「私はケセン・エラーといいます、よろしくねシバヤスさん」

　そう言って笑みを浮かべると頭を少し傾けた。短い金髪がハラリと靡なびく。あれ？　ケセンってこんなに綺き麗れいな女性だったっけ？　シェルター・ルシアで見たときはもっと筋肉質の女性兵士な感じを受けたが、いま目の前にいるケセンは清せい楚そでスレンダーなお姉さんという感じだ。変わらないところと言えば立ち姿くらいだろう、以前と変わらず腰に手を当ててのモデル立ちだ。

「さっきまで医務室で横になっていたのですが、見舞いに来てくれたシャクティがあなたのことを話していました。彼女あなたのことを褒ほめていましたよ。とても強くて、それに男前だって」

　ケセンは僕に近寄るとヘルメットに手を伸ばした。

「お顔を見せてくださいな」

　反射的に体を仰のけ反ぞらしケセンと距離をとった。さすがに素顔を見られたらお終しまいだ。

「どうしました？　顔を見せてくれないのですか？」

「…………」

「あのう、シバヤスさん？」

「……は……はずかしい」

　しばらくキョトンとしたあと、プッと噴き出したケセン。

「それって顔を見られるのが恥ずかしいってこと？」

「……うん」

「変わった方ですね、まあいいでしょう。パトリモニーにいればいずれ顔を合わすことになるでしょうし」

　バカっぽい言い訳だったけど、なぜかケセンは納なつ得とくしてくれたようだ。急場は凌しのいだと胸を撫なで下おろしたときケセンの異変に気づいた。ケセンの体が少しふらついている、そういえば顔色も悪い。まだ体調が万全ではないんだ。

「どうしてここに？　体調悪そうだけど……」

　声でバレないかという思いがあり音量低めに質問してみる。

「カルタに移送してもらってる間も寝ていたから、さすがに飽きちゃったの。だから海中に出て気分転換しようと思って、マリンバイクに乗るくらいなら問題ないから」

「そ、そう……じゃあ」

　ケセンに背を向けマリンバイクを起動させようとしたとき。

「ちょっと待って」

　声に反応してピタリと動きを止める。

「……何かな？」

「あなたもバイクに乗るためここに来たのでしょう？　何ど処こかに行くの？」

「……いや、この辺を軽く流すだけ」

「じゃあ私を後ろに乗せてほしいのだけれど」

「…………」

「……いや、かしら？」

　イヤもなにも、ケセンから離れるためにマリンバイクで海中に出ようとしているのだから、そのケセンを後ろに乗せて出たら意味ないじゃないか！　なんて言えるワケない。

「どうかしら？」

「……問題ない……こともない」

「ええっと、つまりどっち？」

「……問題ない」

　あ、オッケーしちゃった。

「ほんと？　じゃあすぐに着替えてくるね」

　ケセンは僕に背を見せるとドックの端に設もうけられた部屋に向かった。

　これは……今こそ逃げ出すチャンスではないか？　急いでマリンバイクに跨またがると鍵を差し込み起動させた。バイクを滑るように移動させて床に設けられた巨大なプールの前に置く。プールに張った水の底を見るとゲートは閉じられたまま、開閉ボタンを探すがどこにもそれらしいものは見当たらない。なんで見つけられない！　焦あせりすぎて散さん漫まんになった集中力を再び高めて周囲を隈くまなく見渡した。

　しかしそれらしいボタンを見つけることが、やっぱりできない。

　なんでだよ！　ゲート開閉スイッチなんていったら結構基本的な装置なんだから分かりやすいところに配置しておけよ！　こうしている間にもケセンが着替えを終えてこっちに向かってるかもしれないのに……と、ケセンが入って行った部屋を見た。

　ああ、もう出てきた。透明な円形のヘルメットを被りダボダボの水中服を着ている。

　もう駄目だ。既すでにバイクに跨っていた僕はハンドルに肘ひじを置いてうつ伏せになった。今回は脱出を諦あきらめてケセンと海に出るしかない。

　ん？　なんだこれは？　床から何かがせり上がっているぞ。よく見るとスチール製のペダルのようだった。

　これはもしや？　力を入れてペダルを踏み込んだ。

　床から大きな震動を感じた。プールの底にある開閉ゲートがゆっくりと大きな口を開け始めた。背後を見る。ケセンは水中服の着用が完全ではないらしく、ファスナーを上げたりベルトを締めたりしながらヨロヨロとこちらへ歩いている。距離はまだ十分ある。

　ゲートが完全に開いた。海中へ向かうスロープに前輪を載せる。

「あ、ちょっと待ってください」

　ケセンの焦った声が背後から聞こえたが無視してアクセルを踏んだ。もう大丈夫だ、たとえケセンがダッシュしても僕の出発を止めることは不可能だろう。僕は単独で海中に出る、あとはアビーとユイアミで交信できれば戦攻艇と合流できる。メリルやシバヤスとの再会も果たされるのだ。

　待っていてくれメリル、僕はちゃんと君のもとへ帰るから。










『……ウル様、聞こえますか？』

『……うん、聞こえる』

『やった！　今度は覚醒しているウル様と交信できた！』

『……そのようだね』

『ウル様の存在を感じます、近くに来てますよ』

『悪いんだけど、僕を置いてアルバイムへ行ってくれるかな？』

『はい？　仰おつしやっている意味が分かりませんが』

『僕のほうは一人でなんとかするから』

『やはりパトリモニーから脱出するのは厳しいですか？』

『いや、既にマリンバイクで海かい漠ばくへは出たんだけど』

『だったらあとは私たちと合流するだけじゃないですか？　何か不具合でも？』

『後ろに人を乗せてるんだよね、困ったことに』

『それって状況から考えるにイスマリク軍の人ですよね、もしかしてウル様、素す性じようがバレて私を探すよう強要されているんじゃ……』

『そんな深刻な理由じゃないよ、単なるドライブさ』

『そうですか、ではもしウル様とその方との間に信頼関係が築けていればですが、その方に真実をお話しして一緒にアルバイムへ行ってもらうというのはどうでしょう？　イスマリク軍には特別な信条を持たずに従軍している傭よう兵へいも多くいます、その方が傭兵なら試してみる価値はあります』

『それは止やめたほうがいいと思う』

『そうですか、二人でマリンバイクに乗るほど仲が良いのですから、もしかしたらと思ったのですが……』

『仲は良くない、むしろ僕を殺そうとしてるんだよね』

『ええっと……それはつまり、ウル様は自分を殺そうとしている人を後ろに乗せてドライブしているということになりますよね』

『そうやって他人から指摘されると僕ってかなり変な状況にいるって気づくよ』

「ねえ、シバヤス」

　背後でケセンが呟つぶやいた。振り向くとリアシートに乗ったケセンが僕を見上げている。

『ごめんアビー。いったんユイアミを切るよ』

『お待ちください！　このままじゃ……』

　僕は意識を現実に集中させると「何かな？」とケセンに答える。

　一人で海中に出られると思ったのだけれど……まさかケセンがあの距離を超人的なジャンプで短縮するとは。僕がマリンバイクでプールに入る瞬間バイクに大きな震動があって、気づいたときには腰にケセンの腕が回っていた。

「私はシェルターより海中にいるほうが好き。あなたはどう？」

「僕も海の中が好きかな、一人になれるから」

「そう、酸素空間はどこもゴチャゴチャしてるものね。だから私も広い海中が好き、でも広すぎて孤独を感じたりもする。だから私は海中に出るときはトゥーカッターの後ろに乗せてもらっていたわ。そうすればこの広い海中でも淋さびしくない。煩わずらわしくもなく孤独でもない、それが私の完かん璧ぺきな世界」

　それってつまり、トゥーカッターが死んだ今となってはケセンの中の完璧な世界はこの世に存在しないということになるのかな。

　どこまでも続く平へい坦たんな海底と澄んだ蒼の海は、視界の中間で濃い群ぐん青じように覆われてその境界線を曖あい昧まいにさせていた。時折見える魚群も規模は小さく海漠が生命の希き薄はくな海域であることを思い出させる。

「海がこんなに広くて開放的だってことに気づいたのは、イスマリクに入ってからよ」

「海は昔から広いよ」

「イスマリクに入る前は奴隷だったから、海中に出ても魚を捕るのに必死でゆっくり周りを見る余裕なんてない。身分が変わると見える世界も変わるってことを実感したわ」

「奴隷制度か、エルアザルにはない風習だな」

「タリア人の所有するシェルターなら大体は奴隷を使役しているわ。酸素空間の端のまた端、漏ろう水すいで半ば水没し空気の循じゆん環かんもまともにされていないような所が私たち奴隷の居住区よ。女子供も関係なく過か酷こくな労働を強いて使えなくなったら捨て置かれる。療養区画になんて連れて行ってくれないわ。その場で死ぬのを待つだけ。私の両親もそうして死んでいった」

「それは……ひどい、よく生きてこれたな」

「トゥーカッターのおかげよ。私が怪我をしたり病気で苦しんでいると彼が治癒してくれたの。小さい頃からそう、彼は私を生かし続けてくれた。それだけじゃない、毎日酷使されて生きる意味を見出せない私に向かって、彼は生きろと言ってくれた。どんな状況でも生き続けていれば必ず希望が訪れると……いつしか彼の存在そのものが私の生きる希望になっていったの。トゥーカッターという光があるから私は死の闇やみに飲まれずにいられた」

　トゥーカッターという存在がケセンの生きる希望だった。ならば彼の死んだ今、彼女はどう生きるつもりなのだろう。

「これからどうするの？」

「……わからないけど」

　そう言ってからしばらく間を置いた。

「一つだけやらなければならないことがある、それだけは分かる」

「それは何？」と聞いた僕だったが、ケセンの答えは僕にとって明白だった。

「トゥーカッターの仇かたきをとる」

　低くて棘とげのある口く調ちようになった。

「ヤツにはシェルター・ルシアで逃げられた。けど既にワイルド・ハントを掛けているから探す必要なんてないの。ヤツは必ず私の前に現れる。そして必ず殺すことができる。それが私の力だから」

「飛戒の力は命を縮めるってカルタが言っていた。あまり無理しないほうがいい」

「ウル・ナンムを殺せれば、私の命なんていつでもくれてやるわ」

　言葉の中に憎しみが籠こもっていた。その対象が僕なのだから本来は恐怖するところなんだろうけど、なぜか心の中に湧きあがった感情は全く別のものだった。

　死んだ人への哀あい惜せきに捕らわれて自分を見失っている、既に死の闇に飲まれ始めている彼女を哀れだと感じたんだ。

「トゥーカッターって人もそれを望んでいるのかな？」

「彼は……」と言葉は止まり腰に回した腕が少しキツくなった。

「とにかくこれは私が決めたことなの。ウル・ナンムは今も生きている。ヤツはトゥーカッターの左ひだり眼めを使って世界を見てトゥーカッターの力を使ってこれからも生きてゆく。そんなこと彼が許しても私が許さない」

　ケセンは憮ぶ然ぜんとした声で言い放った。

　前方に薄っすらと船団の影が見えた。中規模戦艦を中心にして前後に複数の戦攻艇を従えながら航行している。戦攻艇はどれも独自のアレンジがなされていて統一感がない。

　中心にいる旗艦とおぼしき戦艦もイスマリク軍のものではない外見だった。

　甲こう羅らに鱗うろこを敷き詰めた、巨大なカメのようだ。

「あれは東に展開していた旅団の分隊よ」

　ケセンもあの船団を見ていたようだ。

「あれがイスマリク軍なの？　なんか他とは違う雰囲気が出てるんだけど」

「彼らは金で雇われた傭兵団なの。労働の対価は金銭のみで軍からの支給はないから、装備一式は自前で用意してるのよ」

「どこに向かっているんだろう？」

「移動方向から考えてエンキドゥのいる本隊と合流するのでしょう」

「何か動きでもあるのかな？」

「少し前、海漠で巡回していた私の部隊が、北上するシェルター連合の船を見つけたの。攻撃しようと近づいたら、アビシャイが乗っていた。あれには正直ビックリしたわ」

　その言い方に引っ掛かった。操舵者がサラフだからビックリしたのではなく、アビーだからビックリしたみたいに聞こえた。ここはひとつカマをかけてみよう。

「僕は帝国暮らしが長いからよく分からないのだけど。アビシャイってだれ？」

「アビシャイ・エレンシ・サヒラーガ姫。現在の大サラフの一人娘よ」

　……なんだって！　それって帝国でいうと皇族じゃないか！　キトラ姫みたいじゃないか！　性格は全然違うけど……。

「サラフ制は基本世せ襲しゆうだから彼女は次の大サラフね」

　……あの子が将来、タリア人指導者の頂点に立つの？　あんなオットリした子が？　驚きよりも不安が先に立った。と、同時に他のサラフたちが彼女を避ひ難なんさせようとした理由が分かった気がした。

「姫を捕虜にできれば貴重な交渉材料に使える。そう思って攻撃を緩めたのが不ま味ずかった。結果、姫を取り逃がし、あまつさえ帝国への進入を許してしまった。姫がエルアザルの王にアミ教圏の現状を説明したなら私たちは海漠を封ふう鎖さする理由がなくなる。というか封鎖の失敗が確定する。だから事前に次の策へ移ろうとしているんじゃないかしら」

「次の策？　それってもう決まってるの？」

「これから決めるのよ。このまま海漠に留まってセム人の侵攻に備えるか、もしくは南下してシェルター連合討伐に参加するか。いずれにしてもひと悶もん着ちやくありそうね」

「じゃあ、僕らも戻ったほうがいいかもしれない」

　ケセンは答えなかった。










　僕らは海漠を進み続けた。いつしか周囲には小魚一匹見当たらなくなった。雑味のない淡たん泊ぱくな景色がどこまでも続いている。

　あれからアビーのユイアミも届いてない。これもワイルド・ハントが影響しているのだろうか？　ケセンの心にいる、あの黒い犬が邪魔しているのかもしれない。

　どうすればケセンから逃れることができるのか、アビーはちゃんとアルバイムへ向かっているのか、イスマリクがエルアザル帝国へ侵攻したら東部戦役みたいなことになるのだろうか……考えなければいけないことが多くて頭が忙しい。

　突然、腰に違い和わ感かんを覚えた。見ると僕の腰に回しているケセンの腕がズルズルと緩み始めていた。マリンバイクを急停止して背後のケセンを確認すると、彼女は荒い息を吐きながら苦しそうに眉み間けんに皺しわを寄せていた。ドックで見たときのフラついていたケセンの姿が頭に浮かぶ。

「ケセン、大丈夫？」

　答えようとするが咳せきしか出てこない。大きく肩が揺れたあと僕の背中にしな垂だれかかった。僕は下方を確認してできるだけ平坦な海底にバイクを停とめると、ケセンを抱いてゆっくり海底に寝かせた。

「ケセン、聞こえるかい？」

　ケセンは何か呟きながら苦しそうに体を震わせた。僕の声は聞こえてないらしい。これはマズい、早くパトリモニーへ戻らないと……かといって、ぐったりしているケセンを後ろに乗せて走ったらすぐに落下しちゃうだろうし。何か使える物はないかとバッグケースを漁あさるとロープがあった。彼女を慎しん重ちように抱きかかえてから体を反らして背負い、二人の間にロープをグルグルと巻きつけた。

「さあ、これで大丈夫だ。パトリモニーへ戻ろう」

　マリンバイクに跨ったとき、スクリュー音に気づいた。どこからだろうと辺りを見回すと、周囲が一気に暗くなった。上層を見上げて目に入ったのは戦攻艇の腹だった。

『ウル、聞こえる？』

　無線からメリルの声が聞こえた。戦攻艇は降下して僕の脇で停止した。後部に大きな破損があったがそれ以外に目立った損傷はなさそうだ。覗き窓からメリルが僕を見ていた。怒ったような泣いてるような表情だった。

『あんた、心配させてんじゃないわよ』

　それはこっちのセリフだと言いたかったが、彼女のウルウルした瞳を見て考えを改めた。素直に「ごめん」と言っておいた。

『おう、ウル。お待たせしますた』

　操そう舵だ席せきにいるシバヤスが僕に向かって軽く手を上げた。

「戦攻艇、大丈夫っぽいな」

『……インターセプター』

「なに？　なんのこと？」

『この戦攻艇の名前だよ。俺が名前を付けてやったのだぜ』

「ほう、インターセプターか……いい名前じゃん。で、そのインターセプター様はアルバイムまで持ちそうか？」

『持つもなにも、俺の修しゆう繕ぜんテクとコイツのポテンシャルで今やマリンバイクを超えるスピードを実現している。ちゃんとした設備のあるところで改良すればこいつは化け物になる予感』

『ウル様』

　アビーがキャノピーに顔を近づけて僕に微笑ほほえんだ。

「アビー、ありがとう。君がいなかったら僕ら離れ離れになっていた」

『これでみんな集合できましたね』

『で、ウル。その背中に背負ってる人は誰かしら？』

　かなりキツめの口調でメリルが尋ねてきた。

『なんで女の人を後ろに乗せて、しかもお互いロープで縛り合ってんの？』

「これは……その……」

『水中緊縛プレイですね、分かります』

「違うよ！　彼女具合が悪いんだよ、だからこうやって運ぼうとしてるの！」

『アビーから聞いた話だと、あんたを殺そうとしている人があんたの後ろに乗ってるってことだったけど。だから私、ウルが頭に銃を突き付けられてるのかと思って心配してたのよね。ヤバイと思って急いで来てみれば何この状況？　なんで自分を殺そうとしている人を一生懸命介抱してるの？』

「そんなの僕だって分からないよ、でも苦しんでる人を放ほうってはおけない」

『メリルさん、じゃあこうしましょう。あの方もこの船に……』

『インターセプターね、アビたん』

　……アビたん？　……

『そうでした、インターセプターに乗せて看病するのはどうでしょう？　アルバイムまで行ってから解放してあげれば問題ありません。エルアザルとイスマリクに直接の対立関係はありませんから』

『いいえ、その場に捨ておいちゃいなさい』

「え、ええ！　だって具合悪いんだよ。ほら、こんなに息も荒いし……」

『その人、もしかしてシェルター・ルシアでウルを追いかけていた人？』

「……うん」

『じゃあなおさらよ、そんなのを生かしておいたらウルだけじゃなくてアビーだって危ないのよ。別に殺せって言ってるワケじゃない、そこに寝かしておけばいいの、運が良ければ友軍が発見してくれるでしょう？』

「そんなの……殺すのと同じだ」

　覗き窓から僕を見ていたメリルが姿を消した。するとすぐにインターセプターのハッチが開いて水中服を着たメリルが出てきた。彼女は甲かん板ぱんに立つとライフルを構えた。

『じゃあいい、私が彼女を撃って終わらせる』

『メリルさんダメです！』

『メリル、それはさすがにヤバいだろ！　無抵抗な人を撃つなんて……』

『あなたたちは黙ってて、こうでもしないとウルはこっちに来ないんだから。やるしかないのよ。大丈夫、この距離なら外さないから』

　メリルが照準を合わせて引き金に指を掛けた。僕はマリンバイクの向きを変えてケセンの盾たてになった。一瞬ハッと目を見開いたメリルが再び冷静な顔で照準を合わせた。

『ウル、そこをどいて』

「ごめん、それはできない」

『なんでよ？』

「彼女を死なせたくない、それにメリルをゲスな人殺しにしたくない」

『あんた、ナーガを倒しに海中へ出たとき私が言ったこと忘れたの？　私は必ず戻るようにって言ったのよ』

「忘れてない、ちゃんと覚えている」

『じゃあ戻ってきなさい』

「ごめん、やっぱりケセンを……彼女をパトリモニーへ送りたいんだ」

　ああ、でもそんなことしたらまたワイルド・ハントが僕を追い詰めるのかな？　というか、この判断すらワイルド・ハントの影響なのだろうか？

　沈黙したメリル。やっぱり怒るよなあ、怒りを通り越して僕に絶望したかもしれない。

「あのう、メリル？」

『その人、もしかしてケセン・エラー？』

「……そうだけど」

　ほんの僅かな音量だけど、メリルの声にならない悲鳴が聞こえた気がした。

「メリル、もしかしてケセンのこと知っているの？」

　メリルは答えず、ライフルを持った手をダラリと降ろした。

『分かったわ、ウルはその人を必ずイスマリクの陣営まで送りなさい』

「……え、いいの？」

『そのかわり、送り届けたらすぐにイスマリクから離れるのよ。私たちはこのままアルバイムまで直行するから』

『どゆこと？　メリル、説明求む』

　シバヤスもメリルの急な方針転換に合点がいかないようだ。メリルは答えずハッチを開くとインターセプターに乗り込んだ。

『アルバイムまで行ったら海漠に再び入るから、中間地点で合流しましょう。もしウルがいなかったらイスマリク軍に乗り込むからね』

「それはさすがに無む謀ぼうだろう」

『そうさせたくなかったら、ちゃんと脱出するのよ』

　インターセプターは方向を変えると流れるようなスピードで彼方かなたへと消えていった。

　メリルはケセンのことを知っていた。それにたぶんトゥーカッターのことも……彼女は何かを隠している。これは直観だけれど、メリルが隠している情報は僕の驚異的な回復力や左眼のこと、それに僕が今こうして存在しているという事実に大きく関かかわっている、そんな気がした。
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　シュぺーア伯はく爵しやくはエルアザル帝国の皇帝、ナウル・シン・エルアザルの実弟にあたる。

　彼は血統やんごとなき身でありながら、多くの貴族が歩調を合わせている親イヴァヌスの風潮に公然と反発している。

　その言動は枢すう機き院いんでも度々取り上げられ問題視されている。

　事態を重く見た帝国は、彼が領主を務めるシェルター・シュぺーアへの渡航や同シェルターとの交こう易えきを禁止している。

　しかしシェルター・シュぺーアで造られた兵器はイヴァヌス教圏でも随一の能力を有しているため、裏ルートでの交易は盛んに行われている。













　ドックで僕を出迎えてくれたのは什じゆう器きの上にひとりポツンと座っているカルタだった。

「やっと戻ってきてくれた！」

　飛んできたカルタは背後のケセンを見てハタと足を止めた。

「なんでケセン姉様がいるの？　というか姉様どうしたの？」

　通路のドアが開き、困こん惑わくした表情のシャクティがドックに入ってきた。

「カルタちゃんどう？　ケセンは見つかった？　……ってあれ？」

　目をパチパチさせながら僕らの元にやってきた。

「ドライブに出ようと思ったらドックに現れてね、後ろに乗せてくれって言うもんだから。そしたら途中で体調崩しちゃって」

「あらまぁ、たいへん！　カルタちゃん、ケセンを早く医務室へ運んで！」

「はい！　シャクティ姉様！」

「いいよ、僕が医務室まで……」

「ボクが運ぶの！　いいかい、このボクが！」

　カルタはケセンを大事そうに抱えるとマリンバイクから降ろした。鼻の下を伸ばしながら小声で「恐きよう縮しゆくです……恐縮です……」と呟つぶやいている。こいつに任して大丈夫か？

　まあいい、これでケセンについては一段落ついた。再び海かい漠ばくへのドライブに戻ろう。ここからアルバイムへ向かって走ればすぐにインターセプターと合流できる手て筈はずになっている。僕はハンドルを強く握り直し機首を回転させた。

「ちょっと待ってシバヤス」

　シャクティが僕を呼びとめた。

「はい、なんでしょう？」

「あなたに来てもらいたいところがあるの」

「もうちょっと海中を走りたいので、そのあとでもいいですか？」

「いいえ、今すぐ来てほしい」

　抑よく揚ようのない言い方だった。

「とても重要なことなの」

　メガネを指でスッと上げた。反射でレンズに光が走る。身分を隠している手前過か敏びんになっているだけかもしれないが、もしかして素す性じようがバレてしまったのかという疑念が首をもたげてきた。

「いいかしら？」

　僕の乗っているマリンバイクをジッと見ている。降りろという命令が視線から感じ取れた。やはり素性がバレたのではないか？

　だったらどうする？　アクセル全開で海中にダイブしてしまおうか？

　と思った瞬間、床から大きな震動が伝わってきた。ハッと振り返ると海中へ向かうゲートが閉まり始めている。シャクティが開閉ペダルを踏んでいるんだ。

　ゲートが閉じたのを確認したシャクティは僕にニッコリと微笑ほほえみながらドアへ向かった。彼女の背中には彼女の背丈を超える巻貝のような槍やりが貼はりついている。ナーガの突撃を真っ向から受け止めた槍だ。見た目こそ知的な文官を地でいくシャクティだが、ナーガと戦ったときの槍捌さばきを考えると軽くあしらえる相手ではないことは分かる。

　ここは変に抵抗するよりも指示に従ったほうが賢明と考えた。最悪僕の素性がバレていたとしても僕にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんのケセンがあの状態だから、いきなり殺されるなんて展開はないだろう。なんて思いながらケセンのいた方を見ると……あれ？　いない。

　ケセンだけじゃなくてカルタもいない……。

「さあ、シバヤス。早くこちらへ」

「ケセンとカルタが……消えた？」

「あの二人なら今ごろ医務室でしょう」

「でも僕は二人が移動したところを見てませんが」

　呆あつ気けにとられている僕を見てシャクティはクスリと笑った。

「シバヤスも隻せき眼がんカルタの伝説を知っているのでしょう？」

「はあ……」

「カルタちゃんはねえ、コソコソするのが好きなのよ」

　そう言うと再び通路へ向け歩き出した。

　シャクティは観かん音のん開びらきのドアの前で立ち止まった。ドアの大きさや造りから考えて尋じん問もん部屋ではないようなので内心ホッとしていた。

「ここですか？」

「そう、ここ」

　そう言ってドアを軽くノックした、が、返答はない。大きな溜ため息いきのあと、シャクティが「入りますよ～」と気の抜けた声を発しながらドアを開けた。

「だ・か・ら！　とっとと南下しろって言ってんだよ！」

　爆音のような怒ど号ごうが部屋中に響き渡り、部屋に入ろうとした歩みが止まった。広めの部屋の中央に円卓があり、怒鳴り声の発信者が立ち上がって正面を睨にらみつけている、その視線の先には円卓に座するエンキドゥの姿があった。彼は腕を組んだまま気難しそうに俯うつむいている。

「こうしている間にも南方に組み込まれた傭よう兵へい隊たいはどんどんシェルターを陥かん落らくさせて戦利品をゲットしているってのに、海漠でお留守番の俺おれたちは何もなしだよ」

　興奮状態の発言者は鈍にぶい光を発する鱗うろこを重ねた鎧よろいを着ていた。首には僕の知らない猛もう禽きん類るいの羽毛を巻いている。あの出いで立たちとセリフの内容から考えて彼は東方から戻ってきた傭兵団のリーダーだろう。

　若く均整のとれた体型と整った顔立ちが集団を束ねるカリスマ的なリーダーの雰囲気を漂わせていた。彼の隣となりには大人しい色のドレスを纏まとった黒髪ロングの女性が大量の紙資料を前に置いて座っており、困こん惑わくした表情でリーダーとエンキドゥを交互に見ていた。彼女は戦闘とは無縁な人間に見えた。たぶん事務を担当するリーダーの副官ってとこかな。

「待機も立派な作戦の一つだ。なぜお前たちはそう目先の得ばかりを考える？　状況を俯ふ瞰かんして大局的に思考するという観点はないのか？」

「目先の得を考えるから傭兵なんだよ！　爺じいさんは俺たちに何を期待してるんだ」

「とにかくだ、既すでに手付は払ってあるんだから期限までは指示に従ってもらう。それとも、どうする？　二倍返しで解除するか？　こちらは別に構わぬが」

　リーダーは頭をポリポリ掻かきながら苦々しい顔で鼻を鳴らした。目立たないよう気配を消しながら部屋に入ると、あとから来たシャクティが背後に近づいてきた。

「エンキドゥ様に喰くってかかってる人は傭兵団の統領ヴォーレンランドよ、そしてその隣にいるのが参さん謀ぼうのカイエ」

「なんで僕をここに？」

「あなたもイスマリク北方旅団の一員になるのだから作戦会議に参加してもらおうと思ってね」

「まだ参加すると決めたワケじゃ……」

「いいからいいから、何事も経験よ」

　僕らは並んで席に着いた。ヴォーレンランドはそんな僕らに気づく様子もなくエンキドゥを睨み続けている。

「いいかい爺さん、俺は傭兵であると同時に経営者なんだ。旗き艦かんロイヤルオークや戦せん攻こう艇ていの維い持じ費ひ、それに部下の飯代だって稼がなければならない。だから敢あえて不確定要素の多いイスマリク北方旅団に参加したんだ。なのにこの状態はなんだ？　大きな戦闘もなく、やってることといえば巡回ばかり！　戦果による出来高なんて望めないじゃないか！」

「我々が海漠にいるからこそ、同胞はセム人からの介入を気にすることなく勝利を目指すことができるのだ」

「当初の目的は通信妨害だろ？　それが破られたんだからさっさと南方へ戻って戦争終わらせようぜ！」

「むしろ、だからこそ海漠に留とどまって北からの侵攻を防御すべきだろう！」

　たまらずカイエが「お二人とも落ち着いてください！」と二人の間に割って入った。両手をバタバタ動かしている。

「ぐぬぬ……」とヴォーレンランドは不満の籠こもった唸うなり声ごえを吐くと、視線を移した。

「おい、カルタ」

　カルタいるの？　よく見るとエンキドゥの隣に座っていた。円卓から頭だけヒョコンと出ている。こいつどうやって僕らよりも早くここに来れたんだろう？　しかも道すがらケセンを医務室に運んでいるワケだし……。

「なんだい傭兵団長」

「お前はどう思う？　同じ雇われの身だろう？」

「ボクはシャクティ姉様やケセン姉様と一緒にいることができればいいよ」

「そんなんじゃ報ほう償しよう出ないぞ」

「お金はいらない、代々盗賊をしているから僕の一族は裕福なんだ」

　鼻をホジホジしながら呆ほうけた顔で答えた、こいつ話し合いをする気がない。

「ハァ～～～～～」と自らの不幸を嘆くような深い溜息とともにガックリと項うな垂だれたヴォーレンランドがそこでやっと僕らの存在に気づいた。視線に気づいたシャクティがアハハと笑いながら彼に向かって小さく手を振った。

「シャクティ、そいつは誰だれだ？」

「シバヤスと言って新しく北方旅団に加わる予定の子よ」

　彼は興味なさげに僕を見た。改めて正面から見るとますます男前に見える。傭兵を率いる男といえば髭ひげモジャでいぶし銀なオッサンを想像する（僕だけか？）が、彼の見た目は正反対だ。線が細くて色白で彫りの深い顔立ちはどこかの貴族のような印象を与える。内面については、先ほどからの問答を聞いている限りでは貴族とは程遠いようだが……。

「シバヤスはとっても強いんですよ。ナーガを倒しちゃうんだから」

「なんであんなモン倒すんだ？　食っても旨うまくないのに」

「食用じゃありませんわ、私を助けるために倒したの」

「それはそれは、シャクティが好みそうなシチュだねえ……身の危険を顧かえりみずに私を助けてくれた王子様ってワケだ。でも実際ナーガを倒すのはそんなに難しい話じゃない。戦攻艇の十字砲火で一発だろう」

「それがねえ、シバヤスは一人で倒したんですよ」

「一人で？　自動砲でも使ったのか？」

　シャクティは人差し指をワイパーのように動かした。

「違いますわ。彼はなんと……白兵戦で倒したのです！」

　ヴォーレンランドは「ハハッ」と笑いながら仰のけ反ぞると再びシャクティを見た。

「それは不可能な話だ、ナーガの鱗は剣どころかライフルの弾も通さない。だから俺たちはその鱗を加工して戦艦の外がい殻かくや甲かつ冑ちゆうに利用しているんだ。それがなんだ？　白兵戦で倒しただと？　一体どうやったっていうんだ？」

　シャクティがニコニコしながら僕を見た。釣られてヴォーレンランドも僕を見た。

　ええっと、僕に説明しろってことかな？

「ナーガの口の中に剣をグサッと刺しまして……」

「そんなことナーガの口の中に入らないとできないだろう」

「ですから、ナーガの口の中に入って剣をグサッと……」

「おまえ、ナーガの口の中に入ってナーガを刺し殺したのか」

　さっきからそう説明してるのだけれど。

「わぁ！　シバヤス様って勇敢なんですね」

　カイエが小さく手を叩たたきながらキラキラした目で僕を見た。ヴォーレンランドは席を立つと僕に近づいてきた。何をされるのかと不安がる僕の肩を強めに摑つかんだ。

「え、え！　なんですか？」

　続いて腕……さらには太もも……。

「あのう、ヴォーレンランドさん？」

「兵士とは程遠い体格なのだが、その話は本当なのか？」

　あれ……なんだこの感覚は？　もしかして僕、いま、ドキドキしてないか？

「顔を良く見せろ」と頰ほおを摑まれグイッと向かされた先にはヴォーレンランドの顔があった、しかもド近くに。白くてキメ細かい肌、それに深い青色の瞳ひとみ……一瞬視線が合い恥ずかしくなってすぐに逸らした。なんか彼からとても良い香りがしている、これはハーブの一種なのかな、とても清潔で、とても優ゆう雅がな香りだった。

「どう見ても猛も者さとは程遠い面持ちだなあ」

「や、やめてください……」

「だがしかし……そこが面白い！」

　どうしよう、体温が急上昇して顔が熱い、心臓もバクバク高鳴って口から出てしまう勢いだ。僕の中で新しいトビラが開いてしまいそうだ。

「ヴォーレンランド、話は終わりということでいいかな」

　エンキドゥの深みのある声が妙な雰囲気を打ち破った。ヴォーレンランドは反転するとカイエに近づきなにやら耳打ちしている。ハッとしたカイエが目の前にある資料をカバンに急いで仕舞い始めた。

「ああ、話は終わりだ」

「そうか、理解してもらってありがたい」

「俺はイスマリク・タリアとの雇こ用よう契約を解除する」

「なんじゃと！　なんでそうなる？」

「ここは俺たちの居場所じゃない、そう判断したのさ」

「手付はどうする？　契約を反ほ故ごにする気か？」

「ちゃんと二倍にして返してやるさ、旗艦に戻って取ってくるよ」

「なんでお前たちはそう日和見なのだ……これだから傭兵は……」

　エンキドゥはこめかみを押さえながら力なく頭を振った。

「爺さんは文民だから分からないよ」

「どうせ金だろう？　お前たち傭兵は右手に銃を左手にソロバンを握っている」

「それもある、でもそれだけじゃない。いいかい爺さん、俺が真に求めているのは戦場の持つ血の沸き上がるような興奮なんだ。耳元を銃弾が掠かすめ被弾した戦艦が海かい溝こうへ落ちていく中を駆けて行く快感、敵をなぎ倒して大将の心臓に剣を突き差す達成感。金はその後についてくるオマケみたいなものさ。まあ、生活するのに必要なオマケだけれど」

「部下たちにもその姿勢を強しいるのか？」

「当たり前だ、生きることは戦うことだと教えている」

　カイエが資料を胸に抱えながらヴォーレンランドの言葉に深く頷うなずいた。細めた目に強い決心が窺うかがえるが、理想とする戦士の迫力は彼女の可か愛わいらしさに覆い隠されて、他人から見れば不ふ機き嫌げんなかわい子ちゃんにしか見えないのが少し滑こつ稽けいだった。

「戦いは手段だ。それを目的にしている限りお前たちの人生は永くない」

「やはり文民には分からない、か」

　ヴォーレンランドはドアに向かって歩き出した、カイエも後に続く。

　なんかこのままだと北方旅団から傭兵がいなくなって戦力減っちゃうんだけど……いいのか？　誰も止めないのか？　実際のところ僕には関係のないことなのだけど、なぜか僕はあたふたして正面を見た。円卓の向こうではカルタが興味なさげに大欠伸あくびをしている。こいつお姉様以外の件だと全く動かないな。

「ウチは寄り合い所帯ですからね」

　シャクティが言った。傭兵に盗賊……確かに寄り合いだな。奴隷解放を掲げシェルター連合打倒を目指すイスマリク・タリアも内情は一枚岩ではないということか、それともこれはイスマリク北方旅団特有のものなのだろうか？

「このまま行かしちゃって良いんですか？」

「仕方のないことですよ。むしろ突然裏切られるより、今こうやって話し合いで決別するほうが何倍もマシですわ」

　結構サバサバした回答だった。僕は軍隊の思考を知らない、それがイスマリクのような異国の軍隊となればなおさらだ。だからこの状態もこういうものとして理解すべきかも。

「ちょっと待て」

　ヴォーレンランドの足を止めた言葉は、意外にもエンキドゥから発せられた。

「お、増額の相談なら乗ってやるぜ」

「いいや違う、だがお前の戦争に対する底のない欲求に対して一定の理解はしたつもりだ。勘かん違ちがいするなよ共感したワケではないからな」

「なんだい爺さんもったいぶって、言いたいことがあるなら早く言ってくれないか？　俺はあんたに金を払ってさっさと次の行動に移りたいのだが」

「そこだ。金を求め、それ以上に戦いを求めるお前は、このあと何ど処こへ向かうのだ？」

　ヴォーレンランドは即答しなかった、答えるまでのほんの僅わずかな間は何かを決心するまでの心の準備のように感じた。

「ババール大将旗下のイスマリク・タリア主力軍がシェルター連合の敷いたマジノ戦線を突破して監かん獄ごくシェルターまで勢力を伸ばしたという情報は当然届いているよな？　爺さんは情報をくれなかったがこちらにも独自の情報網があるんで海漠にいても逐ちく一いち連絡が来るんだよ」

「聞いたら答えたさ。何も隠していたワケじゃない」

「監獄シェルターといえば大サラフのまします聖せい都とサラフィウムとは目と鼻の先、イスマリクは王の交代にまた一歩近づいたってことか」

　それまでエンキドゥに背中を向けていたヴォーレンランドだったが、ここでやっと振り返りエンキドゥを正面に見み据すえた。腰に差した曲きよく刀とうの柄つかにそっと手を置いているのが気になる。

「戦力のバランスが崩れている今こそ、俺たち傭兵にとって最大のチャンスなんだ。劣勢に立たされたシェルター連合は戦力の回復を図るために高値で俺たち傭兵を雇うだろう。俺はお前らイスマリクを蹴け散ちらして戦いを堪たん能のうする、そしてその後に待っているのが巨額の報酬だ。どうだ？　最高のシナリオじゃないか！」

「諸しよ兄けいら構えよ！」

　エンキドゥの掛け声に応じてシャクティが立ち上がり槍を構えた。海中でナーガと戦ったときと同様、重じゆう厚こうな槍を軽々と扱い、その槍先をヴォーレンランドに向けている。一方カルタはというと……あれ？　いない。

　さっきまで僕の正面で寝てるんだか起きてるんだか分からない右目をしていたカルタが跡形もなくいない。逃げ出したのかと部屋を見渡すと廊下へ向かうドアの前にいた。

　ドアを背にしてヴォーレンランドとカイエを睨みながら、両手に構えたダガーを交差させている。彼はつまり二人の退路を妨害しているんだ。先程までのトロンとした表情とは打って変わって彼の右目には冷たい殺気が漂っていた。

　前と後から刃を向けられたヴォーレンランドは、それでも飄ひよう々ひようとした態度のままクックックとリズミカルに笑ってみせた。

「これが笑ってられる状況かバカ者」

「そうかい、やっぱりそう来るよな。でもそれでいい。それも一いつ興きようだよエンキドゥ」

「お前たちの戦力は侮あなどれない。将来の敵と分かった今、おいそれと帰すことはできん」

「俺、実は試したいことがあってな、シャクティの持っている槍、神しん造ぞう兵へい器きだろ？」

「ええ、これは私がヴィマル様から賜たまわった神造兵器『形けい影えい一いち如によ』ですわ。この槍を持った者は一いつ騎き当とう千せんの力が湧き飛ヒ戒カイの力すら無力化できる」

　シャクティは自身の身の丈を超える槍をバトンのように軽々と回転させた。

「やはりそうか、そうじゃなければタリア人貴族の御ご息そく女じよが前線を張れるなんておかしいものなあ。旧時代に優れた鍛たん造ぞう術じゆつを持つ飛戒者がその能力を注ぎ込んで鋳ちゆう造ぞうした神造兵器、それらはあらゆる物理法則に干かん渉しようして、それを捻ねじ曲まげ所有者を勝利に導くといわれる。今でもその一部は現存しており戦局を大きく左右する要素となっている」

　ヴォーレンランドは曲刀の鞘さやを握りしめた。

「そして、神造兵器ならここにもある」

　柄からゆっくりと刀身が姿を現した。真黒な刀身、棟むねに金色の装飾が施ほどこされていた。












「この曲刀の名は『信仰の救い』、こいつと俺の相性はバッチリでねえ。こいつを手にしてからこっち負けたことがない。それが爺さんの目に留まって俺は今ここにいるというワケだが……実のところ俺が倒したのは普通の兵隊ばかりで飛戒者や神造兵器を持った相手と手合わせする機会に恵まれたことがないんだ。しかしどうだろうこの状況、前には神造兵器を構える解放の乙女おとめシャクティ、背後には伝説の盗賊にして飛戒者のカルタ。両者と戦える機会が一度に来るなんて、俺はなんて幸せ者なんだ！」

「あのう、ヴォーレンランドさま～～」

　カイエはヴォーレンランドの背中に自分の背中をピタリと貼りつけた。大量の資料を抱えたまま、手には申し訳程度の大きさのリボルバーを握っている。

「どうしたカイエ、これから戦いが始まるってのに、すっごい声が震えてるぞ」

「私もちゃんと戦いますよ、戦いますけど……この状況で戦いが始まったら瞬殺される気がするんですけど……」

「俺はそんなに弱くない」

「わ・た・し・が瞬殺されるんです！」

「安心しろ、百歩譲ゆずって、いや千歩譲って俺が殺されても、お前には俺の敗北と傭兵団の撤てつ退たいを部下たちに伝える役目がある。よくある『一番弱そうなヤツは生かしておいて伝令に使う』というパターンだ」

「なるほど、それはリアルな話ですねえ」

「もっとも俺がエンキドゥだったら、お前も殺して事情を知らない部下たちは旗艦ロイヤルオークともども集中砲火で海の藻も屑くずにするけどな。そうすれば禍か根こんが残らない」

「うわ、そっちの方がよりリアル……って結局私、殺されちゃうじゃないですか！」

「ハッハッハ！　いずれにせよ、どう転ぶかはすぐに分かる」

　部屋中に殺気が満ち満ちている。シャクティやヴォーレンランド、それにカルタの発するそれは常人とは桁けた外はずれなのか、彼らの周囲の空気が揺れる水面のように歪ゆがんでいるのが分かる。可視化できるくらいの殺気ってどんだけだよ……。

　その時、ふとある疑問が浮かんだ。なぜヴォーレンランドはわざわざシェルター連合に加担するなどと宣言したのだろう。エンキドゥからの問いに対して適当にお茶を濁にごしていれば速やかにイスマリク北方旅団と決別し海漠を出ることができただろうに。シャクティやカルタと戦いたかったから？　それならもっと上手な方法があったはず、戦闘は不得手であろうカイエを巻き込んでいる時点で下げ策さくと言わざるをえない。

　トントンとエンキドゥが机を軽く叩いた。

「もうよい、諸兄ら武器を収めろ」

　シャクティが槍を下げ、カルタも渋しぶ々しぶといった表情でダガーを腰に収めた。

「どういうことだ爺さん、この俺に恐れをなしたのかい？」

「お前を倒すことはできるだろう。しかしこちらにも損害が出る可能性がある。トゥーカッターを失いケセンもあの状態だ。これ以上指揮官を失うことはできない」

「じゃあこれで終わりということで、帰っていいんだな？」

　曲刀を鞘に収めたヴォーレンランドに向かってエンキドゥが手のひらを伸ばした。

「いや待て、シェルター連合に加わる意志があると分かった以上、ここでお前を帰すことも、やはりできない」

「ならばどうするよ？　この場をどうやって収めるつもりなんだ？」

　俯いたまま目を閉じたエンキドゥが、ややあって再びヴォーレンランドを見た。

「お前の要求どおり、基本料金に加えて明日以降は臨戦時の特別手当及び正規軍と同様の保護を加算しよう。契約の基本条項は変わらずその部分のみの更改と考える」

　ヴォーレンランドとカイエが頭を突き合わせてコソコソ話し始めた。

「これはオイシイです、出来高や戦利品ほどではありませんが、こちらの被害がないまま料金が逓てい増ぞうしていきますから」

「でも結局後払いだろ？　それまで物資は掛けで仕入れる他なしなんだろ？」

「私たちはいつも現金払いなので市場の信用もあります。それに契約書の副本をギルドに持っていけばいくらかの融ゆう資しも受けられると思うので現金の融通もつけられます」

「シャクティさん、彼らの内緒話、漏れまくってますが……」

「聞かなかったことにしてあげましょう」

　内緒話を終えたヴォーレンランドはエンキドゥに向き直ると直立姿勢をとった。

「よっしゃ爺さん、いやエンキドゥ閣下。それでお願いいたします」

　仰ぎよう々ぎようしく頭を下げたが、エンキドゥは彼を見ようともせず手のひらを振った。

「もう行け、更改契約書はあとで作成して届ける」

「閣下の署名ではなく、ヴィマル国王の署名が入った公書での作成をお願いいたします」

「今は公書の在庫がない。ワシの署名でも十分信用はあるだろう」

「いいえ、公書でお願いいたします」

　ヴォーレンランドは頭を下げたままエンキドゥを見上げている。食い下がる態度に顔を赤らめたエンキドゥだったが、すぐ脱力したように「わかったわかった」と鈍なまくらな返事をした。

「数日内に大本営から連絡艇がやってくる、その時公書も何枚か持ってくるだろうからそれを契約書にすればいい」

「数日内ということは今すぐではないと？」

「手元に公書がないのだから仕方ないだろう」

「では公書による契約書の提出があるまで担保の提供を受けたく思います」

　苛いら立だちがマックスに達したエンキドゥが声を発する直前、僕の隣で大人しくしていたシャクティが椅い子すから立ち上がった。

「先ほどから黙って聞いていればヴォーレンランド、あなた我わが儘ままが過ぎますわよ。料金を上げろだの公書で契約を交わせだの、それに今度は担保を寄こせですって？」

　そこで一息つくと少し冷静な口く調ちようで続けた。

「私が槍を収めたのはエンキドゥ様の指示があったからです。もし戦いになればあなたに後れを取るとは全く思いませんのよ。それともどうですか？　やはり一戦交えてみますか？」

「さっすがシャクティ姉様！　ボクも協力します」

　シャクティの言葉にカルタが合いの手を入れた。

「この同性愛者に裁きの鉄てつ槌ついを喰らわせてやりましょう！」

　……やっぱりそうなのかぁ……そんな雰囲気出てるもんなあ。

「なに言ってんだこのクソガキ！　俺は同性愛者じゃねえ！」

　ヴォーレンランドがカルタを威い嚇かくするように睨んだ。

「俺は両刀だ！　どっちもイケるクチだ！」

　それは否定になってないだろう。むしろ肯定した上にさらに面倒な性せい癖へきを乗っけてる感じだろう。

「やめい！」とツバを大量に飛ばしたエンキドゥの一いつ喝かつが場を鎮しずめさせた。

「担保を差し出せばいいのだな？　他に要求はないのだな？」

「お、おう……じゃなかった、はい閣下」

「ならば持って行け、言っておくが質素倹約を旨むねとするイスマリク北方旅団に宝飾品の類たぐいはないぞ」

「エンキドゥ様いけません。ネズミにお菓子を与えると、次はミルクを欲しがる。こういう輩やからは要求をドンドン重ねていくものです」

「俺は配管を逃げ回るネズミじゃねえよ！　どっちかって言うとそいつ等らを捕まえるネコのほうだ！」

　いいや、たぶんお前はタチだ。

「それに俺の要求する担保は一つだけだ。あとで追加なんて求めない」

「そうか、それを聞いて安心した」

　シャクティが「ダメです」とエンキドゥに詰め寄るが彼は指を立てそれを止めた。

「で、何が欲しいのだ？　公書が届くまでの間、ワシはお前に何を差し出せばよいのだ、戦攻艇か？　それとも巡洋艦か？」

「これにございます」とヴォーレンランドが指差した先はちょうど僕の背後。何があるのかと振り向いた、がそこには無地の壁があるだけだった。

　何もないな……と円卓に視線を戻すと、みんなが僕を見ていた。

「ナーガ殺しのシバヤスを担保として所しよ望もうします」

「ダメ～～！　ダメダメダメ！」

　悲鳴に似た叫びとともにシャクティは僕に覆いかぶさり頭を抱きしめた。頰に巨乳の弾力が伝わり、やがてそれは顔全体を覆ってゆく……。

「あんな性の獣に、私の大事なナイト様を渡すなんて絶対にダメ！」

　甘い香りの水風船、その中に顔を沈める幸福感……息はできないけど。

「それに、シバヤスはイスマリク・タリアの正式なメンバーではありません。つまり北方旅団の所有物ではありません。これでは担保たり得ない」

「だったら北方旅団にとっても得じゃねえか」

「あなたもしかして、シェルター連合への参加や数々の要求はブラフなんじゃなくて？　本当の目的はシバヤスの引渡しなのでしょう？　ナーガを白兵戦で倒したシバヤスに興味を持った、そして欲しくなった。どうですか？　そうなんでしょう？」

「だとしたらどうだと言うのだ？　そもそもシバヤスの英雄譚たんを自慢げに語ったのはシャクティ、お前ではないか。それが俺の興味を惹じやつ起きした。やだねぇ、お金持ちは手に入れた宝を金庫にしまわず身に着けたがる」

　いつの間にか僕はシャクティの所有物という見解になっている。そのことについてはみんな突っ込まないんだな。別にいいけど……。

「エンキドゥ様、こんな要求は拒否してください。シバヤスは有能な指揮官候補ですよ」

　僕の頭を抱きかかえたままのシャクティを、これはこれで困ったものだという表情で一いち瞥べつしながらエンキドゥは椅子に深く座りなおした。

　そういえばカルタはどうした？　乳に埋もれた顔を少しずらして谷間から視界を確保すると、彼はドアの前から円卓に戻っていた。呆けたように口を開け僕の方をトロンとした目で見ながら「それはなんという名のご褒ほう美びですか？　シャクティ姉様……それはなんという名のご褒美ですか……」と微かすかな音量で呟いている。

「シバヤスよ」と顎あごを若干引きながらエンキドゥが言った。乳圧で声が出ないため彼の方に顔を向けることで答える。そろそろ酸欠が極限に達しそうだ。

　シェルター・ヘブンが見えてきた。

「少しの間でよい。ヴォーレンランドのもとへ行ってくれ」

「そ、そんなエンキドゥ様！」

「公書が届くまでの間だ、それまでシャクティも我慢せい」

「司令官の命令だぞシャクティ。シバヤスを俺に渡せ」

　シャクティは「イヤです！」と叫ぶと腕に猛烈な力を籠めた。瞬間、僕の意識は薄れ視界が真っ白になった。意識が飛ぶ瞬間、カルタの叫び声が聞こえた。

「これは！　腹上死に次ぐ、男子理想の死に方ランキング第二位『乳圧による窒ちつ息そく死』だ！」

　それはどこで集計してるんだ？　……ってか、僕は死んでないから。気を失っただけだから。










　無ぶ骨こつな外見とは対照的に、旗艦ロイヤルオークの艦内は清潔感に満ちていた。

「どうだい俺の船は？」と僕の前を歩きながらヴォーレンランドが振り返った。

「意外に普通、だと思う」

「普通って……お前どんな想像してたんだよ？」

「きっとあれですよ。カルタちゃんとシャクティさんが言っていたこと」

　僕の隣を歩くカイエが芯しんを突いてきた。その通り、同性愛、性の獣……そんな呼ばれ方をする人物が所有する戦艦だ、内部は僕の知らない大人のおもちゃ、いやもっと大規模な大人の装置なんかで溢あふれていると思っていた。

　しかし実際は普通、というか今歩いている通路やドックを見ても、照明に反射光を利用したり壁にはモノグラムのプリントが施されていたり、けっこうお洒落しやれな感じを受けた。一番驚いたのは通路に飾られている観かん葉よう植物だ。植物全般が貴重なこの時代に、あんな貴婦人の寝室にしかないような貴重品を配置しているとは……この傭兵団、実はかなり潤うるおっていると見た。

「あいつらはねえ……性に対して封ほう建けん的てき過ぎていけない」

　ヴォーレンランドが開放的過ぎなのでは？

　通路の向こうから女性の搭乗員が数名歩いてきた。彼女たちはヴォーレンランドの前で丁てい寧ねいに敬礼すると後方へ去ってゆく。そういえばドックにも女性が何人かいて戦攻艇の整備をしていたなあ。あとエレベータに乗ったときも女性が同乗していた。

「なんか女性の搭乗員が多いような気がする」

「そりゃそうさ、俺の部下は全員女だからな」

「全員？　艦内であなたと同じ甲冑を着た兵士を見たけど、あの兵士も女性なの？」

「そうだ、戦闘でナメられないよう、俺と同じ好戦的な甲冑と面めん兜かぶとを着用させている」

　あのトゲトゲしい装備は確かに威圧感がある、中身が女性だなんて思わないだろう。

　それにしても……。

「なんてハーレム！」

「ハッハッハ！　そうだ、ここは俺様のハーレムだ」

　小気味よく笑いながら通路脇の部屋へと入って行った。僕とカイエも後に続く。

　部屋の中は小さなホールになっていた。軽快な音楽が流れていて部屋の中央ではその音楽に合わせ体を動かすレオタード姿の女の子たち。脇にはトレーニングの機器があり艶つややかな汗を滲にじませながら鍛たん錬れんに勤いそしむレオタード姿の女の子たち。

　様々な女の子が汗で肌を光らせている……レオタード姿で。

「でも正直、ハーレムを創ろうとしてこの子たちを集めたというワケではない。この子たちは全員、元は奴隷だったのだ。それを俺が買い上げた」

「奴隷を買った？　奴隷って買えるの？」

「当然だ、奴隷は家畜と同格で人権などない。だから売買の対象になっている。俺はシェルターを巡り奴隷商人から女の奴隷を相応の値段で買う、そして買った奴隷に対して同額の債さい務むを背負わせる。彼女たちは俺のもとで働きその債務を返済する。みごと完済すれば所有者権限で奴隷身分を解いてやる。そうすれば彼女たちは一般市民として人権と自由が与えられるって寸法だ」

　それってイスマリク軍とは方法が違うけれど、やっていることは同じ奴隷解放だよな。

　ヴォーレンランドは彼なりの方法論と尺度で現実世界を変えようとしている。

「でも、なんで女性だけなんだい？　むしろ男性の奴隷を買ったほうが傭兵という職種柄便利だと思うけど」

「男の奴隷は戦いで武ぶ勲くんをあげればいくらでも出世できる。タリア人シェルターの中には元奴隷の領主だっているくらいだ。しかし女は違う。良くて貴族の侍じ女じよか商人の妾めかけ、大多数は娼しよう婦ふか物もの乞ごいで一生を終える。死ぬまで貧ひん民みん窟くつから出られない。つまり生まれたときから人生ドン詰まりなんだ。だから俺は彼女たちに自由を与える、戦うことで得られる自由をな。それに実際使用してみると女のほうがよく働くぞ。戦闘だって男に劣らない、むしろ男より残酷だったりもする。なので女ばかりでもなんの支障もない」

　言い終えたヴォーレンランドはホールの中央へと向かった。彼に気づいた女の子たちが彼のもとに集まると瞳を輝かせながらキャッキャと話している。彼のリーダーとしての人気が窺えた。もっともリーダーでなくてもあの整った顔立ちじゃあ女性は放ほうっておかないだろう。

「女性兵だと白兵戦で後れを取るのは確かです」

　カイエが一歩踏み出し僕の横に並んだ。

「でも銃やカノン砲は女性でも撃てます。戦艦だって戦攻艇だって操縦できます。ヴォーレンランド様は私たちに自由を得る方法を提示してくださいました。自由とは、それを得ようとして戦った者にのみ与えられるのだと。あの方に出会わなければ私は今でもシェルターの最下層で空腹に喘あえいでいたことでしょう。私だけじゃなくてここにいる皆がそうです。だから皆あの方を尊敬し、愛しています」

　部下の全員に愛されるリーダー。彼って結構いいヤツなのかもしれない。

「じゃあもう、今夜はみんな一度に相手してやんよ！」

　ヴォーレンランドが叫ぶと周りの女性陣がキャーキャー黄色い声を撒まき散ちらした。

「まあ、素行に若干の問題があるお方ではありますが……」

　トホホ……と眉まゆをひそめるカイエ。

「英雄色を好むってことなのかな、誰にも迷惑かけていなければいいんじゃない？」

「シバヤスさん、なんか他ひ人と事ごとって感じですけど、ヴォーレンランド様は男性もイケる口ですよ。夜中、寝室に忍び込まれて突然あんなことやこんなことをされてしまう可能性だってあるんですよ。あんなところにこんなことをされたり……そんなところにあんなことをされたり……」

　カイエが鼻息を荒くしながら独り言を始めた。彼女の想像の中で僕はヴォーレンランドにどんなことをされているんだ？

「おーい、シバヤス、こっちに来い」

　ヴォーレンランドの声に従ってホールの中央に立った。彼を取り巻いていた女の子たちは既に移動しホールの端で大人しく座っている。彼は壁に掛けてあった模造刀を二本取ると一本を僕に投げて寄こした。

「一試合お願いしたい、ナーガを殺したお前の腕前が見たいのだ」

　模造刀を振りながら僕を見た。たぶんそれこそが僕がここに呼ばれた理由なんだろう。

「いいけど、僕は軍人じゃないから、あなたが期待するほどの剣技を持ってはいないよ」

「そんなのやれば分かるさ」

　上段に構えた彼の眼つきは先ほどまでのニヤついたものとは違っていた。ならば、と剣を構えようとしたが、さて、剣ってどう構えるんだろう？　考えたって分かるものじゃない。そもそも知らないんだから。

　仕方ない、ここはヴォーレンランドを真ま似ねてっと……こんなんでいいかな？

「一つ賭かけをしないか？」

「いいけど、どんな？」

「俺が勝ったらシバヤスは俺に抱かれる」

　うわぁ……負けたら最悪の展開だ……でも待て、だとするならば……。

「じゃあ僕が勝ったら？」

「俺がシバヤスに抱かれる」

「どっちも同じじゃないか！」

　勝っても負けてもバラ展開必ひつ須すってどんな賭けだよ！

「わかった、わかった。それではお前が決めろ。勝ったらどうする？」

「ヴォーレンランドが僕を襲わない。性的な意味で」

「却下、ハイ試合開始！」

　言い終わると同時にダッシュで距離を詰めてきた。反論する余裕もなく背後に飛んで距離を稼いだ。ヴォーレンランドは自身のスピードが衰えていない段階で左足を軽く床に着けると再びのダッシュ。さっきのは余よ興きようと思えるほどにスピードを増した。

　僕が着地したとき、彼の姿は目前だった。しかも彼にとって抜群の間合い。

　瞬間振り下ろされる刀、同時に僕は理解した。ケセンと戦ったときと同様にどうしてだか分からないけれど、どのように動けば刀を回避できるか、その答えが体から湧いてきた。左足を軸にして九〇度回転すると眼前でヒュンッと風の音を纏って刀身が振り下ろされた。

　が、間かん髪はついれず「レ」の字で振り上がった。咄とつ嗟さに仰け反る僕の胸元を切ッ先が掠める。背後に重心を移動させた勢いでトトトンッと後退して彼の間合いから逃れた。

　ここでいったん僕らの動きは止まった。さっきまで沈黙していたギャラリーがいきなりキャーッ！　と歓声を上げた。女性たちに交じってカイエも「お二人とも凄いです！」と叫びながらパチパチ手を叩いている。

「シャクティの言ったことはあながち噓うそでもないようだな」

　ヴォーレンランドが姿勢を低くして再びの攻撃に出た。体を左右に振ってかく乱を狙ねらったけど彼は迷わず直進し一刀目を仕掛けてきた、その打突を刀で受けるとすかさず刀を引いての逆ぎやく袈け裟さ斬ぎり。これも刀で往いなす。

　刀同士のぶつかる乾いた音が部屋に響き、続いて女の子たちのキャーッ！　という歓声が発生する。そのコンボがしばらく続いた。黄色い声援に交じって「ヴォーレンランド様、ファイトです！」「ファイ！　オー！」などの掛け声も聞こえ始めた。

　これは……女子体育会系のノリだ。

　ヴォーレンランドがフェイント気味に脇へ飛ぶと視界の端から脇腹を狙う刀が見えた。これも刀で受けたが予想より強力な振りだった。バランスを崩して体がグラついた。すぐに体勢を戻したが、そのとき目の前にあったのはヴォーレンランドのうっすら浮かべた笑みだった。勝った、とばかりに吊つり上あがった口元と喜びで少し下がった眼め尻じり……そして彼の頭上にある振り上げた刀……。

　ダメだ、刀で受けるには時間がない！　移動して回避なんてもっと無理！

　無意識のうちに刀を放した、そして空いた両の手で彼の握る刀の柄を握った。

「シバヤス、放せよ！　これは俺の刀だろうが！」

「イヤだよ！　だって放したら打たれるもの！」

　二人とも両手を大きく上げて一本の刀を握っている状態。二人で「人」の人文字を形成している。この現状を打開しようともがくヴォーレンランド、他方で維持しようとする僕、二人の力が拮きつ抗こうして「人」の字がプルプル震えている。

「刀による模擬戦なんだから刀を放したら負けだろ！」

「まだ打たれてないから負けじゃない！」

「勝っても負けても同じ結果なんだから負けちまえよ！」

「それだよそれ！　その賭けをなんとかしてくんなきゃ放さない！」

「なんでだよ！」

「僕になんの得もないからに決まってるでしょ！」

　沈黙したヴォーレンランド、少し間を置いて力を抜くと模造刀を下ろした。

「分かったよ、とりあえず小休止だ」

「……本当だね？」

「一度宣言したんだから安心しろよ、ここにいる皆が証人だ」

　これは信じて良さそうだな。ホッとして彼から離れると自分の刀を取りに向かった。

「シバヤスが勝ったら襲わないでおいてやる。性的な意味で」

　これでやっと試合をする理由づけができた。女の子の一人がヴォーレンランドに駆け寄ると彼の前に椅子を置いた。彼がそれに腰かけると女の子たちが周りに集まり彼の汗を拭ぬぐったり団扇うちわで扇あおいだりしている。

　僕には誰も来てくれない、すごいアウェイ感。

「鎧を脱がせてくれ、模擬戦でこんなの着てたら拘束具にしかならん」

　女の子たちは「ハイ！」と行儀よく合唱すると、座っているヴォーレンランドの周りで円陣を組むように集まった。

「シバヤス様、これどうぞ」

　振り向くとカイエが僕にコップを差し出していた。ありがとう、とそれを受け取り飲んでみると。こ、これは……果実ジュース！

「こんな高級なモノ、いいの？」

「ヴォーレンランド様が所有している農園で収穫した果物から作ったんです。女の子たちにも大人気なんですよ。少量しか作れないのが難点ですが」

「おかげで元気が出たよ、これでまた戦える」

「ヴォーレンランド様は最近負け知らずですから、ちょっと天てん狗ぐ気味で……とんでもない野望を抱き始めるんじゃないかと心配なんです。だからシバヤス様がその鼻をポキッと折ってくれれば現実に目覚めてくれると思って。私、シバヤス様を応援します」

　そう言うと僕から離れていった。途中歩みを止めると振りかえり「シバヤス様カッコいいですよ」と言ってニコリと笑ってくれた。

　おお……なんかいい気分だ、女の子に囲まれているヴォーレンランドよりも内容の濃い好意をもらった気がする。これはカイエのためにも勝たねばならない。

「よし、じゃあ試合再開するか！」

　女の子たちがヴォーレンランドから離れ、彼も椅子から立ち上がった。先ほどまでの無骨な鎧は脱がされ鎧下着と袴はかまの出で立ちになっている。

　再び部屋中が女の子たちの甲かん高だかい声援に包まれた。

「いや～ッ！　やはり鎧を脱いだほうが開放感あるな」

　……あれ？　なんで鎧下着の襟元から胸の谷間が見えるんだ？

「あの鎧は胸が苦しくなっていけないぜ」

　そうか！　あれは発達した大胸筋か……！　ってそれは無理があるな、ヴォーレンランドの肌同様、白くてきめの細かい、ぷにょぷにょしてそうで、男である僕が思わず揉もんでみたくなる大胸筋なんてあるワケないし……。

「どうしたシバヤス、アホみたいな顔して」

　僕は彼の胸を指差して「それ」と呟いた。彼は自分を見下ろして、

「ああ、どうだデカイだろう。シャクティと同じくらいあるぞ」

「それって何？」

　ヴォーレンランドは「ハァ？」と疑問形の吐息を吐き、そのふくよかな胸を両手で揉みながら「乳に決まってんだろ」と、さも当然のように、でも僕には理解不能な言葉を発した。これはキチンと確認しないといけないな。当たり前のことを確認するのだから生産性のない作業ではあるけれど、その当たり前の中に当たり前でない事象を発見してしまったのだから、やはり確認しないといけないな。

「ヴォーレンランド、一応確認するけどさぁ」

「ああ、なんだい？」

「あなたは男性だよね？」

　女の子たちの声援が止やんだ。みんな一様に血の気が引いている。考えてみれば僕の言葉は男性を女性呼ばわりしたとも取られかねないニュアンスを持っていた。人によっては怒り出すのも分かる。これは謝罪しないといけない。

「ごめん、そういう意味じゃないんだ」

「……じゃあ、どういう意味だ」

　低い声で返答が来た。

「もちろんあなたが男性だっていうのは知ってるんだけど、なんというか、綺き麗れいな顔立ちをしているし肌も白くて美しいし……それにオッパイもあるし……」

　うん？　オッパイあるよな？

「お……俺は……」

「男性だっていうのは知っているよ、もちろんそれは……」




「オ・レ・は・お・ん・な・だ！！！」




　はい？　と疑問が浮かぶと同時に側頭部に衝撃が走った。僕の体は側転しながらぶっ飛んで通路側の壁に激突。バゴン！　という衝撃音とともに左半身が通路側に飛び出た。

　通路を歩いていた女の子が「ギャーッ！」と絶句して床に尻しり餅もちをついた。壁からいきなり人間の左半身が出てきたんだから、そりゃ驚くよなあ。

　一方、部屋の中からは一際大きな「キャーッ！」という歓声が上がった。それがヴォーレンランドの勝利に歓喜する女の子たちの声だと分かり、ようやく僕は自分が負けたのだと理解した。










「あ～も～……何やってんですかシバヤス様！」

　プリプリ怒っているカイエに先導されながら、僕は旗艦ロイヤルオーク最下層の薄暗い通路を歩いていた。頭にできた特大のタンコブはカイエが軟なん膏こうと湿布で対応してくれたが、回復力が高い僕でも腫はれが引くまでしばらくかかりそうだ。

「だってさぁ、ヴォーレンランドが女性だなんて普通分からないよ」

「ヴォーレンランド傭兵団の統領レティシア・ヴォーレンランドって言ったら、タリア人で知らない人はいないくらいの有名人じゃないですか」

「……僕、タリア人じゃないし」

「タリア人じゃなくてもあの顔見れば女性だってすぐ分かりますよ」

「それは僕もなんか変だなあと思ったんだ、男性にしては整った顔をしているなって。でも同性愛者だとか男もイケるクチだとか皆が言うし、本人だって「両刀だ！」なんて宣言してたから」

「ヴォーレンランド様は同性愛者なので基本女性が好物ですが、男性もオッケーです」

「一人称が『オレ』だよ？　それにあの粗暴な感じとか……」

　続けようと思ったけど言い訳っぽくなっていることに気づいて口を噤つぐんだ。

「途中まではヴォーレンランド様の攻撃を全部弾はじいてたから凄いって思ってたのに、最後の最後であんな大振りのスウィングをノーガードで頭に喰らうなんて信じられない」

　カイエは振り向くと半眼で僕を見た。

「あのう、僕、どうなっちゃうの？」

「何も変更はないです、予定通り担保としてロイヤルオークにいてもらいますよ」

「ここにいなきゃいけないってことは、やっぱりヴォーレンランドに襲われちゃうのかなあ……性的な意味で、賭けに負けたし……」

「それはどうでしょう、ヴォーレンランド様はシバヤス様の勘違いにかなりご立腹だったので、もしかしたらもうお会いする気はないかもしれないです」

　それはありがたい！

　……待てよ、彼は……違った、彼女は女性なのだから当初僕が恐れていたバラ展開には決してならないよな。じゃあ僕はなんのために戦っていたんだ？

　あれ？　なにがなんだか分からなくなってきたぞ。

　薄暗い通路の端まで来ると幅員が円形に広がり天井も通路より高い空間が設もうけられていた。そこを歩く僕の正面に見えてきたのは格子状の扉。

「これって牢ろう屋やじゃない？」

　カイエは「牢屋と言われれば牢屋ですが……」と意味深なセリフを吐きながら腰にぶら下げた鍵かぎで扉を開けた。

　灯あかりが点ついて驚いた。ここは確かに牢屋なのは分かった、四方の壁に覗のぞき窓まどはなく簡易ベッドと奥にトイレがあるのみ。いかにもな感じの牢屋だった。驚いたのはこの牢屋空間のほとんどすべてを覆い尽くすように置かれている大量のガラクタ、船の部品やらロボットの残骸やら……メカメカしい大小様々なモノたちが堆たい積せきして山になっていた。

「いやぁ、また増えてますね～」

　カイエは腕を組んで感嘆すると、ベッドを侵食しているガラクタを除き始めた。

「これは何？」

「ヴォーレンランド様の収しゆう集しゆう癖へきの賜たまものです。傭兵団は仕事柄様々な地域に足を運ぶのですが、あのお方は出先で売っている珍妙な品を買うのが好きなんです。でも実際買ってみても役に立たないのが多くて、それらは行き場を失ってここに収納されるのです」

　ベッドを一通り整えたカイエが手のひらを横に動かし「さあ入れ」と促す。

「もしかして外から施せ錠じようしたりしないよね？」

「もちろん」と、大きな瞳を僕に向けたカイエが「しますよ」と続けた。

「なんで！　それじゃまるで捕虜じゃないか！」

「いいですか、シバヤス様は私たちの生命線。その辺はちゃんと認識してますか？」

「生命線？　ナーガを倒した僕にヴォーレンランドが興味を持ったからここに呼ばれたと思ってるけど、僕が呼ばれた理由って他にあるの？」

「シバヤス様はイスマリク北方旅団ではかなり買われている存在です。特にシャクティ様の覚えが目め出で度たくていらっしゃる。あのお方はイスマリク・タリアの大スポンサーであるマハパトラ家の御息女なのです。ご自身は自覚がないようですが、手にしている超高価な神造兵器や指揮しているバイク部隊、それに指揮官という地位、そのすべてがお家柄から派生していると考えて間違いありません」

「気品のある女性だなとは思っていたけど、やっぱり貴族かあ」

「貴族ではありません。大貴族です。そんな大貴族の御息女が大変気に入っている……もしかしたら恋しちゃってるかも、と思うほど気に入っているシバヤス様がこの旗艦ロイヤルオークに搭乗しているのです。もしエンキドゥ様が翻ほん意いしても、この艦を沈めることはできない」

「おお、なるほど」

　……ん？　もしかして、それって……。

「僕、もしかして人質なの？」

「質しち草ぐさも立派な担保ですよ」

　はあ……なんか体ていよく泥沼に誘導された感じだなあ……。

「でもさ、もし更改契約が成立してもエンキドゥが契約内容をキチンと履り行こうするかどうかわからないぞ。契約成立後、僕がパトリモニーに戻った途端ドカンとくるかも」

「だからこその公書です、公書にはヴィマル王直属の飛戒者が付ふ呪じゆをしており、そこに書かれた内容は飛戒の力で即座にタリア人シェルター内にある公文書館に転送され公示される仕組みになっています。ですから公書による契約成立後にその契約をなかったことにするのは不可能です」

「ここは海漠だ。エンキドゥがロイヤルオークを沈めて、その責任をシェルター連合に押しつけるなんていう偽ぎ装そうも容易たやすく行える場所だよ」

「更改によりイスマリク北方旅団は私たちを『正規軍と同様に保護する』という義務が生じます。そんな条件の下で私たち傭兵団のみが全滅したらギルドはヴィマル王の責任を追及するでしょう。結果、王の沽こ券けんにかかわる事態に発展します」

　つまりヴォーレンランドたちは公書による契約までは僕を人質にして安全を図り、契約成立後はその契約内容が安全を保証してくれるのか。

　カイエは牢屋から出ると格子の扉を閉めた、ガチャリっと施錠の音が聞こえる。

「あのう、人質なのは分かったけど、施錠はしなくても良くない？」

「ダメですよ、シバヤス様に逃げられたら私たちアウトですから」

「そんな……僕が逃げるワケないじゃん」

　実は逃げる気満々です、こんなとこで足止め喰らってたらメリルが本当に迎えに来てしまう。早く逃げてインターセプターに合流しなくてはならない。

「シバヤス様にその気がなくても北方旅団の誰かが奪だつ還かんに来るかもしれません。そのための施錠でもあります。食糧と水はあとで届けますから、しばらくはそこでガラクタと遊んでてください」

　そう言うとカイエは通路の奥へ消えていった。










　ベッドに横になると、さてどうしたものかと思案した。そしてすぐに気づいた。

「この牢屋、ホコリ臭い」

　どうでもいいことだった。

　発想を変えよう、ムクッと起き上がり牢屋の周りを観察してみた、何処かに抜け道があったりして。一〇分ほどかけて丹念に調べたがそれらしいモノはなかった。というか通気口すらなかった。ガラクタが大量に放置されていて空気の循じゆん環かんがないからホコリ臭いのかぁ、やっぱりそれもどうでもいいことだった。

　ふと目に留まった本を手にとった。表紙から既に読めない文字、きっと大昔に消滅した文明の遺物だろう。気晴らしにページを一枚めくると付ふ箋せんを発見。そこには僕の知っている文字で「隠された海中の楽園、シェルター・アルテミア」と書かれていた。多分それがこの本のタイトルなのだろう、僕は興きよう醒ざめして本を放り投げた。

　この手の話は聞き飽きている。内容は大体こうだ……。

『この海中世界の何処かには外界との接触を断ち独立稼動を続けているシェルターがある。そのシェルターの内部は草木に溢れ、水は澄んで淀よどみなく空気も甘くて濃い。また、自動人形の従僕が労働を担っているので、人々は多くの時間を詩歌の朗読や音楽の鑑賞に費やすことができる。

　まさに海中のシェルター・ヘブン、実在する理想郷……だからシェルターの人々は外界に出ようとしないし、また外界から人がやって来ることで自分たちの平安を脅おびやかされるのを恐れ、シェルターの入口を巧妙に隠して海中からの侵入を拒んでいる』

　最初にこの話を聞いた人は、みな自分の理想とするシェルターを心に思い描き「ああ、そんなシェルターがあるなら行ってみたいなあ」などと夢想するが、しばらくして気づくのだ。「あれ？　それの情報源ってどこ？」と。

　中から誰も出て行かないし外から誰も入れない。ならば海中にいる僕らがそのシェルターの存在を知ることはできない。つまり楽園シェルターなんて初めから存在しないんだ。何処かの誰かが垂れ流した妄もう想そうが人々を介して広まっただけのこと。

　そして多分イヴァヌス教の説くシェルター・ヘブンやアミ教で言うところの楽らく土ども源流は同じなのだろう。死ななきゃ行けないんじゃ生きている人間は確認のしようがない。

　しかし、と僕は思い出す。旗艦パトリモニーにあったあの絵を……あれは何？　蒼あおい色を持つ果てのない天井と、その下で手を伸ばす少女。彼女の足元には見慣れぬ草木が茂る。あの絵はこの世界にはない開放感と平安に満ちていた。エンキドゥの言動は絵に描かれた空間が存在すると示し唆さしていた。シャクティはその場所へ向かうために戦っていると言っていた。つまり人間を救うために戦っていると。

　彼らはもしかして、実存するシェルター・ヘブンへの道筋を発見したのではないか？

　人間は南方からこの世界に広がったと聞いたことがある。もしかしたら世界最南端のシェルター・グノーシスには人類救済の方法が眠っているのかもしれない。

　シェルター・グノーシスといえば古イシュタル王国の王都だった場所、アミ教圏で最大版図を築いたイワン大帝もその方法に気づいたから複数回の大遠征を行った。しかし結果はエンキドゥが言ったとおり失敗、今度はイスマリク・タリアが再挑戦ってことか。

　再びベッドに寝転んでボーっとしていた。

　寝返りを打ってひと言「あ～、寒い」と呟いてみた。横になってからジワジワ湧いてきた感想だった。毛布はないかと目だけキョロキョロ動かすが、さっき部屋中見回したときそれらしいものはなかったなと思い出し、体を丸めて我慢に徹した。

　あ、そうだ。ガラクタ山に何か眠っているかもしれない。起き上がるとベッドの脇にそびえるガラクタに目を凝こらした。どれもこれも金属性のゴツいものばかりで体を温める役には立たなそうだ。

　おや……あれはなんだろう？　機械の部品に混じって白い紐ひものような物がこっちに伸びている。とりあえず摘まんでみると柔らかい感触。引っ張ってみると結構伸びる。が、紐の先はガラクタから出てこない。

　ならばと今度は力を込めて引っ張ってみた。紐は限界まで引き延ばされこれ以上やったら千切れるのでは？　と思った矢先「スポッ！」と気持ちいい音を発して紐の先がガラクタ山から抜け出た。

「これって……ネズミだよな」

　紐を持つ手を眼前に持ってくると、目の前には尻尾しつぽを摘ままれ四肢をダラリと垂らした白色のネズミが現れた。尻尾を少し捩ねじるとネズミの体が回転して腹の部分にまたもや付箋を発見した。

（大特価九九％ＯＦＦ　商品名　イワン大帝）

　プッと思わず噴き出した。病原菌を撒き散らすネズミにイワン大帝の名を与えるあたりにタリア人的なエスプリを感じたから。しかも九九％ＯＦＦって値段下げ過ぎだろう。

「イワン君、人気ないねぇ～」

　ネズミの体を両手で囲むように触ってみると、大きさの割には結構な重量感があった。機械じかけなのかとお腹なかのあたりを押してみると柔らかい。このぷにゅぷにゅした感覚……クセになりそう……しばらくの間夢中でぷにゅぷにゅし続けた。時の経たつのも忘れてた。するとネズミが熱を帯びてきた。つまりこのネズミは……ネズミ型カイロか！　なんていい物を見つけたんだ。小さいのが少し残念だがこの寒い部屋ではありがたい限りだ。僕はネズミを胸に抱えるとベッドで横になり体を丸めた。

　ネズミが僕に温もりを与えてくれる、その温もりが僕を眠りの世界へ誘いざなう。しかし同時に体中から力が抜け、疲労感にも似た感覚を覚える。なぜだと自問するが答えは浮かばない。ただ感覚的に分かるのは、ネズミの温度が上がるのと僕の体力低下が連動しているということ。

　そう時を経ずして僕の意識は眠りの中へと落ちて行った。
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　現存する歴史資料によると、最も広大な版図を築いた国は、タリア人国家「古イシュタル王国」であるとされる。

　自らをイワンと名乗った第一六代国王アンクセス・イグナトゥスの治世には、タリア人シェルターのほとんどを支配するに至る。

　しかし圧政に耐えかねた多くのシェルターが反乱を起こし国は崩ほう壊かい、彼は王国最後の王となった。

　古イシュタルの王都シェルター・グノーシスには彼を讃たたえたレリーフがあるが、彼は人間とは程遠い外見で描かれている。













　パンッという乾いた音が僕の意識を覚かく醒せいさせた。顔を上げて周囲を見る。広い通りと両脇に立ち並ぶ商店、上空には明るいスフィア光が見える。視界を下に向けると血だらけの自分の身体からだ、そしてその脇には僕を一生懸命支えながら歩いている人の姿があった。

　ああ、またこれかと僕の意識は弛し緩かんする。これは覚醒とはいえない。なぜなら僕はまだ夢の中にいるのだから。再びアケト・キトラでの襲しゆう撃げき場面を夢で見せられるのかぁ。

『ふむふむ、見たことのないシェルターであるのう』

　聞き覚えのない声が頭の中に湧わいてきた。『誰だれ？』と頭の中で問うてみる。

『おっふ、朕ちんに名乗れと申すか下げ郎ろう』

　肩を貸してくれている人とともに大通りをゆっくり進む。と同時に頭の中で『いや別にいい』と返答した。

『朕こそは救済の神アイバーンより神しん託たくを頂きし者！』

　自己紹介は不要って言ったのになんか仰ぎよう々ぎようしい文句が始まった。

『だから自己紹介はいらないって』

『朕の怒りは海かい獣じゆうの王ドラゴンをも一撃で灰と化し、朕の愛は百の転生後も庇ひ護ごされる！　顔は八つあり手は千本ある。因ちなみに歩くときはちょっと浮いている。不浄なる地面が朕に踏まれることを恐れるためだ！』

　ぶっとんだ口こう上じように少し興味が湧いてきた。

『で、結局どなたですか？』

『イシュタル王国第一六代国王にしてすべての「人の王」！　誉ほまれ高きイワンの称号を持つアンクセス・イグナトゥスとは朕のことなるぞ！』

『それってイワン大帝のこと？』

『お、その呼び名を知っているとは博識であるな、下郎よ』

『たしか国を滅ぼしちゃった人だよね？』

　しばしの沈黙のあと聞き取れない音量でボソボソ呟つぶやいているのが分かった。どうやら図星のようだ。国を滅ぼした件については触れてほしくないらしいことも理解した。

　それにしても、と深く溜ため息いきを吐ついた。多くの人が僕の夢に介入してくるっていうのはどうかと思うぞ。アビーやケセンは飛ヒ戒カイ者だから例外としても、今度は三千年前に死んだ王様が夢に出てきたよ。どうなってんだ僕の夢。

『で、その王様が僕の夢になんの御用ですか？』

『おっふ、貴様のお陰で久しぶりに自我が復活したのでな、何か礼をしてやろうと思って貴様の意識がある世界まで飛んできたのだ』

『僕のお陰って……僕は何もした覚えがない』

『まあ、確かに何もしなかったが。お前の存在が朕の復活に役立ったのは確かなのだ。どうだ何か希望を申してみよ、神に等しい朕がなんでも叶かなえてやるぞ』

　そんなことを夢の中で言われてもなぁ……僕は隣となりの人に支えられながら大通りの横にある小道に入って行った。この後の展開としては、大きな爆発が近くで起きて僕は路上に倒れる→そんな僕をメリルが見つけて大泣き→彼女は僕を療りよう養よう区画まで引っ張っていく。僕を助けてくれた人は多分死んでしまう。そんなところだ。

　そういえば、と僕は今更ながらに思い出したのだが、肩を貸してくれている人物の顔を見たことがない。

『ねえ、王様。願いを聞いてくれるかい？』と小道で足を引きずりながら頭の中で呟いた。『おっふ、なんでも申せ』と快かい諾だくしたイワンの言葉を合図に口く調ちようを早めて呟いた。早くしないとこのあとの爆発場面で目が覚めてしまうと思ったから。

『僕に肩を貸してくれている人、彼の顔を見たい』

『お安い御用である』

　イワンの言葉が聞こえた瞬間、僕の頭が彼の方を向いた。やっと向けたよこの角度。

　僕の想像では彼こそがトゥーカッター。怪け我がをした僕を放ほうっておけず肩を貸してくれる優しいところはエンキドゥの「彼は優しすぎた」という証言とも一致するし、たぶん彼は爆発のあとしばらく息があって、その場に現れたメリルと会話したのだ。

　そこでメリルはトゥーカッターの口からケセン・エラーなる恋人の存在を知る。僕がケセンを旗き艦かんパトリモニーまで送ることを許可したのは、メリルが恋人を失ったケセンに対して同情を禁じ得なかったからだと考えるなら合点がいく。しかし、これでは僕の手に入れた驚異的な回復能力や高度の戦闘力、それに左ひだり眼めの件について解決しないのも分かっている。

　でも、それでいいんだ。僕は今後もこの夢を見続けることになるだろう。その中で時として新たな真実を発見し、アケト・キトラでの失われた記憶を徐じよ々じよに修復していけばいい。それに僕はトゥーカッターの顔を知らない。つまり隣の人を見てその人が本当にトゥーカッターなのかどうかが分からない。が、その顔を覚えておくことはできる。これは大きな前進である。

　頭が横を向いて見えた世界。そこには僕に肩を貸してくれている男性の横顔があった。

　時おり僕の方を見ながら何か言っているが無音になってて聞こえない。でも僕を励ましてくれているのだということは彼の表情から分かった。

　一方僕はそんな彼の顔を呆あつ気けに取られた表情で見ていた。なぜなら僕は彼を知っていたからだ。知っていたどころではない、多分彼については世界一詳しく知っているだろう。彼の眼つき、鼻の形、口元、見える範囲の挙きよ動どうにいたるまで、そのすべてにおいて見覚えのあるものだった。彼こそまさしく、疑いようもなく僕自身だったのだ。




　ということは……夢の中の僕は、誰なんだ？




　強烈な破裂音が僕の意識を現実世界に連れ戻した。覚醒した僕の目には牢ろう屋やの天井が平和的に展開していた。まるで時が止まったかのような空間だった。フウッと体を起こした途端、猛烈な飢き餓が感かんが襲ってきた。今すぐ何か口にしないと餓が死ししそうなほど空腹になっている。わぁ……早速目が霞かすんできた、物もの凄すごいスピードで弱体化している！　なんとかしないと……。

　こうなったらベッドの布でも食べようかと思っていたとき、格子扉の横に見慣れぬ袋を見つけた。もしやとベッドから這はいずり出て袋を開ける。そこに入っていたのは缶入り保存食と大量の飲料水だった。

「おお、カイエ！　なんて早業！」

　ちょっと寝ている間に食糧を届けてくれるとは、ヴォーレンランドに敗北したから見限られてると思ったけど結構優しいなあ……ツンデレか？

　缶を開けると夢中で口に放り込み咀そ嚼しやくもそこそこに嚥えん下げすると水をガブ飲み、そしてまた別の缶を開ける。口の中が許容量を超えると両手で口を押さえて無理やり嚥下、そしてまた水をガブ飲み……。

　幸福感に浸りながら咀嚼していると視線に気づいた。視線元を見るとそこはベッドの上、白いネズミが器用に立って僕を見ていた。

「お、おう」と遠慮気味に手を上げぎこちない挨あい拶さつをするネズミ。僕は保存食と水を持ちながらネズミに近づいた。

「やっと起きたのであるな」

「ブベ！　ベブビババベッバ！」

「おっふ！　話しながら喋しやべるな！　クチの中がグロい！　グロい！」

　嚥下してから再び感嘆する。

「スゲー！　ネズミが喋った！」

「朕は大帝イワンであると夢の中でも申したろうが！」

　そういえば夢の中でイワン大帝を名乗る天の声と話をした。

「ではあなたが僕の夢に出てきた王様ですか。出てきたというか声のみだけど」

「そうである少年、きちんと礼もしたであろう？」

「はぁ……まぁ」と生返事を返した。確かに礼として僕を助けた男性の顔を見ることができたが、結局謎なぞが深まっただけなんだよなあ……。

「どうであるか？　朕が名高きイワンであると理解したか？」

　どっちかというとネズミが普通に話していることのほうが驚きだ。そんなネズミが自らをイワン大帝であると名乗ることに違い和わ感かんがなく頷うなずいてしまうほどの驚きだ。

「それはそうと王様、僕があなたを助けたってどういうこと？」

「朕は貴様のエナジーを吸収して、底を突いていた体力を回復させることができたのだ」

「人生最大の飢えと喉のどの渇きに苛さいなまれてたのは、それが原因かぁ」

「それは朕の件とは関係ない。飢えはお前が飲食もなく三日間も寝ていたせいである」




　え……僕ってば三日間も寝てたの？




　まあ、元々疲労が溜たまっていたのは認める。しかし、だからといって牢屋なんかでそこまで熟じゆく睡すいしてしまうとは……不遠慮な自分の体を責めつつ、もっと自分を責めなければいけない事柄を思い出した。

　メリルだ、多分彼女は痺しびれを切らしてこっちに向かっている。もしかしたらそろそろ到着するんじゃないか？　でも僕は牢屋の中、どうしようもない。

「それにエナジーを供給してくれたのは貴様自身の意志なのだろう？」

「それはウソだ、僕は寝ていただけだ」

「うん？　貴様はヒーラーであるよな？」

「ヒーラーって治ち癒ゆ師しってこと？　僕にそんな能力はない。まあ、傷の治りは早いけど」

「それはそうだ、貴様の能力は……」

　続けようとしたイワンの言葉を「もういいです！」と怒鳴ることで制止した。不思議そうに首を捻ひねるイワン。なんか続きを聞いてしまうと僕の存在がますますトゥーカッターに似てきてしまいそうで怖かったんだ。ケセンは僕がトゥーカッターを殺して能力を奪ったと言っていた。もしイワンの言葉の先に僕がトゥーカッターを殺して彼の能力を奪ったという真実を見つけてしまったら……僕は多分ケセンから逃げるのを止やめるだろう。つまりケセンの怒りを受け入れてしまうだろう。

　僕は死ぬのが怖い。だからケセンの怒りを理解してしまうのが怖い。

「どうした青年、ネズミが殺さつ鼠そ剤ざい喰くらったみたいな顔をして」

「い、いやあ……大事な質問がありまして、一刻も早く聞きたいなあって……」

「おっふ、なんでも聞いてよいぞ」

「大昔の征服者たるイワン大帝がなぜにネズミの姿で現在まで生きているのかという、かなり大きな疑問に答えてもらっていいですか？」

　イワンは頭に手を置いて「そうなのだ、そこなのだ」と頭を振った。

「朕は幼少の頃より知略に長たけた神しん童どうとして名を馳はせておった。しかし如何いかんせん病弱でな、成人までは生きられないと医者に言われたほどだ。それを心配した先代の王たる父君が一計を案じて朕が永く生きられる術を探してくれたのだ」

「それがネズミ？」

「そうだ、魂たましいの器を小さくすればそれだけ永く生きることができる。朕はこの姿で一六代目の王になった」

　なんらかの力を使って転生を繰り返した結果、今のようなネズミの姿になったのかと思っていたが、国王になった当時から既すでにネズミだったとは……。

「国民は納なつ得とくしたのですか？　新しい王様がネズミですよ？」

「人語を話す王族のネズミと言え。単に王がネズミなんて表現したら国民がバカの集団みたいではないか」

　それでもやっぱりネズミはネズミだと思うけど……。

　イワンはベッドから飛び降りると軽快な足取りで格子扉の前に向かった。

「下郎よ、貴様のお陰で朕は再び自我を回復することができた。感謝するぞ」

「王様、何ど処こへ行くの？」

「王としての朕は死んだ。これからは賢きネズミとして世界の行く末を見たいと思う。さらばだ下郎！」

　格子と格子の間に体を食い込ませてグイグイ押し込んでいる。ググッ……と声を漏らしながら力んでいるけど、客観的に見て到底抜けられる幅じゃない。

　しばらく奮闘した後、イワンは格子の前で立ち止まり部屋の周囲を見た。そして「ここは牢屋か？」と今更感溢あふれる質問をしてきた。

　無言で頷く僕を見てイワンは大きく呼吸をすると、

「誰ぞおらぬか！　この扉を開けるのだ！」

　さも貴族が下人を呼ぶようなセリフを怒鳴って見せた。

「ここは最下層の回廊で、僕ら以外には誰もいないよ」

「早はよう扉を開けい！」

「だから王様、無駄だって……」

「は～～あ～～い～～～ッ！」

　僕の発したテンション低めの言葉を遮さえぎるように通路奥から調子外れの声が聞こえた。

　声の主は通路の奥から踊るようなリズムでこちらに向かって歩いて来た。それは徐々に輪りん郭かくを持ち色合いを明確にして僕の前、つまり格子扉の前に立った。

「よう、ひさしぶり！　ヒッ！」

　そう言って冗談めかした敬礼を僕に見せたのはヴォーレンランドだった。なぜか彼女は上下黒色の下着のみという姿で右手には神しん造ぞう兵へい器き「信仰の救い」を持ち、左手には「脳卒中」と書かれた酒瓶を持っていた。いつもは乳白色の頰ほおが今はほんのり紅あかい。

　酔っている、今、ヴォーレンランドは確実に酒に酔っている。さすがタリア人国家で最大版図を築いたイワン大帝、すごいヤツ召しよう喚かんしたなぁ……。

「今、開けてやんよ」

　ヴォーレンランドは胸の谷間から鍵かぎを取り出し、覚おぼ束つかない手つきでトビラを開けた。

「おっふ、踊り子であったか。大義である」

　そう言って、イワンは小さな両手（前足）を後ろに回してふんぞり返った。次の瞬間彼の体はヴォーレンランドの握力満点の手で握られ彼女の鼻先まで移動していた。

「ん～、飲みすぎたか？　ネズミが喋ってる……」

「酒クサッ！　この女めっさ酒クサッ！」

　ヴォーレンランドの顔からすぐに興味の二文字が消えた。軽い鼻息と同時にイワンを壁に投げ捨てた。「ピキョ！」と可か愛わいらしい悲鳴を上げて彼の体は壁に衝突、ズルズルと壁を這うように地面に落ちてゆく。哀れなイワン大帝、復活早々昇しよう天てんとは……。

「そうだ、シバヤスに吉きつ報ぽうを届けに来たんだった」

　顔を赤らめ半眼のヴォーレンランドが僕を見た。「な、なにかな？」と怯おびえながら答える僕に彼女は下品なまでにニヤリと笑った。

「明日、お前は自由の身になる」

「……ホント？」

「そうだ本当だ、先ほどエンキドゥから連絡があって、ついに公書がパトリモニーに届いたそうだ。だから明日正式に更改契約を行うことができる。そうすればお前はパトリモニーへ戻れるのだ」

　活路が開けた！　パトリモニーへ戻ればマリンバイクで海中に出られる。こっちに向かっているメリルたちとも合流できる。いい流れだ、この流れのままで行け！

「なので、今、俺たちはドックでパーティーをしているだ～ヒッ！」

「それはよかった、たくさん呑のんでいいと思うよ」

「エンキドゥは約束を守る男だった。やはり男子たるもの約束を守らねばなぁ」

「そうだそうだ、男は約束を守ってナンボだよね」

　突然、ヴォーレンランドの両手が僕の肩を摑つかんだ。僕の体は後ろに倒れベッドに仰あお向むけ状態。状況が分からず戸と惑まどう僕の腰に彼女は「よいしょっと」と言いながら馬乗りになった。完全なるマウントポジション、僕の負けが確定。

「お前は約束したよな」

　舌した舐なめずりをするヴォーレンランド。僕は背筋が凍るのを感じた。

「俺が試合に勝ったら抱かれると約束したよな」

　犯される……このままだと僕の体が蹂じゆう躙りんされる……。

「や、やめてください……」

　涙目になって懇こん願がんするが、彼女はそんな僕を見て、

「いいねえ、その無駄な抵抗。ゾクゾクするよ」

　と僕の上で体をくねらせた。もう何を言ってもどうしようもできない。抵抗しようにも黒い下着から伸びた彼女の太ももが僕の腰をガッシリ挟んでいて起き上がることすらできない。

「ヒャッハーーー！」

　ヴォーレンランドが奇声を上げながら僕の上着を引き千切った。キャー！　っと悲鳴を発した僕を見て「叫んでも誰も助けに来ないぞ～」と目を血走らせながら笑っている。小娘を襲う悪代官さながらだった。

　彼女は僕の両腕を摑むと鼻がくっつくほど顔を近づけた。

「酒クサッ！」

「さぁ～て、いただいちゃおうかな～」

　もうダメだ、ここまで来たらもう諦あきらめるしかない……。










　音が聞こえた。牢屋で発生している音ではない、が、それほど遠くでもない。その音はとても小さくて普段生活しているなら気づかないレベルの音量だった。しかし僕の耳はその音を他の音とは区別して認識した。

　……なぜか？　……

　その音が異質だったからだ。日常では聞かないであろう種類の音だったからだ。

　目を開けると頭上にはヴォーレンランドの顔。彼女は僕から視線を逸らして前方を見ているようだった。しかし暫しばらくして気づいた。彼女は何も見ていない、つまり空を見ている。トロンとした瞳ひとみは何処か儚はかなげで憂うれいの表情を帯びていた。

「あの音、シバヤスにも聞こえるか？」

「ああ、でも何の音かは分からない」

　ヴォーレンランドは僕から離れると格子扉の脇に置いてある飲料水を手に取った。ボトルを逆さにしてガブガブ飲み始めた。満足いくまで飲んだあと、床に放り出したままの「信仰の救い」を握った。

「……一人のようだな」

「何が一人なの？」

「侵入者さ、あの音はそいつの足音だ」

　それで合点がいった。普通の足音なら意識することはなくスルーしていた。しかしこの足音には遠慮が感じられた。他者から聞かれないように、との配慮があった。

　それがむしろ異質な音として僕に意識させたんだ。

「報ほう酬しゆうは上がり身分は保護される、そう思って喜んだ途端にこれか」

「あの、ヴォーレンランド。話の内容がよく分からないのだけど」

「ヴォーレンランド傭よう兵へい団だんはイスマリク北方旅団に見限られたんだよ。つまりエンキドゥは公書による更改契約をする気がない。公書が届いたっていう連絡はウソだ、連絡を聞いた俺たちが浮かれている隙すきに侵入者がシバヤスを奪だつ還かん、そのあとロイヤルオークを強きよう襲しゆうして沈めるってシナリオだろう」

　ヴォーレンランドは僕の腕を摑むと格子扉の前に立たせ、自身はその横に並んだ。

「僕どうなっちゃうの？」

「安心しろ、侵入者がお前を攻撃することはない。俺だって大事な担保であるお前を攻撃するつもりはない。つまりお前は一番安全な立ち位置にいるんだ」

　安全と言われても、交渉の材料に使われているのだからあまり嬉うれしい気はしない。

「こうなったら本当にシェルター連合に参加するしかないが、でもどうやって繋つなぎをつけるかなぁ……」と俯うつむき加減でブツブツ一人ごちるヴォーレンランド。

　そうこうしているうちに足音が格子扉の前までやってきた。

　しかし、扉前の円形の空間には誰の姿もない。薄暗いせいで見えないのかと目を凝こらしたが、やはり何も見えない。

　……どういうことだ？　……と思った瞬間、何かが天井から落ちてきた。

　それは布を軽く叩たたくような音を立て床に着地すると、体を屈かがませ床の闇やみと同化した。

　……が、確かに見えるモノがあった。それは、その人物が背に負っている白色の槍やりだ。柄が内部に収納されて短くなっているが、あの巻貝のような槍そう頭とうは見間違えるワケない。

「ほう、侵入者はシャクティか……御ご令れい嬢じようが送風基管から登場とはお転てん婆ばだねえ」

　ピクリと動いた影、しかしすぐ平常の影となった。

「あらら、陽動は失敗だったみたいね」

　この声は……シャクティの声じゃない……。

　急いで隠れなければ！　移動しかけた僕の腕をヴォーレンランドが摑む。そして強引に引っ張り「じっとしていろ！」と一喝された。

「うん？　なんだ、シャクティじゃなくて、ケセンか」

「彼女からシバヤスの奪還を懇願されてね、虎とらの子の『形けい影えい一いち如によ』まで託たくされたわ」

　ケセンはゆっくりと立ち上がった。腰に手を当ててのモデル立ちだ。彼女はまずヴォーレンランドを一いち瞥べつすると流れる視線で僕を見た。

　そして凍りついた。




「なんでお前がここにいる！」




「ケセン、休み過ぎて変になったのか？　お前はシバヤスを取り返すためにここまで来たんだろう？　なのに『なんでお前がここにいる！』なんだ？　どう考えてもリアクションおかしいだろう」

　状況の呑み込めないヴォーレンランド、眉み間けんに寄った皺しわを指で摘まんでいる。

「まあいい、とにかくお前たちの作戦は失敗だ。俺がシバヤスの隣にいる以上、お前がシバヤスを手に入れることはできない。手ぶらで帰ってエンキドゥたちに担保は戻らないと伝えろ」

　ヴォーレンランドの話を多分聞いてないであろうケセンは肩から「形影一如」を引っ張り出すと柄を伸ばし両手で構えた。

「おいおい、なんだよその威い嚇かく、人的担保ってある意味人質だぞ」

　威嚇などではない、そんな優しいものじゃない。ヴォーレンランドはあの矛ほこ先さきが彼女自身に向いていると思っている。僕に向いていることに気づいていない。

「それにこんな狭いところで神造兵器なんか使ったらシバヤスだって無傷じゃ済まない。分かってるさ、お前の構えは脅しなのだろう？」

　が、その後すぐにヴォーレンランドはケセンの異変を捉とらえた。彼女を指差して「なんだよ、その目」と一言。その言葉に促うながされるように僕も見た。ケセンの目は薄暗い空間でボンヤリと赤く光っていた。血のように深い赤色が僕らの前に二つ並んでいる。

「それワイルド・ハントだろう……ヒーラーのトゥーカッターが死んだのに、なんて無茶してるんだ」

「運命は必ず私に味方する、そして私に勝利をくれる」

　ヴォーレンランドは「信仰の救い」を持った手を前方に伸ばし剣先をケセンに向けた。

「そこまでしてシバヤスを欲しがるならば仕方ない。相手してやるよ、神造兵器を持った飛戒者と戦うなんて滅めつ多たにない機会だしな」

　右足を一歩前へ踏み出し戦闘モードになったヴォーレンランドが「あれ？」と一段高い声を発した。

「待てよ、ワイルド・ハントって敵の血が必要だったはず、でも俺はケセンに血を吸われた覚えがないのだが……」

　言い終えるとゆっくり僕を見た、そして目が合った。

「もしかして、標的はお前なのか？」

　前方から空気の震える音が聞こえた。僕が音の出た前方を見るのと格子扉が吹き飛ぶのはほぼ同時だった。木こっ端ぱになった扉は無数の礫つぶてとなり「形影一如」から流れる波動に乗って牢屋中に飛び散った。その勢いでガラクタの山は内部から爆発したように弾はじけ、僕の体もガラクタとともに部屋中を舞った。空中で制御できない体は側壁にぶつかり天井まで達すると床へと落下した。

　体中に痛みが走り起き上がることも困難だった。だが意識はあった。足音が聞こえた、誰かが僕に近づいてくる。痛みで震える体を押してなんとか顔を上げるとケセンが僕を見下ろしていた。

「あなたは私から完かん璧ぺきな世界を奪った。だから私はあなたの命を奪う」

　手にした槍が高く掲げられた。

　回避できる間合いじゃない、僕は自分の最期を悟った。

　……が、とどめの一撃は降ってこなかった。攻撃されたのは逆にケセンのほうだった。

　鈍い音とともに彼女の体は真横に飛んで堆たい積せきしたガラクタに突っ込んだ。何があったんだ？　とケセンが立っていた場所を見ると、そこにはバットをフルスイングしたあとのような姿勢で「信仰の救い」を握っているヴォーレンランドがいた。

「あ、ありがとう」

　なんとか起き上がり壁に背を預けた。

「お前ワイルド・ハントの呪のろいをかけられたのか？」

「……ああ」

「それってかなりヤバいぞ、あの呪いをかけられて生き延びたヤツはいない」

　ガラクタの山が崩れケセンが姿を現した。ヴォーレンランドは彼女に向け剣を構える。

「とにかくお前はここから離れろ、俺もあとに続くから」

　言い終えるとすぐヴォーレンランドはケセンに特攻した。「信仰の救い」と「形影一如」が衝突した瞬間激しい光が周囲に広がる。放電のようなその光は二人の激しい攻防により連続して発生し部屋中を明るく照らした。二人の戦いはまるで大きな竜たつ巻まきが衝突したような激しさだった。両者の力強い攻撃は艦内に地響きを生じさせ、攻撃の速さは僕の肉眼では捕らえきれない。

『ウル様、ウル・ナンム様』

　アビーの声が頭の中で響いた。これってユイアミだよな……。

『アビー……君はアルバイムへ向かったはずじゃあ……』

『やった！　繋がった！　はい、ちゃんとアルバイムへ到着しました』

『じゃあなんでこうやって僕と会話できるんだ？』

『アルバイムに着いたあと、メリルさんたちと再び戻ってきたんです』

『そんな……なんでそんな危険なことを……』

『大丈夫です、ちゃんと作戦を携たずさえてきましたから。とにかくウル様の下へ向かいます』

　ユイアミの糸がプツリと切れ、意識が現実に戻った。

「あの踊り子はアマゾネスであったか、相手は女アサシンであるか？」

　いつの間にかイワンが近くに来ていた、後ろ足で器用に立ってふんぞり返っている。

「王様、死んでなかったんだ」

「死んどらんわ！　まあ、確かに少し彼ひ岸がんが見えたが……そんなことより下郎よ、こんなところにいると戦いの巻き添えを食うぞ」

「それはそうなんだけど……」

　逃げるには通路まで出なければならない。でも牢屋とその前の空間を跨またいで繰り広げられている鬼人たちの乱らん舞ぶを避けることができるだろうか？

「仕方ないのう」

　イワンはそう呟くと僕の頭の上に乗った。そして髪の毛を手た綱づなのように持ち上げる。

「いいか、朕の命令に合わせてダッシュするのだ」

「ダッシュって……そんな元気ないですよ」

「言うことを聞け！　朕は死にとうない！」

　髪の毛を思いっきり引っ張られ仕方なく立ち上がる。

「……ちょっと待て……まだだ」

　イワンの出すＧＯサインを信用していいか迷っていたけど、ネズミとはいえ大帝国を築いた王様なのだから根拠なく指示を出さないだろう。ここはひとつネズミ王に命を預けてみるか。

「今だ、行け！」とイワンが叫び髪の毛を引っ張った。僕は力のすべてを両足に込め通路へ向けて走り出した。戦う二人をすり抜けようとした瞬間、ヴォーレンランドの回まわし蹴げりが僕の後頭部を直撃した。軸足の踵かかとを上げて腰を十分に回した威力満点の蹴りによって僕の体は牢屋とその前の空間を飛び抜け通路まで華か麗れいに飛んだ。

　そして顔面から床に着地。

「おっふ！　計画通りであるな！」

「計画通りって……絶対ウソだ……」

「待てウル・ナンム！」

　ケセンが僕を見て叫ぶ、その隙をついてヴォーレンランドは会心の一撃を放った。槍で防御したケセンだったが攻撃を吸収するまでには至らず背後に倒れ込む。ヴォーレンランドは曲きよく刀とうを降ろすと通路へ向かって走り出した。

「シバヤス走れ！」

　僕は頭を振ってなんとか立ち上がり通路を走った。ケセンとの戦いから離脱したヴォーレンランドも僕に追いつき二人で通路を進む。

　突き当たりの小さな空間に来るとヴォーレンランドが壁に設置してある「非常時ボタン」と書かれた赤いボタンを押した。すると天井から重そうなシャッターが瞬く間に降下、先程まで通路の入口だった所があっという間に鋼鉄の壁になった。

「これで当分時間が稼げる」

　ヴォーレンランドはシャッターを頼もしげに撫なでた。

「コイツは幅一〇〇ミリの鋼鉄製だ、流石さすがのケセンでも破れまい」

「ヴォーレンランド様はっけ～ん」

　空間に設置された階段にカイエがいた。ハナメガネをかけ浮かれ気分を演出してる。

「なんか大きな音がしたので見に来たんですけど、二人で何してたんですか？　激しく求め合ってたんですか？」

「カイエ、報酬増額パーティーは中止だ。俺たちはイスマリク・タリアと断交する」

「なんでですか！　明日になれば契約できるのに！」

「それはエンキドゥの虚きよ報ほうだ、あいつらシバヤス奪還にケセンを送り込んできたんだが……まあ、なんだかんだあってとりあえず逃げてきた」

「そんな……じゃあ私たちはどこへ行けば……」

「シェルター連合の領海へ向かう、敵の敵は味方ってね」

「いきなり行ったって信用されません、攻撃されるのがオチです。まずはギルドに斡あつ旋せんしてもらわないと。ここからだと結構長い旅になりますけど」

「サラフたちに直じか談だん判ぱんできれば話は早いのだがなあ」

　腕を組んだまま深刻そうに俯くヴォーレンランド。

『ウル様、イスマリク北方旅団の近くまで来ました。もうすぐ救出に向かいます』

　アビーのユイアミが届いた。そういえばアビーもサラフだったよな……。

「なあヴォーレンランド、アビシャイって女の子知ってる？」

「そりゃ当然知っているよ、ケセンが逃した大サラフの一人娘だろ」

　僕は目を閉じると精神を集中させた。

『アビー、僕が乗っている戦艦が見える？』

『はい、ユイアミで特定できています。大きなカメみたいな戦艦ですね』

　目を開けるとヴォーレンランドを見た。

「そのアビシャイ姫が僕の仲間とロイヤルオークに入艦するから許可してほしい」

「どういうことだ？　姫は帝国領に向かっているはずでは……」

「いや、この近くに来ている」

「アビシャイ姫と通じているし、ケセンには呪われている……お前、何者なんだ？」

「ええっと……基本的には運送屋だけど」

「運送屋って……」と腑ふに落ちない表情のヴォーレンランドだったが「まあいい」と質問を打ち切るとカイエに指示を出した。

「皆にイスマリク・タリアとの絶縁を伝えろ。ヤツらは俺たちとの約束を反ほ故ごにした。それと報酬増額パーティーは中止しアビシャイ姫の歓迎パーティーへ変更するのだ。これから姫がロイヤルオークに入艦される。姫はシェルター連合の代表者の一人だ、御機嫌を窺うかがって雇用してもらえば、俺たちは晴れてシェルター連合の傭兵になれる」

「はい！」と小気味よい返事をしてカイエが階段を駆け上がってゆく。

「ちょっと待てカイエ！　もう一つある！」

　振り向いたカイエにヴォーレンランドは「私の服も用意しろ！」と追加の一声。彼女がずっと下着姿のままだったことに改めて気づいた。

『戦艦に接近しました。これから侵入しますから待っててくださいね』

『コソコソ侵入する必要はないよ、ドックから堂々と入ってくればいい』

『え、そんなことしたら逮捕されてしまいますよ』

『大丈夫、この戦艦はイスマリク・タリアとの関係を絶った。今度は君に雇ってもらいたいらしい』

『……どういう経いき緯さつかは分かりませんが、メリルさんとシバヤスさんに伝えます』

「アマゾネスと下郎よ」

　頭上からイワンの声が降ってきた。

「うお、ネズミが喋ったぞ！」

「ちょっと前に話したであろうアマゾネス、貴様には短期記憶すらないのか？」

「酔っ払って幻げん聴ちようを聞いたのかと思ってた。シバヤス、面白いオモチャ持ってるな」

「……もうよい、そんなことより女アサシンの対処を早急に考えよ」

「ケセンはしばらく大丈夫だろう、周囲の壁も頑がん丈じようだし正面のシャッターだって……」

　ヴォーレンランドがシャッターを見て言葉を止めた。シャッターに損傷はない、変形もしていない。しかし何かがおかしい……シャッターの節目が閉鎖当初より若じやつ干かん上がっているような気がする。僕とヴォーレンランドは同時に下を見た、そして気づいた。




　シャッターが徐々にせり上がっている！　ケセンが持ち上げてるんだ！




「これは……いよいよヤバいな。とにかく逃げるぞシバヤス」

「なんか僕もう逃げきれない気がしてきた」

　弱よわ音ねを吐く僕の腕を摑んでヴォーレンランドが階段を駆け上がる。

「ロイヤルオークにいてはダメだ、戦攻艇で海中に出たほうがいい」

「何処に逃げたって同じだよ……ケセンは追ってくる、そして僕は殺される」

「殺される前から殺された気になってどうする？」

「あなただってワイルド・ハントから逃げられた人はいないと言ってたじゃないか」

「今まではそうだ、しかし今は状況が違う。ワイルド・ハントは運命をも捻ねじ曲まげる力がある反面、飛戒者の生命力を消費する。今まではヒーラーであるトゥーカッターがケセンを回復させていたからハンティングがすべて成功していたんだ。トゥーカッター亡き今、ケセンは命を削ってお前を追いかけている。ならばケセンの命が尽きるまで逃げきれさえすればお前にも生き残るチャンスはある」

　ヴォーレンランドの説明は大味だが説得力を感じた。もしかしたら逃げきれるのではないかという気がしてきた。










　ドアを開けた瞬間、広い空間が目に飛び込んできた。ロイヤルオークで一番広い空間である収納ドック、その中央付近には長机が整然と並び菓子や飲物が置かれている。机の列の両端にはポールが立っていて「歓迎！　アビシャイ姫様」と書かれた横断幕が掲げられていた。机付近に人影はなく、もっと奥の海中へ向かうプールの周りに集中していた。プールからは補修を施ほどこされピカピカ状態のインターセプターが上部を見せており、甲かん板ぱんには軍使用の装備を着てライフルを手にしたメリルとシバヤスが見えた。二人ともなぜ自分たちが歓迎されているのか判然とせず突っ立っている。一方、いち早く下船していたアビーは女の子たちに囲まれてサイン攻めに遭あっていた。笑顔を絶やさず手を振ったり握手に応えたりとこちらは状況に順応しているみたいだ。

　プール脇まで走るとメリルに手を振った。気づいた彼女はパッと華はなやいだ表情になると「ウル！」と叫び手を挙げた。

　アビーも僕に気づき、近づくと手を握ってきた。

「ウル様！　ご無事でなによりです」

「アビーも、助けに来てくれてありがとう！」

「ウル～！　ここ女の子ばっかりじゃん！　ウルのハーレムかい？」

　途端にメリルの蹴りがシバヤスの腹にヒットした。「バフ！」と奇妙な悲鳴が響く。

「なに下品なこと言ってんのよ！」

「だ、だってほら。ウルの隣にも黒の下着姿のお姉様がいるし……」

　コラ！　怒りの矛先が僕に向くような言動はよせ！

「ちょうどよい、あの戦攻艇で海中へ出よう」

　ヴォーレンランドがインターセプターを指差した。彼女の周りには女の子が集まりカイエの指揮で服と鎧よろいを着せてもらっている。

「ウル、あの女の人は何を言ってるの？」

　戸惑うメリルを脇に見て、僕はインターセプターの甲板へ登った。着替えを終えたヴォーレンランドは僕を追うように進むとアビーの前で立ち止まる。

「恐れながらアビシャイ姫も戦攻艇に同行願います、陳ちん情じようしたい議がございますので」

　ヴォーレンランドは膝ひざをつきアビーに深々と頭を下げた。

「それは危険だよ、アビーにはロイヤルオークに残ってもらったほうがいい。アイツは僕を狙ねらってるんだから」

「サラフとの雇用契約がなければ俺たちは動けない。これは重要なことなのだ」

　事の仔し細さいを把は握あくしていないアビーだったがヴォーレンランドの真しん摯しな態度に「わかりました」と告げると彼女に先導されこちらにやって来た。

「ねえウル、ちゃんと説明して。何がどうなってるの？」

　メリルの不満を込めた質問が僕の耳に届いた直後、強烈な破壊音がドックに響いた。艦内が大きく揺れプールの海水が波立っている。インターセプターに群がる女の子たちの背後、甲板に立つ僕の前方で粉ふん塵じんが一気に吹き上げた。

「クソ！　北方旅団からの砲撃か！」

　いきり立ったヴォーレンランドに向かって僕は「いいや、違う」と煙の中を指差した。

　視界を遮さえぎる煙の滞留、その中に深しん紅くの光が二つ見えたんだ。

「ケセンだよ。壁を破ってショートカットして来た」

「ケセン・エラー？　何処にいるの？　なんか空気がおかしい……」

「ヤバイよ早く逃げよう、殺気がハンパない！」

　シバヤスがデブらしからぬ速さでハッチに飛び込んだ。次にメリルが続く。

「アビシャイ姫、お手をどうぞ」「ありがとうございます」と場違いな丁てい寧ねい対応でヴォーレンランドがアビーをインターセプター内部へ誘導した。アビーが艦内に入ったことを確認するとヴォーレンランドは下に集まる女の子たちに告げた。

「みんな、ケセンを足止めしてくれ！　だが深追いは無用だ」

　女の子たちは「ハイ！」と一斉に返事すると自分たちが身に着けているダガーやら剣やらを抜き、立ち込める粉塵に向かって構えた。

「カイエはロイヤルオークの操そう舵だ室しつへ向かえ」

「は、はい！」と焦り気味に返事をしたカイエ、必死に走りドアの向こうに消えた。

　ドックに充満していた粉塵は徐々に赤い二つの光に向かって収しゆう縮しゆくし、直径二メートル程の黒い塊かたまりを形成した。僕らは何が起こるのかと息を呑んでその丸い塊を見ていた。

　突然、パンッ！　と塊が弾けると中からケセンが現れ、残像を残すほどの速さでインターセプターに突進してきた。最初の一撃で前方にいた女の子たちが吹き飛ばされた。一瞬ひるんだ残りの子たちだったが、奇声を上げて自らを奮い立たせるとケセンに突っ込んでゆく。

「何をしている、早く乗れ」

　既にハッチに滑り込んでいたヴォーレンランドが僕を急せかした。目の前では女の子たちが次々と倒されていく。

「……いいのかな」と不意に出た一言。でも彼女はそれですべてを理解したようだった。

「俺の部下はお前のために戦っているんじゃない、次の喰いブチのために戦ってるんだ」

「……ヴォーレンランド」

「あいつ等らには生きることは戦うことだと教えている」

「……レティシア」

「名前で呼ぶな！　恥ずかしいだろ！」

　海中に出たインターセプターはメリルの指示で急旋回した。

「そのまま旋回しつつ上昇して北へ向かうのよ！　多少無茶してもいいから」

　目まぐるしく変化する視界が海底に鎮ちん座ざするイスマリク北方旅団を捉えた。

「おい操舵士のデブ、このままだとあっちの巡洋艦にぶつかるぞ」

「デ……デブって……初対面で暴言かよ……」

　ヴォーレンランドの言葉に反応してシバヤスがブツブツ呟いている、ヤツにもプライドがあったのか、と思ったがニヤリと歪ゆがむ口元を見て思い違いであることに気づいた。

「初対面の三次元女子に罵ののしられるなんて……最高！」

　最後の「最高！」のあたりでインターセプターが急上昇を始めた。リビドーをパワーに変換している。巡洋艦を乗り越えると、今度は旗艦パトリモニーの艦橋が目の前に迫ってきた。

「もっと上昇しろ！　もっとだ！」

「ドＳ顔のお姉様からおねだり、ありが㌧！」

　やはり「㌧！」で再びの急上昇。艦橋から見える司令官室の前をインターセプターが全速で通り過ぎる。キャノピーから見えた司令官室、そこには乗務員とともに室内中央の椅い子すから立ち上がりこちらを見ているエンキドゥの姿があった。

　当初事態が呑み込めず困惑気味にこちらを見ていた彼だったが、直後、驚きよう愕がくの表情へと変化し、こちらを指差した。そして大きく開けた口で何かを言った。当然、僕に彼の声は聞こえない。けど何を言っているのか分かるほどに彼の口は大きく開いていた。確実に彼はこう言っていた。




「アビシャイ姫！」




　そう叫ぶと周囲にいる部下たちに大声で指示を出したところで僕の視界から外れた。

　インターセプターは高速で北への移動を開始した。スピードが乗ってきたところでヴォーレンランドは無線機に近づきマイクを握る。

「カイエ、聞こえるか？」

『ヴォーレンランド様ですか？　さっきドックから連絡があってケセンがマリンバイクを奪って海中へ出たそうです。あまり時間は稼げませんでした』

「いや、十分だ。それで……」とここで一呼吸置いた。

「そちらの被害はどうだ？」

『ケガ人がいっぱい出たみたいです。でも死人はゼロ、誰も死んでません』

　ヴォーレンランドはスピーカーに頭をゴンッとぶつけると深い息を吐いた。そして小さな声で「……よかった」と一言。

『追加の情報ですが、たった今、北方旅団が海底から浮上を始めました。旗艦と巡洋艦四隻、つまり全軍が移動を始めてます』

「たぶんこの戦攻艇を追うつもりだろう。行き掛けの駄だ賃ちんで攻撃される前にその場から急いで離脱しろ。北方旅団から離れて、できるだけ遠くへ逃げるんだ」

『了解しました……あのう……』

「なんだ、どうした？」

『……戻ってきてくれますよね？』

「当然だろう、なにバカを言っている」

『そ、そうですよね、ちょっと変なこと考えちゃって……それではご武ぶ運うんを』

　カイエからの無線が切れた。もしかしてカイエの「戻ってきてくれますよね？」の言葉の前には「生きて」の三文字が隠れていたのではないか……そんな気がした。

　通信を終えたヴォーレンランドは操舵するシバヤスの背後に移動し艇内を見渡す。

「なかなかに良い戦攻艇だ、よし！　デブはそのまま全速力を維い持じせよ」

「あんたさっきからなんなのよ！」

　メリルが尖とがった声を上げてヴォーレンランドに詰め寄った。

「うん？　なんだ女、お前への指示は追って知らせる」

「この戦攻艇の所有者は私なの、あんたの指示なんか誰が聞くもんですか！　それにウチの従業員をデブ呼ばわりしないでよ。ちゃんとシバヤスって名前があるんだから」

「シバヤス？」と不思議そうな顔で僕を見る。

「僕の本当の名前はウル・ナンムっていうんだ。イスマリクにアビーの関係者として僕の名前が流れてる可能性があったからシバヤスの名前を借りた」

「そうなのか、ならばなぜこんな不ふ摂せつ生せいな輩やからの名を借りた。どうせならもっと上等な名前にすれば良かったのに。タリア人的にはイワンなんかがウケがいいぞ」

「それは朕の名前なので却下」

　イワンが僕の頭からヒョイッと顔を出す。

「わあ、可愛いネズミさんですね」

　アビーがホンワカした顔で僕の頭上を見上げた。直後、頭上から震動が伝わってきた。

「どうしたの王様、寒いの？」

「こ、この娘からスムラエルの気配がするのだ……朕を裏切り王国を滅ぼした飛戒者スムラエルの気配が……」

「スムラエルは私のご先祖様です、聖せい都とサラフィウムにレリーフありますよ」

「やはりそうか！　ここで会ったが百年目、いや三千年目！　貴様を成敗して雪せつ辱じよくを晴らしてくれる。親の因いん果がが子に報いである！」

「いっぱい喋るネズミさんです、可愛いです！」

　アビーは指を突き出すと、威嚇しているイワンのお腹なかを丁寧に撫でた。

「おっふ、この安あん堵ど感かんは一体？　……おっふ」

　仰向けに寝転がったイワン。アビーは彼の体を掬すくい上あげると自分の頰に押しつけ満面の笑みを浮かべた。かなりお気に入りのようだ。

「ウル様、この子私にくださいな」

「お、おお、構わないよ」

　アビーは眠ってしまったイワンの体を大事そうに胸ポケットに入れた。三千年の時を経た和解が成立した。あっという間に。

「背後からマリンバイクが迫ってる、それに船影も見え始めたぞ」

　操そう作さ盤ばんを見ながらシバヤスが言った。

「向こうもスピード出してきたか。よしウル・ナンム、カノン砲で迎え撃て！」

「だ・か・ら！　指揮をするのは私なの！」

「分かった分かった、そうムキになるな。じゃあお前が指揮しろよ」

「ウル！　カノン砲で迎え撃ちなさい！」

「……ハイハイ、結局僕なのね」

「それでは俺は……アビシャイ姫様にご署名頂きたい書類がありまして……」

　ヴォーレンランドが営業スマイルでアビーに近寄る姿を横目で見た後、僕は操舵室上部にある砲塔銃座に腰を下ろした。砲塔を回転させ背後に迫る脅威たちと対たい峙じする。

　照しよう準じゆん器きを覗のぞくと槍を構えてマリンバイクに跨るケセンの姿があった。白兵戦に特化した突とつ撃げき騎き兵へいのスタイルだ。「照準合った、発射！」とまず一発発射、ケセンは大きく右に進路変更して砲弾軌道から逃れる、すかさず砲身を右に向け着弾時のタイムラグを考慮した位置で「発射！」と叫び二発目を撃った。タイミングはバッチリ、砲弾は進路変更したケセンの少し前方に向かって気泡の尾を引いて直進、直後二つの軌道は交差した。が、着弾の寸前、ケセンは槍を振り上げ砲弾を縦に割った。左右に分裂した砲弾はあらぬ方向へ飛んでゆく。

「ダメだ、カノン砲でもケセンを止められない」

「ウル様、もう少しです。あと少し北に進めばなんとかなります」

　そういえばアビーは何か策があると言っていた。しかしここは海かい漠ばくのど真ん中、この窮きゆう地ちを打開できるような良策を仕掛けられるとも思えない。

「なんとかなるって……」

　どうやって？　そんな言葉を遮るように『コホン』と軽く咳せき込こむ声が無線のスピーカーから流れた。

『あー、あー、ローレイ、これはちゃんと流れておるのか？　……そうか流れてるか』

　子供の声だった、しかも女の子だ。一体誰なんだ？

「援軍キター！」というシバヤスの歓声が耳に入った。援軍？　銃座を降りるとキャノピーから正面を見た。まず目に入ったのはパトリモニー級の大きさを持つ巨大な船影、そしてその周りに展開している一〇を超える巡洋艦の船影だった。これは大軍隊だ。

『わらわはエルアザル帝国、西部方面軍司令官、キトラ・トゥ・エルアじゃル……』

　……嚙かんだ……悔しそうに『う～』と唸うなる声と遠くから『キトラ様続けて続けて』と催さい促そくする、たぶん部下であろう女性の声も小さく聞こえた。

『イスマリク北方旅団のバカどもに告げる、エルアザル帝国はアビシャイ姫の亡命を受け入れた。姫は現在帝国の庇護の下にある。もしこれ以上姫を追跡して奪還しようとするならば、こちらはそれを阻止するため攻撃をする準備がある』

　キトラ・トゥ・エルアザルって……キトラ姫だ！　スゲーッ！　皇族の声聞いちゃったよ！　ツインテールの魔王と陰口叩かれてるけど、けっこう可愛い声してたな。

　じゃあ目の前に展開している大軍隊はキトラ艦隊か……で、どうして皇軍が海漠にいるんだ？　しばらくの間を置いて別の声が無線から流れた。

『キトラ姫でありますか、私はイスマリク・タリア北方旅団司令官、エンキドゥ・シュシアナでございます』

　スピーカーから聞こえたのはエンキドゥの声。アビーが無線を見ながら「エンキドゥ先生……」と悲しげな言葉を発した。

『恐れながら申し上げます。これはシェルター連合とイスマリク・タリアの戦争であります。無用な手出しをしてタリア人同士の内紛を長引かせるのは、ご辞退願いたい』

『いやじゃ、父からアビシャイ姫とお友達になるように言われておる。それとエンキドゥ、貴様の籍は未いまだ修学院に残っておる。もし帰国の意志あれば以前と同様の地位でお前を迎え入れるつもりだ。セム人でありながらイヴァヌス教を公然と批判し、結局帝国を追われたお前の生きざまは嫌いではない。キャラが叔お父じ上うえと被かぶっておるしな』

『私が今、こうやって生きているのもキトラ姫のお父上である皇帝ナウルの慈じ悲ひ深ぶかい御配慮のお陰。しかし私は……イスマリク北方旅団は引きません。私は盲めしいであったが今は見ることができます、本当の正義を、そしてその先にある人類救済の方法を』

『ならば結構、自分の正義を貫つらぬいて死ね。キトラ艦隊は捕虜を捕らぬぞ』

『帝国の鬼おに子ご、ハートの女王、キトラ姫のお噂うわさはアミ教圏にも伝わっております。しかしタリア人の内紛を早急に収めるため、アビシャイ姫はなんとしてもイスマリク北方旅団が手に入れます。虎こ穴けつに入って虎こ子じを頂く覚悟です』

　正面に見えるキトラ艦隊から魚ぎよ雷らいが一斉に発射された。戦艦の側面や下部から隊列を組んで海中に出てくるのは戦攻艇とマリンバイクの部隊。

「一応聞くけどアビー、君の言っていた作戦ってこれのこと？」

「はい、皇帝ナウルにウル様の救助をお願いしたのですが外交上の理由で断られてしまって……でも亡命した私を助けるという名目があれば軍を派遣することができると仰おつしやってくださいましたので、とりあえず私たちだけでウル様を救助して、帝国には逃走の手助けをしてもらうということになりました」

　ユイアミを使えば僕の位置は特定できるけど……かなり無茶な作戦だ。そこまでして僕を助けようとしてくれたのか。なんか胸が熱くなってきた。

「背後の北方旅団からも魚雷発射を確認した。潜って海底ギリギリを走るぞ」

　インターセプターはその機首を大きく下げ、海底に腹を擦りそうな深度まで潜ったとき、艇内で大きな揺れが起こった。不連続で規模も大小様々な揺れ。メリルが壁に寄りかかりながら頭上の甲板を見上げた。

「戦いが始まったのね」

　カノン砲の銃座に座り照準器を上層に向ける。見えたのは海域のあちこちで轟とどろく魚雷の爆発と、それによってできた黒泡を縫ぬうように進む戦攻艇の隊列。それらは魚雷や機関砲を撃ちながら前進し両軍が交差すると海域全体に散らばって遊撃を開始する。

「見えたぞ、旗艦まではもうすぐだ」

　シバヤスが叫んだ。砲塔を回して正面を見ると、さきほど船影が見えていた巨大な戦艦が眼前にあった。深い紅色にコーティングされた外装と機首に彫られた帝国の紋章。エルアザル帝国の強大な力を具ぐ現げん化かしたような威い圧あつ感かんのある戦艦だった。

「あんな戦艦見たことないよ」

「旗艦カラトラバはキトラ姫の公務就任を記念して建造された新造戦艦だからな。とは言っても搭乗員の多くは元イベリア姫旗下の兵隊だから手て練だれ揃ぞろいの軍隊だ」

　キトラ艦隊ならば北方旅団の追撃を防ぐことができるだろう。しかし安心はできない、追跡者はもう一人いるのだから。僕はむしろそっちのほうを恐れている。砲塔を再び回転させ背後を確認する。ケセンはまだインターセプターを追っているのだろうか？

　背後にケセンの姿はなかった。どこに消えた？　周囲を確認するが見当たらない。

　上層を見ると両軍入り乱れての乱戦状態が続いていた。飛び交う魚雷と高速で突撃してゆくマリンバイク、黒泡を吹きながら沈んでゆく戦攻艇……そんな戦場の中に彼女を見つけた。

　一際大きな槍を突き出したケセンは、キトラ艦隊のマリンバイク部隊と白兵戦を展開していた。先に進もうとする彼女を複数のマリンバイクが妨害している。敵を槍の一突きで吹っ飛ばしているケセンだったが敵の数が多すぎて進行が停てい滞たいしている。それでもなんとか進もうと目の前の敵をなぎ倒し、新手の一撃をやり過ごし、落ちてきた戦攻艇をギリギリで回避した。

　その時、視界の端に魚雷を捉えた。それはケセンが回避した戦攻艇に着弾し巨大な爆発を生んだ。爆発の衝撃はケセンを包み込み彼女の体は大きな黒泡に消えた。

　……死んだ？　……

「旗艦カラトラバに入るぞ」

　シバヤスの声と同時にインターセプターが急上昇し、一気に視界がズレた。照準器を動かして彼女を探したが、周囲の爆発と秒単位で変化する戦場がそれを不可能にした。










　カラトラバのドックは搭乗員が忙しく走りまわっていてお祭り騒ぎのようだった。僕らはインターセプターから降り、さてどうしたものかと立っていると、向こうから搭乗員とは明らかに毛色の違う衣装を着た二人がやってきた。

　一人は吊つり上あがった目に白い肌、金髪にツインテールの女の子、カラトラバと同じ深しん紅くで縁に金色の装飾が施された鎧を着ている。胸元には金のネックレスが光り、そのトップには帝国の紋章が描かれていた。まだ幼さの残る体たい軀くからは「ワレ、恐ルル物ナシ」なオーラが出ている……ように感じるのは僕だけか。

　間違いない、あの女の子がキトラだ。一方彼女の隣を歩いている大人しいお姉様系の女性は多分キトラの文官だ。キトラの兜かぶとを大事そうに両手に抱えている。

　キトラは僕らの前まで来ると、手にした紙切れを目の高さまで上げた。

「コホン！　我はエルアザル帝国第三皇女キトラ・トゥ・エルアザルである。そなたは大サラフの御ご息そく女じよ、アビシャイ・エレンシ・サヒラーガ姫であるか？」

　紙切れに書かれた文章を事務的に読み上げるキトラに向かって、アビーは「はい、そうです」と姿勢を正して答えた。

「我が父、ナウル・シン・エルアザルの命により、そなたを旗艦にて保護するため、こうして参った次第である。保護の申し出、受けていただけるか？」

「もちろんです、よろしくお願いします」

「ふむ……これで保護の申し出と受じゆ諾だくは成ったな？」

　キトラが文官の女性を見ると「はい、お見事です」と彼女からの返答。それを聞いたキトラは瞳を輝かせ、アビーに向かって両手を伸ばした。

「おお！　アビシャイ姫、会いたかったぞ！」

「私もです、キトラ姫！」

　二人の女の子は走り寄ると強く握手した。吊り上がった目を大きく開いて輝かせるキトラとおっとりした表情のまま華やかに微笑ほほえむアビー。とても仲良しの姉妹のように見えた。おっとりして優しいアビーがお姉さんで、アビーより幼くて我が強そうなキトラが妹という感じかな。

「わらわが来たからにはもう大丈夫じゃ、さあ艦橋へ参ろう」

　キトラはアビーの手を握ったままドアへ向け歩き出した。僕らも続こうと歩き出すと目の前に文官の女性が立った。

「私はキトラ様の文官を賜たまわっているローレイといいます。皆さんの部屋は別途用意しています、そちらへご案内しますね」

「はい」と答えながら彼女の顔を見た。あれ？　この人……ヴォーレンランドにそっくりじゃん。髪型や服装、それに所作は淑しとやかな女性然としているが、顔は明らかにヴォーレンランドそのものだった。振り向いてヴォーレンランドを見ると気まずそうに頰を掻かいている。彼女はローレイをチラリと見て、ワォ！　とワザとらしく驚いた。

「よう、ローレイじゃないか。久しいな」

「あらあら、放ほう蕩とう娘むすめのお姉様が、なぜにこんな所にいるのかしら？」

　……お姉……さま？　……

「なぜって、アビシャイ姫の護衛だよ。ちゃんと依頼を受けている」

「そうですか、しかしここはキトラ様が所有する戦艦ですから、勝手はご遠慮ください」

「……分かってるよ」と決まり悪そうに呟くヴォーレンランド。なんだろう、この姉妹の間に漂う妙な雰囲気は。

　ローレイが歩き出し僕らもあとに続いた。

「ヴォーレンランドってセム人だったのか。アミ教圏で傭兵やってるから、てっきりタリア人かと思ったよ」

「俺は無宗教だ、だから何人でもない」

「レティシア姉様、勘かん当どうされたとはいえヴォーレンランド家の人間が信仰を否定する発言をするのは問題です。控えてください」

　ローレイの冷たい視線がヴォーレンランドに突き刺さる。好戦的なはずのヴォーレンランドが反論せずに沈黙したままだ。

　ケセンに一歩も引かなかった彼女が文官の妹に押されてる……。

「それとウル様」

　冷たい視線が僕にスライドしてきた。僕ってば何をやらかしたのかと冷汗が噴き出る。

「彼女を呼ぶときはレティシアと呼んでください。ヴォーレンランド家は代々文官を輩はい出しゆつしてきた官僚の家系、無ぶ頼らいの彼女がその名で呼ばれることは一族の不名誉なのです」

「……はい、すいません」となぜか謝ってしまった。ローレイはレティシアにヴォーレンランドの名を語ってほしくないのか、ならばレティシアの組織した傭兵団の名が「ヴォーレンランド傭兵団」であることを知ったら激怒するだろうな。

「お、俺、アビシャイ姫の所へ行くわ！」

　レティシアがローレイを追い抜き前方へ走ってゆく。

「ちょっと待ちなさい！　勝手はするなと言ったでしょ！」

「勝手じゃねえよ！　仕事だよ！」

　メリルが「逃げたわ」とポツリ。「ああ、逃げた」とシバヤスも同意した。

「まあ、とにかく。これで私たちの仕事は終わりね」

　背伸びをするメリル、シバヤスも同意するように頷いている。

「そうだな、アビたんは帝国が保護したし、ウルも無事にイスマリクから逃げてきた」

「戦闘が終わったら事務所探しに出発しましょう、今度はもっと北の方がいいと思うのよね。北部の通商シェルター群は流通が盛んだから」

「いや、アントマル騎き士し団だん領りようと帝国の交こう易えきに参入したほうが単価は良さそう」

　二人とも今後のことを話し始めた。つまり今回の旅はもう終了したと考えている。

　でもまだだ、まだこの旅は終わっていない。

「ウルはどこがいいと思う？」

　メリルが僕を見た。僕は「そうだねぇ……」と考えるフリをしながら今回の旅の本当の終わらせ方を考えていた。
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　東部戦せん役えきの際、第一皇女イベリアは「護ご国こく」と呼ばれる両もろ刃はの剣を用いていた。

　神しん造ぞう兵へい器き「護国」は旧時代に刀かたな鍛か冶じを生なり業わいとする飛ヒ戒カイ者が造り上げた名刀であり、持ち手の意志を剣力に変換する力があった。

　シェルター・マサダにおいてイベリアは「護国」の能力を存分に発揮して多くの敵を倒した。しかし「護国」の能力も無限ではなく徐じよ々じよに劣れつ勢せいに立たされた。

　敵の銃弾に倒れ瀕ひん死しの状態になったイベリアが最後に「護国」に送った意志は「マサダの子供たちを守りたまえ」であった。

　果たして子供たちは生還することができたが、それが「護国」の能力の発はつ露ろによるものなのか、それとも単に運が良かっただけなのかは証明することができない。そして「護国」自体も戦争の混乱で所在不明になっている。













　僕らの通された部屋は大きめの談話室だった。中央に低いテーブルがあり、それを囲むようにソファが三つ設置されている。僕らはそれぞれのソファに寝そべって思い思いの姿勢で体を休めていた。

「戦況、どうなってるんだろう？」

　シバヤスが呟つぶやく。この部屋には覗のぞき窓まどがないから海中の様子が分からない。たまに砲弾の発射による震動が床から伝わってくるからまだ決着はついていないのだろう。

　寝返りを打つとメリルが見えた。彼女は小さな寝息を立てていた。

「メリルは黙っていれば可か愛わいいのにな」

　腕を伸ばして彼女の頰ほおを突いてみた。柔らかい。

「一応、社長だから気を張ってんじゃね？」

「今回の件で資金に余裕ができたから気持ちにも余裕を持ってくれると嬉うれしいけど」

「メリルからヒステリーを取ったらただのカワイ子ちゃんしか残らないよ、あ、それでいいのか」

「シバ、お前の操そう舵だはなかなかに上う手まいな」

「インターセプターの操舵に限ってだがな。あれは感覚的に俺おれに合ってる」

　シバヤス、かなりの変態だが頼りになる男だ。彼がいれば僕がいなくなっても問題ない。移転先の事業所でもすぐに仕事を始めることができるだろう。

　さて、と腰を上げるとドアへ向かった。

「どこ行くん？」

「ああ、ちょっとね」

「……なあウル」

「なんだ？」

「親おや父じさんの遺ゆい言ごん……覚えてるよな？」

　僕とシバヤスの間で「親父さん」と言えば先代の社長で、メリルの父親を指す。親父さんは行く当てのない僕らを育ててくれた人、つまり僕らの恩人だ。その恩人の遺言ならば心に深く刻み込んでいるはずなのに……なぜだろう思い出せない。

　モヤモヤした気持ちの中で浮かんだ新たな疑問……。

「シバヤスよ、なぜそんなことを聞く？」

「いや、いい。ちょっと気になっただけだ」

　シバヤスを見るとソファにうつ伏せのままピクリとも動かない。もうこの件について話す気はないらしい、答えを聞きそびれたなと思いながら通路へ出た。

　ドックは相変わらず騒然としていた。被弾した戦せん攻こう艇ていや負傷兵の運うん搬ぱんが引っ切りなしに行われていて頭上を大声が飛び交っている。そんな中、「ウル・ナンム！」との呼び声が聞こえた。声の方を見るとレティシアがマリンバイクに跨またがってこちらを見ている。

「レティシア、なんでここに？」

「その名で呼ぶか……まあいい、お前を待ってたんだよ」

「どうして僕がここに来るって分かったの？」

「お前だって予想したはずだ。キトラ艦隊でイスマリク北方旅団を撃げき退たいすることはできるだろう。しかしケセン・エラーを倒すことはできない。あいつは必ずお前の元にやってくる、つまり旗き艦かんカラトラバに侵入してくる。そうなればお前の仲間たちが危険に曝さらされる。心優しきウル・ナンムはそれを避けるために一人で旗艦を後にする。違うかな？」

　当たりだった。僕から補足する言葉は一つとしてないほどに大当たりだった。

「しかしウル、逃げてばかりじゃダメだ。戦え」

　そう言って、グレネードランチャーを投げてよこした。

「ワイルド・ハントが運命を司つかさどるというのなら逃げても無意味だぞ。だったらむしろ戦えよ。ケセンの力だって無限じゃない。あいつの力が尽きるときがきっと来る」

　ワイルド・ハントと戦うことは運命と戦うことと同じ意味だ。

「運命と戦えと言うのかい？」

「バカ野郎、そもそも運命ってのは自分の意志で造るもんだ。もし他人が勝手な運命を押しつけてきたら戦ってぶっ壊さなきゃダメだ。それが生きるってことだろう？」

　なんか今、とても格好いいことを言われた気がした。

「……そうだね、生きることは戦うことなんだもんね」

「そうだ、よく分かってるな。あと、俺も助すけ太だ刀ちするから」

「それは遠えん慮りよするよ、この戦いは僕の戦いだ。レティシアが危険な目に遭あう理由はない」

「遠慮しなくていい、これは俺の意志だ。血の沸き上がるような興奮を味わいたいから俺は存在している。それに……だ」

　背負った「信仰の救い」を軽く叩たたいた。

「こいつは飛ヒ戒カイの力を無効にできる。どうだ？　強力な助っ人だろう？」

「ああ、そうだね。対ケセン戦では最強と言っていい」

「それと、まだお前は俺との約束を果たしていない。不ふ履り行こうのまま死なれては困る」

「……あの約束ってまだ続いてるんだ……」

　僕と彼女がタッグを組めばケセンを倒せるのではないか？　そんな気がしてきた。本人も積極的に戦いに参加したいと言っていることだし、ここはひとつレティシア・ヴォーレンランド様の力を借りるとしよう。

「とにかくここから離れようと思うんだけど、どこか戦いに適した場所はないかな？」

「それについてなんだが、地図を見てて最適な場所を発見したぞ」

　レティシアが指し示す方向、たぶん北東の方角だろう。

「あっちに放棄されたシェルターがある、かなり水没していると思うがまだ酸素空間は残っているだろう」

「こんな海かい漠ばくの只ただ中なかにシェルターがあったんだ。なんていう名前だい？」

「かつてはシェルター・マサダと言われていたらしい」

　シェルター・マサダ……一〇年前の東部戦役最大の激戦地にして第一皇女イベリア姫の没した場所、そして僕とシバヤスの故郷……でもそれは地理的におかしい。

「シェルター・マサダはもっと北だよ、海漠の中じゃない。確かに海漠には接していたけど資源は豊富だったもの」

「海漠は徐々に広がっている。お前はいつの話をしているんだ？」

　海漠が広がっているという話は僕の耳にも入っていた。だがしかし、自分とは関係のない話だと思っていた。でも自分と所縁ゆかりのあるシェルターが呑のみ込こまれていたと聞いて実感する。世界は緩かん慢まんな死を迎える……そんな言葉が現実味を持って頭に浮かぶ。

「さて、行こうか。俺が運転するから後ろに乗れよ」

　僕は「……ああ」と間の抜けた返事をしてリアシートに乗った。










　シェルター・マサダは海底山脈の断だん崖がいをくりぬいて建造されている。入口は長い一本の回廊のみ。一直線に続く回廊をマリンバイクで通り抜けた。回廊下部には当時の戦争の残ざん骸がい、戦攻艇の一部や重火器の類たぐいがそのままの形で沈んでいた。

　しばらく進むと搬はん入にゆう区画が見えてきた。港にバイクを停とめるとヘルメットを脱いで周囲を見渡した。まだ酸素は十分に残っているようだ。

「こんなにボロボロになっているなんて……」

　壁の一部は崩れ天井からは朽くちた配管が垂たれ下さがっている。かつての外観とは程遠い。

「よかった、辛かろうじて明かりは点ついているぞ」

　僕らは床に散乱する残骸を避けながら前に進んだ。

「この先に広い倉庫がある、そこなら見晴らしもいいよ」

「お前、詳しいな。ここに来たことあるのか？」

「住んでいたんだ、シバヤスもそう」

「ほう、それは頼もしい」

　倉庫は広い楕だ円えん形けいの空間で三階建の吹き抜け構造になっている。各階の壁面には運送業者が事務所を構えるための部屋が軒のきを連ねている。

「天井が……ないぞ」

「あそこには昔、商業区画からスフィア光を採り入れるためのガラス天井があったんだ。スフィアが一つしか光ってないから薄暗いね」

「それにしてもここは、現在進行形で浸水してるな」

　吹き抜けの天井から差し込むスフィアの光、その光柱に照らされる大粒の水滴たちが床に当たり、多た重じゆう奏そうのリズムを刻んでいた。まるで鎮魂歌レクイエムだなと心の中で呟いた。

「この搬入区画を囲むようにして商業区画が展開している。そっちは広すぎてケセンを迎むかえ討うつには不向きだよ」

「じゃあ、この倉庫で待ち伏せよう。攻撃の邪魔になるような柱もないしちょうどいい。ウルは上の階へ行け、俺はここにいる」

　僕は頷うなずいて壁に設置された階段を上のぼった。三階まで上がると脇に吹き抜けを見下ろす廊下を進み、適当な部屋に入ると身を屈かがめた。手にしたグレネードランチャーを折り、腰に下げた袋から榴りゆう弾だんを取り出すとチャンバーにセットする。ふうっと一息ついて部屋を見渡すと倉庫よりも明るい。ドアの反対側の壁に窓があって、そこから差し込む光が部屋を直接照らしているんだ。立ち上がって窓に近寄ると外の世界を眺めた。

　かつて人で賑にぎわった広大な商業区画は薄い光で輪りん郭かくを不鮮明にしていた。下からニョキニョキと伸びている複数の商業塔は多くが途中で瓦が解かいし、あるいは大きく傾いている。

　眼下には堆たい積せきした種々の残骸とその周囲を埋めるように鈍にぶく光っている海水。もはやここに生きているものはいない、無む機き物ぶつだけで構成されたモノクロームの世界。

　この更に下層、居住区画に僕の両親が今でも眠っている。そしてこの上層、管理区画が最も激しい戦場になった。そんな追憶にかられていたとき、遠くから響いてきた音……動物の鳴き声のようだった。そうだ、多分あれは……犬の遠とお吠ぼえ。

　素早く部屋を横切り通路に出た。音を立てないように吹き抜けを見下ろす。見えたのは「信仰の救い」を握り腰のあたりで構えているレティシアの姿。その立ち姿からは臨戦状態の緊張が伝わってくる……ケセンが来ているんだ。




　……ワォーーーーーン！　……




　今度は近くで聞こえた。地階付近から発せられたそれは吹き抜けのフロア全体に響き渡った。やがて通路から現れたケセン・エラー、手に「形けい影えい一いち如によ」を持ちモデルウォーキングで倉庫の中央付近までやってきた。

「ヴォーレンランド、なぜに再び邪魔をするの？　これはあなたの戦いじゃない」

「そういうケセンはなぜ生きる。トゥーカッターはもう死んだ、ここにお前の望んだ世界はない」

「さっき死んだわよ、帝国の魚ぎよ雷らいにやられてね。心臓だって止まってる」

「ハッ！　何を下らないこと言ってんだ、じゃあどうやって動いてるんだよ」

「私だってこんなの初めてよ、でも何となく理由は分かる。ワイルド・ハントは双そう務む契約なの。もし私が呪のろいをかけた相手よりも早く死んでしまったら、私は反対給付を得られない。そんなことはあってはならない。だから私は生きている。つまりウル・ナンムが死ぬまで私は死ねない」

「じゃあ、お前、本当に……」

　言葉に詰まったレティシアが「クソッ！」と吐き捨てると刀を振り上げた。

　最初に仕掛けたのはレティシアだった。ケセンにこれ以上話をさせて僕が影響されるのはマズいと考えたのだろう。彼女の判断は正しかった、でも遅かった。ケセンの言葉で僕の背筋は凍っていた。僕が死ななきゃケセンが死ぬことはないって……僕が生きている限りケセンは一生僕を追いかけてくるってことだよな……ケセンの力が尽きるまで戦えば希望はあるとレティシアは言った、けどケセンは死んでも動いている。

　……もうどうしようもない……。

　レティシアとケセンの一歩も引かない戦いが始まった。二人の刃やいばが重なるたびに倉庫全体に激しい衝突音と眩まぶしい光が発生した。ケセンの動きは優ゆう雅がなバレリーナのよう、流れる動きで攻撃を繰り出し、レティシアは力強い、そして無駄のない動きで攻撃を浴びせる。

　あ、そうだ。僕も加勢しなきゃ……グレネードランチャーを構えて欄らん干かんに身を乗り出す。狙いを定めようとするが、二人とも異常な速さで戦っているから狙いが定まらない。しかも平気で一〇メートルくらいジャンプするからなおさらだ。

　が、やっと好機が訪れた。後方に飛んだケセンがレティシアと距離を置いた。すぐに狙ねらいを定めてトリガーを引いた。ポンッという間の抜けた音とともに榴弾が飛び出しゆるい放物線を描きながらケセンの足元で爆発した。

　ケセンの体は爆風で飛び上がり床に叩きつけられた。

「よっしゃ！　ウル、ナイスアシスト！」

　レティシアが走りながら「信仰の救い」を大きく振り上げた。その刃先が体に触れる寸前、ケセンは立ち上がった。いや正確には立ち上がったのではなく宙に浮いた。まるでベランダに干したシャツのように両肩を吊つり上あげて空中に立った。そして軽いステップを踏んで床に着地するとレティシアと対たい峙じした。

　物理的にありえない動きを見せられ呆ぼう然ぜんとするレティシアに向かってケセンの槍やりが突き刺さる。が、一瞬早く刀で防御するレティシア。彼女の体は防御姿勢のまま背後に滑り、倉庫の中央でやっと静止した。

「危ない危ない」と微笑ほほえむレティシア。

　今のケセンの動きは何だったんだ？　それにレティシアも、どうしたらあの攻撃を防御できる？　二人の戦いに僕の頭がついていかない。

「ケセン姉様～！」

　場違いな声が聞こえた。「ハイ、パン！」と妙な音頭と同時にカルタが倉庫に現れた。通路からではなく倉庫のスフィア光が当たっていない影の付近から突然現れた。

「姉様の香りを辿たどってやってきました！」

　カルタはレティシアをチラリと見て、すぐに興味をなくすとケセンに近寄った。

「早くパトリモニーに戻りましょう、北方旅団は退却を始めましたよ」

　ニコニコとケセンに話しかけるカルタだったが、彼女の顔を見て笑みを止めた。

「あれ……姉様……血、いっぱい出てる……」

「カルタちゃん、いい所に来てくれたわ。お姉ちゃんちょっとウル・ナンムを殺してくるから。それまでの間、あのオトコオンナの面倒見てくれる？」

「姉様……もしかして……もう……」

「これはお姉ちゃんの最後のおねがい」

「……うん、分かったよ」

　暗い表情のカルタはダガーを抜くとレティシアを見た。

「カルタなんぞが俺に勝てるかっての！」

「勝てないよ、勝つ必要もない」

　途端に始まるカルタとレティシアの戦い。

　ケセンが顎あごを上げ上階にいる僕を見た。スフィアの薄明に映し出された彼女の顔は蠟ろうのように真っ白、額ひたいにベットリと着いた血が天井から降る水滴で頰や鼻へと流され、彼女の顔は徐々に紅べに色いろに染まってゆく。

「泣いている！　私の魂が泣いている！」

　ケセンはそう叫ぶと階段へ向かい歩き出した。追いかけようとするレティシアの前にカルタが立ちはだかる。

「ジャマだよカルタ！」

「ジャマしてるんだもの！」

　レティシアの攻撃にカルタは回避と防御で応答し、それでも前に出てくる。とにかく彼女を進ませない。

「逃げろウル！」

　逃げろって言われても……窓の向こうは商業区画、あの広大な空間の壁から突き出ているのがこの倉庫だ。ここから商業区画の床面は細部が見えないくらい遙はるか下方にあり、直近の建物はそれ以上に遠い。いっそのこと欄干を飛び越えて一階まで行くか……これにしても結構な高さがある。着地の際に足でも折ったら回復する前に殺される。

「お前が見えるぞウル・ナンム！」

　ドキリとして声のした方を見るとケセンが三階まで来ていた。右手に槍を持ち左手は腰に添えてのモデル立ち。咄とつ嗟さにグレネードランチャーを構えトリガーを引いた。ケセンは飛んできた榴弾を槍で一突き。瞬間、彼女は爆風に包まれた。

「ッハ！　その精神よ！」と槍を回転させ黒煙を払ったケセン、怪け我がした様子は全くない。急いで事務所に入るとドアを閉め鍵かぎを掛けた。横にある本棚を倒してドアを押さえ、デスクを倒れた本棚に置く。こんなんじゃダメなのは分かってる。どうする、どうすればいいんだ？　再び窓から顔を出すと周囲を丹たん念ねんに見た。すると倉庫に向かって伸びているクレーンが目に入った。建設途中の商業塔が傾いて天辺に設置されたクレーンのアームが倉庫の屋上付近まで迫っている。

　あれに飛び移ることができれば……それにはまず倉庫の屋上に行かねばならない。部屋の中を見渡し天井へ登れる足場を探すがどれも背丈が足りない。

「話をしましょう、ウル・ナンム」

　壁の向こうからケセンの声が聞こえた。

「どうやってトゥーカッターから左ひだり眼めと能力を奪ったの？」

　隣となりへ移動できるドアはないか？　壁を丹念に見るが剝はがれた壁紙と錆さびて飴あめ色いろの紋もん様ようを呈ていしているコンクリートがあるだけ。

「それは彼の左眼、彼だけの能力なのよ……」

　こうなったら外壁から屋上によじ登るしかない。窓のサッシに足をかけると体を外に乗り出した。窓の下部には一列にボーダーが浮き出ていて、その他の部分は深い溝のあるタイルが貼はってある。足をボーダーに乗せタイルの溝に指をかけて少しずつ外壁へ移動する。

「彼は死んではいけなかった。彼のような優しくて賢い人は、戦争の後にこそ必要な人だったから」

　商業区画の天井から降ってくる漏ろう水すいが外壁を滑りやすくしている。早く逃げたいという焦あせりと、少しずつ移動しないと滑って落ちてしまうという理性とが高速で混じり合い神経がもたなくなってきた。

「許せない…………許せないわ！　コンチクショウ！」

　破裂音とともに倉庫が揺れた、同時に窓からドアや本棚の欠片かけらが噴き出してきた。震動で僕の両手はツルリと滑り体が仰のけ反ぞる。急いで伸ばした両手は壁に届かなかった。

　ダメだ、落ちる……仰あお向むけに倒れる身体からだ、その時視界に屋上の軒のきが目に入った。倒れながら足を折ると勢いよく飛び上がった。

　無意識だった。指先まで伸ばした両手が軒にある錨いかりを模したオブジェを捉とらえた。オブジェにぶら下がりながら腕に力を込めて肘ひじを錨の爪つめ部分に乗せた。

　窓からケセンが顔を出した。僕を見つけると「ハハッ！」と笑う。

　腹筋に力を入れて足を上げると爪に引っ掛け、錨に抱きついた。死の恐怖が心を侵食し、ちょっとでも油断すると気を失いそうだ。胃液が込み上げ堪たまらず嘔おう吐とした、落下した吐と瀉しや物ぶつはすぐに下方の闇やみに消えてゆく。

　落ちたら僕も消えてしまう、この世から消えてしまう。

　そんなのはイヤだ！

　……なぜ、そう思うのかな？　……

　だって、怖いから。僕は死ぬのが怖いんだ。

　……どうして死ぬのが怖いのかな？　……

　僕が死ぬと悲しむ人がいるんだ。僕は、僕が死んでその人を悲しませるのが怖い。

　……そうだね、人はみな誰だれかのために生きているのだから……。

　上を見た、あるのは軒の縁の部分。立ち上がると縁に手を掛けた。ふと窓に目を遣る、そこにケセンの姿はなかった。力を振り絞って懸けん垂すいの要領で体を浮かす、視界に平へい坦たんな屋上が見えてきた。前方の床には朽ちたフェンスの残りが枯草のように生えている。手を伸ばしそれに摑つかまると上半身を床に移動させた。

　やっと屋上まで来ると仰向けに寝転がり息を整えた。が、のんびりしている時間はない。言うことを聞かない身体に鞭むち打うって立ち上がった。

　背後でバタン！　という音が聞こえた。振り向くと塔屋のドアが開いている。ドアの奥は真っ暗で何も見えない。

　その闇から突然ケセンが飛び出してきた。猛ダッシュで僕に向かっている。急いで構えたグレネードランチャーは槍のひと振りで手から離れ、返しのひと振りで僕の身体は後方へ飛ばされた。コマのように回転しながら床に落ちた。身体中に痛みが広がりどこがどうなっているのか分からない。咳せき込こむと胸に激痛が走った、とりあえずあばら骨は何本か折れているらしい。フラフラになりながら立ち上がろうとする僕にケセンが静かに歩み寄る。

「恐怖に支配されるって凄い体験でしょ？」

　彼女は僕の一歩手前で立ち止まると、こちらを見下ろし薄い笑みを浮かべた。

「それが奴ど隷れいというものよ」

　彼女に背を向けると立ち上がり、フラフラと彼女から離れる。

「どこへ行くの？　逃げ場などないでしょうに」

　徐々にスピードを上げた。良かった、まだ走れる。足だけで走るな、身体全体で走れ。随所で感じる痛みを集中力で忘れさせ只ひたすらに走る。全速力で走り屋上の端まで来た瞬間、大きくジャンプした。目の前に見えるのはクレーンのアームの先端部分。

　宙を舞う僕の身体、前のめりになって両手を前方へ伸ばす。目前に迫るクレーン、もうちょっとだった、本当にもうちょっとでクレーンに手が届く距離まで飛んだのに。手は空を摑んだまま僕の身体は落下を始めた。

　終わった、下にあるのは遙か彼方かなたの地面だけ……

　突然、顔面を鞭で叩かれたような激痛が走った。反射的に前方の何かを摑んだ。身体は落下を止め宙に浮いている。摑んだものを見るとアームの先端から下に垂れてる鉄製のロープだった。黒色だったから気づかなかったんだ。

　落ちなくて済んだ……なんとかなった……ロープを伝って上へ登ってゆく。

　アームの先端に両手を掛けて体を引っ張り上げようとするが……できない。

「ふん！　……ッグ」と気合いを入れてもう一度懸垂を試みるが腕が全然動かない。体力が底を尽いたんだ。アームの先端で宙ぶらりん状態。どうしようもない状況の僕。その頭上を美しいフォームでとび越えるケセンがいた。彼女はアームの上に華か麗れいに着地した。そして振り返り絶体絶命の僕を見下ろした。

「人生の最後に相応ふさわしい、楽しいハンティングだったわ」

　このままだと両手の力が限界に達して落下してしまう。運よくアームに上がれても前にはケセンがいる。抗あらがえない死が僕を待ち受けている。僕は死ぬ、確実に死ぬ。

「もう終わりにしましょう。あなたを殺して私も死ぬ」

　ケセンが槍そう頭とうを僕に向けた。

「ウル・ナンム！」

　倉庫の屋上で叫んだのはレティシア、カルタを鎖くさりでグルグル巻きにして小脇に抱えている。伝説の怪盗を捕まえちゃったよ。凄いやレティシア……。

　続いて「ウル！」と叫んだのはメリルだった。見るとシバヤスもいる。二人ともレティシアと同様に屋上からこっちを見ている。

「そこでジッとしてろ！」

　シバヤスは床に片かた膝ひざをつくと手にした大型重火器を肩に担いだ。あれは対戦車砲だ。

　派手な後方噴射を伴って砲弾が発射され、ケセンに向かって一直線に飛んでゆく。ケセンは「形影一如」を下段で構え、着弾直前で振り上げた。槍頭が弾頭を捉えた瞬間、ケセンの目が赤く光り両腕を黒い霧が包んだ。

「ウリャーー！」と獣のような声で叫ぶと槍を振り上げた。砲弾は軌道を変更し天井へ向け飛んで行く。

　ややあって遙か上空から静かな震動がやってきた。そして降ってくる小さな破片。

「お友達の助けも役に立たなかったわね」

　ケセンは高らかに笑った。落下する破片が徐々に大きなものになっている。商業区画の天井が破壊され上層の管理区画の床も落下し始めたんだ。大きな塊かたまりがクレーンに当たり大きく揺れる。僕の身体も影響されて振り子のように左右に揺れた。

　その時、降ってくる瓦が礫れきの中に光る物体を見た。スフィアの逆光で外観の分からない天井から、それだけは自身で輝くようにピカピカ光りながらこちらに落下してくる。

「私の呪いからは誰も逃げられないのよ。誰が何をしてもダメ」

　ケセンが僕に向かって一歩ずつ近づいてきた。やがてアームの先端まで来たとき、降ってきた光が彼女の背中に突き刺さった。直後、ガクンと両膝をつく。

「……あれ……なに？」

　ケセンが自分の身体を見下ろすと、そこには腹部から突き出ている両刃の剣があった。

「なんで？　……力が抜けてゆく……」

　ケセンの身体から黒い霧が噴き出して、それが周囲の空気に溶けてゆく。

「これって、もしかして……」

　一〇年前、東部戦線でイベリア姫の使った神造兵器「護国」が戦闘後行方不明になっている。もしかしてケセンの身体を貫つらぬいているのは「護国」ではないか？

　神造兵器は飛戒の力を無視できる……つまり死なないケセンでも殺すことができる。

　それにしても、こんな偶然ってあるのか？　砲弾が床を破壊して、管理区画にあった神造兵器が落下した。そしてそれがたまたま下層にいた飛戒者の身体を貫くだなんて……。

　その疑問に対する答えが過去の記憶とともに湧わいてきた。そうだ、子供の頃に聞いたことがある。神造兵器「護国」は所有者の意志を力に変換する剣、つまり剣を通して所有者の願いをかなえる剣なんだと……。

　そしてイベリア姫が最期に「護国」に願ったことは……。




　マサダの子供たちを守りたまえ




　これは偶然なんかじゃない。僕はマサダの子供。イベリア姫は死んでも、その意志は剣に宿り続けていた。そして一〇年の時を経て僕を再び守ってくれたんだ。

「……まだよ、お前を殺すくらいならできる」

　両手もアームについたケセンは、這はうように僕に近づいてきた。僕はアームの先端にぶら下がってる状態、しかも両手が痺しびれてきてそろそろ限界だ。

「ケセン、あなたは間違っている！」

　声は屋上にいるメリルから発せられた。ケセンがちらりとメリルを見る。

「ウルはトゥーカッターを殺していない！」

「……誰が信じるものか」

「だってあの時、死んだのはウルのほうだったんだから！」

　メリルは何を言っているんだ？　僕はこうして生きているぞ。

「あの時、私もアケト・キトラにいたの。そこでトゥーカッターを見たわ。彼はお腹なかに大きな怪我をしていてウルの肩を借りながら辛うじて歩いている状態だった。私と合流する寸前、ウルたちの前で大きな爆発があった。トゥーカッターはなんとか生きていたけど、ウルはもう……即死だった……かわいそうなくらいボロボロになっちゃってた。

　私、ウルの死体に抱きついて泣いていた。そうしたらトゥーカッターが私たちの傍そばに来て言ったの、

　……彼は生命を賭としてボクを守ってくれた。だから彼にお礼がしたい……

　彼の手のひらから蒼あおい光が出てきて、その光がウルの中に入って行った。そしたらウルの焼けて真っ黒になった左眼が元に戻ったの、その代わりトゥーカッターの左眼が真っ黒になった。他の傷もそう、ウルの体から傷が消える度にトゥーカッターの体に同様の傷ができていった。ビックリして何も言えないでいたら彼が、

　……本来ならボクが彼の傷を引き受けることで治ち癒ゆできるのだけど……

　……彼の傷は酷ひど過すぎる、それに僕の体力も万全じゃない……

　……こうなったら患かん部ぶごと引き受けるしか方法がない……

　そのとき、私は気づいたの。彼は異海の治癒師なんだって。そして彼の治癒方法は相手の傷を自身が引き受ける形を取るんだって。治癒が終わったとき、ウルが大きく息をした。だからトゥーカッターにお礼をしようと思ったけど……そのとき彼は……既すでに死んでいた」

「……ウソだ、そんなのウソだ！　相手の傷を自分が受けることで治癒させるなんて、彼は言ってなかった。小さい頃から治してもらっていたけど聞いたことない」

「あなたに言ったらどうなった？」

　ハッと瞳ひとみを見開いたケセン。治癒の方法を知ったならケセンはトゥーカッターに怪我を治してもらおうとは思わなくなるだろう。だって自分の怪我が彼に転てん嫁かするのだから。トゥーカッターはそれを見越して沈黙していたんだ。

　つまり彼は「他人が受けた『傷』という『事象』を自分が引き受ける→その傷を自身の回復能力で回復させる」という二つのプロセスを経る治癒を行っていたんだ。

　だがしかし、僕の負った傷は重すぎて彼の身体に移すことができなかった。だから傷のある患部ごと引き受ける方法を採ったんだ。

「傷」という「事象」を引き受けるよりも「患部」という「物質」を引き受けたほうが能力としては少なくて済むのだろう。結果、僕の体の一部がトゥーカッターに移動し、それに対応する彼の体の一部が僕に移動した。僕の左眼にある奴隷コードや驚異的な回復能力＋戦闘能力は彼の身体の一部が僕に組み込まれた結果発生したものだったのか。

「ウソだ……ウソだウソだ！　全部ウソだ！」

「彼はウルを治癒しながら悲しそうな顔で言ったわ。

　……ボクが死んだらケセン・エラーも君のように泣いてしまうのだろうか……

　って、だから私はあなたの名前を知っていた」

　動きを止めたケセン。彼女は真実に気づいたんだ、なぜならメリルの口から出た今のセリフはどうしようもなくトゥーカッターの言いそうなセリフだったから。これは否定できない、異海の人間、つまりトゥーカッターと接点のないメリルがそれを語ることは、つまりは真実を述べている紛れもない証しよう拠ことなった。

　そして、とうとう僕の両手が限界を迎えた。手の力が完全に尽きアームから離れた。

　落下する身体……死を直観した僕は夢の中で見たアケト・キトラの景色を思い浮かべていた。夢の中で大通りを歩いているときの記憶はトゥーカッターのモノだったんだ。イワンにお願いして肩を貸してくれた人の顔を見たら僕自身だったのはそれが原因か。

　死を恐れてここまで逃げた僕だけど、蓋ふたを開けてみれば一ヶ月前に死んでいたとは……真実と現実は同じでなければならない。そう納なつ得とくすることで死の恐怖を克こく服ふくした。

　つまり僕は自分の死を受け入れた。










　が、どうしてだろう……身体が宙に浮いている。無意識に閉じていた目を開けるとケセンが僕の手首を摑んでいた。

　彼女は苦く悶もんの表情を浮かべながら立ち上がる。同時に上昇してゆく僕の身体。

「ケセン姉様ダメです！　姉様自身がワイルド・ハントに逆らったら呪いが解けちゃいます！」

　簀す巻まき状態のカルタが大声で叫ぶがケセンは手を放そうとしない。僕の身体がアームの上まで移動してやっと手を放した。その場に倒れた僕はすぐにケセンを見上げた。

　ケセンの表情からは攻撃的な雰囲気が消えていた。今は優しい、それにどこか虚うつろなものになっていた。

「……分かり合っていたつもりなのに」

　ケセンは大きく咳込み、大量の血を吐くとアームにペタリと座りこんだ。

「彼が生命を賭かけて守った人を、私は生命を賭けて殺そうとしていたなんて……なんという皮肉でしょう」

　そう言って口の端に僅わずかな笑みを浮かべたケセンは、フッと意識を飛ばすと僕の方に倒れてきた。思わず摑んだ彼女の肩は驚くほど華きや奢しやで、僕を追い詰めたときの荒々しさなど何ど処こにも感じられなかった。

　徐々に僕の心は理解した。そして自分が何をすべきかが明確になった。ケセンの身体を胸元で支えると空いた両手を天に向けた。

「ケセン、君を死なせはしない。僕が助けてあげる」

　僕の身体にトゥーカッターの能力が宿っているなら、単に怪我の治りが早いということ以外にもできることがある。僕は既に一度それを使っている。イワンが復活したのはそれが理由だろう。

「私がそれを望んでいると思って？」

「望まなくてもそうするさ」

　当たり前のことだった。今こうして僕が生きているのはトゥーカッターのお陰。ならばその恩を彼の恋人に返すことに何の躊躇ためらいがあろう。僕はケセンの傷を引き受けることにした。たぶん僕は死ぬ、しかしそれでいい。だって、元々僕は死んでいるのだから。

　ケセンの頭がズルズルと下がり、僕の膝の上に仰向けに倒れ込んだ。彼女は僕を見上げ小さく、そしてゆっくりと頭を左右に振った。

「彼がいない世界に……私はいたくない……」

　……ボクはここにいる……

　ケセンが両手を伸ばす。か細い手はやがて僕の頰を大事そうに覆った。

「トゥーカッター……あなたなのね」

　……寂しい思いをさせて、ごめん……

　ケセンの頰に水滴がポツリポツリと落ちてきた。最初、天井からの漏水かと思った。しかし違った。それは僕の瞳から出ていた。

　僕が泣いている？　……いや違う、僕の中で彼が泣いているんだ。

　……さあ、行こう。ボクらの意思は無に溶けて、やがて一つになる……

　頭の中に何かが見えた。それは記憶という名の沢山の光、コラージュのように雑ざつ多たに現れて、強く光ると消えてゆく様々な場面。その中には以前アケト・キトラで見た幼いケセンの姿もあった。こちらを見上げて無む邪じや気きな笑みを見せた彼女の顔も強い光を発して消えてゆく。それらの記憶は瞳から流れる涙に溶けてケセンの頰を打った。トゥーカッターの記憶が消えてゆく……それは同時に彼の存在そのものが消滅してゆく過程でもあった。

　大きく呼吸したケセンが少し驚いた顔をした瞬間、身体を弛し緩かんさせた。頰にあった両手も同時に落ちる。そして彼女は動かなくなった。まるで廃棄されたシェルター・マサダのように時間の呪じゆ縛ばくから解放され永遠に動かなくなった。

「ウル！　何をしているの！」

　メリルが叫ぶ。僕の手のひらから蒼い光が発生していることに気づいたんだ。

「トゥーカッターからもらった生命をケセンに返す」

「そんなことしたら、あんた死んじゃうじゃない！」

　僕は答えなかった。蒼い光は手のひらで成長しながら光度を増してゆく。

　僅かだが空気の変動を感じた。同時に屋上のレティシアが「あれ？」と奇妙な声を発した。彼女はダラリと垂れた鎖を見ながら呆然としている。鎖に縛られていたはずのカルタがいない。そして僕の前方、クレーンの下部にある闇から姿を現した人間の足。次に顔と両腕、最後には身体の残りすべてが闇から生まれた。僕は見た、カルタが闇から姿を現す様を……。




　　片目の玉の緒お夜闇に溶ける

　　音頭が聞こえたその時は

　　得物は懐ふところエンカルタ




　童どう謡ように唄うたわれていたことは本当だったんだ。飛戒者カルタの能力は空間移動、だから旗艦パトリモニーでも異常な早さで艦内を移動したり、シェルター・マサダにも突然現れたりしたのか。

　カルタはアームをスタスタ歩くとケセンを抱きかかえた。

「ケセン姉様は僕がアミ教圏で埋まい葬そうする」

「カルタ、ちょっと待て。僕がケセンを生き返らせてあげるから」

「それは不要だよ、ウル兄様」

「不要って……お前の大好きなケセンが生き返るんだぞ」

「ケセン姉様は自ら死を選んだ。ワイルド・ハントに逆らったとき僕はその意志を見た。僕は姉様が好きだから姉様の意志に従う」

　このままだとケセンが持って行かれる。

「ボクには分かるよ、ウル兄様は悩んでいる」

　カルタの言葉に「ああ、そうだ」と答えた。原因はハッキリしていた。僕の心にモヤモヤと発生しているこの気持ち、これは生き残った者が死者に対して抱く負い目だ。

「僕は普通の人間なんだ。普通に生まれて普通に生きて、そして多分普通に死ぬ。そんな僕に他人の生命を犠牲にしてまで生きる価値なんてあると思うかい？　僕はないと思う、本人が言っているんだから間違いない。それなのに、なんでトゥーカッターは僕なんかを助けたんだ？　それにケセンもそうだ。彼女も僕を助けて死んでいった。でも僕は二人の死に見合う人間じゃない、そんな価値のある人間じゃないんだ。だからせめてこの生命と引き換えにケセンを生き返らせてくれ」

　僕の人生、一人の人生。何の挑戦もせず、努力もせず、それでも許される僕だけの人生。それはとても居心地の良い生き方だった。別に大志を持って生きなくても自分が納得する生き方ができればそれでいいんだ、そう思っていた。

　ところが状況が変わった。僕の生命は二人の飛戒者の犠牲の上に保たれたのだ。そのことは僕の人生に特別な意味を与えた。今後、僕は何度も自問自答することになるだろう……はたして僕は二人の死に見合うほどの人間なのだろうか？　……と。

　その問は僕が本来望んでいた「ラクで無価値な人生」から遠ざけ、むしろ「価値ある、しかし苦難に満ちた人生」へと方向転換を迫る。

　それって既に僕の人生ではない。死人によって造られた偽いつわりの人生だ。おまけに苦しみまでついてくる。苦しみながら生きるよりも普通の人間として死んで楽になりたい。

　僕は生きることから逃げようとしていた。

「ウル！　こっちを見なさい！」

　言われて反射的にメリルを見た。日頃言われているせいかパブロフの犬的に見た。メリルは自分の頭にピストルを突きつけていた。

「あんたが死んだら、私も死んでやる！」












　これには参った。言葉が出なかった。

「トゥーカッターが死んだからケセンが死んだように。私だってウルが死んだら死んでやる！」

　初めからそうだった。だから多分、海漠でケセンが倒れたとき、僕は彼女を放ほうっておけなかったんだ。顔や身体の造り（特にバスト）は違うのに、直情的なところとか一いち途ずなところとか無む垢くな憧あこがれを持っているところとか……怒らせると大変なところとか。

　ケセンは、まるで誂あつらえたようにメリルに似ていた。

「死にたい人は死ねばいい。でも死ぬことで誰かが悲しむのなら、その人は死んじゃいけない。だって人は他人を悲しませる権利なんて持っていないもの」

「僕が死ぬと誰かが悲しむのかな？　悲しんでくれるのかな？」

「私が悲しむに決まってるでしょ！」

「なあ、ウルよう。親父さんの遺言忘れちまったのかい？」

　今の状況が思い出させてくれた。親父さんはたった一言「娘を悲しませるな」とだけ言ったんだ。そしてシバヤスの質問の意図もやっと分かった。あのデブ、旗艦カラトラバにいたときから僕のことを心配していたのか……ガラにもないな。

　カルタが僕に背中を向けた、そして離れてゆく。最も早はや、僕に彼を呼び止める気はなかった。手のひらの蒼い光も徐々に小さくなり、やがて消えた。ケセンを抱いたカルタは闇に飲まれていった。

　背後で音がした。振り向くとレティシアが雄お々おしい姿勢でアームに着地していた。

「さあ、帰るぞ」と言って僕を持ち上げると肩に担ぐ。

「帰るって、どこへ？」

　顔を上げると見えたのは倉庫の屋上、僕を見ているメリルとシバヤスの姿があった。

　レティシアに身を委ゆだねる。難なく屋上へ着地したレティシアは僕の体を床に下ろした。

　メリルは「ウル！」と叫ぶと僕の身体に抱きついた。まだ癒いえない傷があちこちにあるので正直叫びたいほど痛かったが、ここは我慢と歯を食いしばって耐える。メリルは少し身体を離すと「……ウル」と小さく呟いた。潤うるんだ瞳の彼女を見て愛いとしさが込み上げてきた。そうだ、僕は彼女を悲しませないためにも生きなければならない。

「メリル、心配かけて……」と言い終わる前に彼女の平手が飛んできた。

「心配かけてんじゃないわよ！」

「い、今それを謝ろうとしたじゃないか」

　メリルの険しい顔が一転して、今度は思いつめたような顔になった。

「あんた、死のうとしたでしょう」

「…………」

「ねえウル、よく聞いて。今度、自分の生命を犠牲にしようなんて考えたときは私を思い出しなさい。私はあなたが死ぬと悲しい、私はあなたを必要としている。そんな人がこの世界にいることを思い出しなさい」

「……わかった」と答えたあと、ふと湧いた疑問。

「なんでトゥーカッターのことを僕に黙ってたの？」

「だって、もし知ったらウルは『僕なんかのために、なぜ？』とかって悩むでしょう」

　メリルは僕の心が読めるのか？　っていうくらい正確な予想だった。実際に僕は悩んだ、というかこれからも悩み続けるだろう。

「それと……」と、今度は思いつめた顔から恥じらいの上目遣いへと変化した。

「ナーガと戦ったとき、私と交わした約束を憶おぼえてる？」

　メリルと約束なんかしたかな？　確か戦攻艇から海中に出る前、メリルのおでこにキスしたのは憶えているけど、それ以外のことを思い出せない。あのときの以前と以後で様々なことがあったから頭の中が整理しきれていないのかもしれない。

　あれこれ考えながらも一向に答えを出せない。業ごうを煮やしたメリルがポツリと呟いた。

「……なんだって？」

「だから……目を……」

「もっと大きな声で頼むよ」

「目を閉じろって言ってんの！」

　メリルが顔を真っ赤にして叫んだ。驚きながらも従い目をギュッと閉じる。少し間を置いて唇くちびるに押しつけられた柔らかい感触。メリルは僕の身体に両腕を回して抱きつくと顔を僕の頰に添わせた。

「お帰りなさい、ウル・ナンム」

　耳元で囁ささやく吐息まじりの声を聞いて僕は率直な、まじり気のない言葉を返した。

「……ただいま、メリル」

　こうして僕は運送事業所シャティヨン運送へ真の意味で帰還を果たした。
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　旗き艦かんカラトラバへ戻ったときには戦闘は終了していて、海中は戦せん攻こう艇ていの残ざん骸がいや戦死者で溢あふれていた。因ちなみに結果はキトラ艦隊の大勝利、イスマリク北方旅団は虎とらの子の巡洋艦を二隻失い、ほうほうの体ていで南へ撤てつ退たいしたらしい。

　当初の戦力差もさることながら、ケセンは僕を追っていたし、シャクティは神しん造ぞう兵へい器きを持っていない。カルタはケセンを追って姿を消すし、レティシアにいたっては部隊ごと戦線離脱という指揮系統がほとんど機能していなかった状況を考えれば、全滅しなかっただけマシなのかもしれない。

　程なくしてレティシアの旗艦ロイヤルオークもキトラ艦隊と合流し、僕らはエルアザル帝国西部最大のシェルターであるアケト・キトラへと向かった。

　蛇だ足そくかもしれないけど、僕とメリルがキスをしたことで二人が恋仲になったワケじゃない。というのも、あのキスのあとすぐレティシアが僕を無理やり立たせ「今度は俺おれとの約束を果たせ」などと言って僕に内臓まで吸い取るような濃のう厚こうなキスをしたからだ。

　それを目撃したメリルは発狂、レティシアにピストルを向けると躊ちゆう躇ちよなく発砲した。虚きよをつかれたレティシアは避ける間もなく被弾し床に倒れた。

「ドＳ姉系とドＳ妹系が一人の男を奪い合って刃にん傷じよう沙ざ汰た！　これなんてエロゲ？」

　などと余計なことを口走ったシバヤスもメリルにその場の勢いで撃たれた。僕は急いで二人を旗艦カラトラバへ運んだ。レティシアは運よく、というか元々頑がん強きような身体からだが幸いして軽傷で済んだが、彼女とは正反対の怠たい惰だな身体の持ち主であるシバヤスは重傷で、ちょっと心臓が止まったりしていた。

　僕とメリルの間に流れた桃色の雰囲気はそんなドタバタに流されてしまったのだ。

　でもまあ、それでいいと思う。メリルは僕を必要としている、そのことが分かっただけで十分としておこう。

　人は人との繋つながりの中で生きている。その中で誰だれかに必要とされ、あるいは誰かを必要としながら人生を送ってゆく。だから無駄な人間など、死んでいい人間など一人もいないんだ。僕は生きている。同時に、いや、それ以上に生かされている。他者の希望によってこの世に存在する生命は、その所有者ですら勝手に処分してはならない。

　メリルに必要とされているから僕は生きる。その動機づけは僕が僕自身のために生きることよりも重要な意味をもった。




　　　　　＊　＊　＊　＊




『ウル！　応答しなさい！』

　ハイハイと呟つぶやきながら無線に手を伸ばす。

『何やってんのよウル！　早く応答しなさい！』

「そんなに早く出れないって！」

『進しん捗ちよく状況は？』

「もうすぐアケト・キトラだよ」

『シャティヨン運送に戻ったら社長室に寄りなさい、話があるの』

　はいよ、と答え海中を進む。操そう舵だしているのはインターセプターではなく大型輸送艇。東方のシェルターで積み荷を降ろしてアケト・キトラに戻るところだ。メリルは結局、次の事業所をシェルター・ルシアに近いアケト・キトラに構えた。商しよう魂こんたくましいと思っていたけど蓋ふたを開ければ郷きよう愁しゆうの念に駆られて遠くに行けなかった、そんなメリルの人間らしさは嫌いではない。

　アケト・キトラに着くと寄り道せず商業区画へ向かった。エレベータで下階へ降りるといつものように眩まばゆい光が天井から射さしており、通りの賑にぎわいもお祭り並みだ。さすが帝国西部最大のシェルターだなと毎回実感する。

　あれから三ヶ月が経たった。死線を越えて海かい漠ばくを進んだ経験は遠い過去のものに思える。あの経験は今後の僕の人生を大きく変えると思ったけど、実際は違った。アビーを帝都アルバイムへ移送してからは平凡な日常が再びやってきたんだ。つまりシェルター・ルシアにいた頃と変わらない運送屋の日々の再来だ。もちろんその生活が嫌いなワケじゃない、むしろ平凡な日常万歳。

　が、なぜだろう。もう一つの僕が問いかけてくる。

　……本当にそれでいいのか？　……

　トゥーカッターが僕を生かしたのならば、それにケセン・エラーが僕を道連れにしなかったのならば、僕は彼らが向かおうとした未来へ歩み、その先にあるものを見届ける義務があるのではないか？

　そのために何らかの行動をとるべきなのではないか？

　雑ざつ踏とうの中、呼び込みや歓かん談だんに混じって聖典アヴエストリアを引用した辻つじ説せつ法ぽうの声が聞こえてきた。

　イスマリク北方旅団が海漠から撤退したため、アミ教圏の現状がイヴァヌス教圏にも公おおやけになった。枢すう機き院いんはこの機を逃すまいと各国へ聖戦を呼びかけている。

　ここアケト・キトラにも数日前から伝道師たちが大量に派遣されてきた。

「神はすべてを見ておられます。正しい行いはその者の罪を赦ゆるしすべての悪からその者を清めてくれます。戦いを恐れる必要はありません、神はあなたとともにいるのだから、聖戦にたじろぐ必要はありません。神が行く道を照らしてくれるのだから」

　歩く僕に向かって伝道師がビラを差し出した。僕はそれを無視して通り過ぎる。

　シャティヨン運送の新事業所は商業区画の中心部にある。玄関のフロアも大きく多人数の出入りにも対応できるよう設計されている。その玄関を進み上階への階段を上ると受付に座っているカイエが僕を見た。

「あ、ウルさん。お疲れ様です！」

　カイエは傭よう兵へいを卒業（借金返済）してシャティヨン運送に転職したんだ。本人はまだ傭兵団に残りたいようだったけど、レティシアの「堅かた気ぎになれ！」の一言でしぶしぶロイヤルオークを降りた。

　カイエに軽く手を上げると通路の奥へ進んだ。その先には次の依頼が提示されている配送センターがある。僕はそこに提示された積み荷と配送先を確認して再び海中へ出る、これの繰り返し。商業区画の一等地に事業所を持てたのはキトラ様のご配はい慮りよによるものだ。アビー移送の褒ほう美びはそれに留とどまらず、周辺シェルターへの官給品配送を一手に任せてくれた。お陰でシャティヨン運送は事業再開と同時に大盛況となった。急きゆう遽きよ従業員を増やしたがそれでも足らず、再び求人を出している最中だ。

　通路を歩いていると人だかりが目に入った。「どうしたの？」と近寄ると、従業員の一人がある物を僕に見せた。

「ウルさん、これなんですかね？」

　それを見てありのままの意見を述べる。

「これって……ネズミ捕りに掛かったネズミにしか見えないけど」

「コラ下げ郎ろう！　お前まで朕ちんを下等生物呼ばわりするな！」

　うわ、イワン大帝じゃん……なんでアケト・キトラにいるんだ？

「こいつ、喋しやべるんですよ。新しいオモチャかな」

　僕はアハハと誤ご魔ま化かしながらネズミ捕りを従業員から奪い通路の奥へ進んだ。

「王様、何やってんですか！」

「何もかにも、話があるから来てみれば……朕を陥おとしいれる罠わなを仕掛けているとは……」

「王様を捕まえようとしたワケじゃなくて、ここは商業区画だから飲食店も多くてネズミが出るんです。その対策ですよ」

　ゲンナリしながらも理由を述べて配送センターのドアを開けた。

「おうウル、やっと来たか。今メリルの所にお客さんが……」

　と、言葉を止めて僕を見たのはシバヤス。今は配送センターの責任者でシバヤスセンター長と呼ばれている。

「それってイワン大帝じゃん。どしたの？」

「ネズミ捕りに引っ掛かってた。最も『人の王』に近かった人が何やってんだか」

「まあ、人じゃないけどな」

「当然である。朕は神に近き存在、無限の時の観測者」

　大仰に言ってみせてもネズミ捕りに貼はりついている姿ではなんの説得力もない。

「それはそうとウル、上へ上がれよ。お客さんが見えてるぞ」

　シバヤスが親指をクイっと上げて促うながす。何かと顔を顰しかめるが彼は教えてくれなかった。イワンをネズミ捕りから剝はがしながらシャティヨン運送最上階のドアを開けた。

　正面に見えたのはこの事業所のオーナーであるメリル、彼女は大きな椅い子すに深く腰かけている。その対面にある来客用の椅子には誰だれかが腰かけていて、僕がドアを開けると同時に立ち上がり、振り返って僕を見た。

「わあ、ウル様！　御ご無ぶ沙さ汰たしています！」

　アビーだった。イワンが僕の手から飛び降りると彼女の肩にチョコンと立った。なるほど彼はアビーのお供としてついてきたのか。

「イスマリクのマハ・ティヒンと戦って大おお怪け我がしたと聞きましたが」

「ああ、骨が一〇か所くらい折れていたけど、三日で治ったよ」

　トゥーカッターが僕の中から消えたあとも回復能力は消えなかった。でも手のひらから出せたあの蒼あおい光はどうやっても出せなかった。僕が生命を無駄にしないように彼が一緒に持っていったのだろう。

「それはそうと、どうしてここにいるの？　今頃はアミ教圏に戻っているとばかり……」

「援軍は既すでに海漠を越えています。私も同伴したかったのですが皇帝ナウルの指示で航路の安全が確保されるまでアルバイムに留まっていました」

「そのことなんだけどさあ……」

　背後から声を発したのはシバヤス。僕のあとをついてきたんだ。

「皇軍が動いたって情報は何ど処こからも聞こえてこないのだが」

「みなさん、枢機院が唱えている聖戦をご存じですか？」

「それは誰でも知ってるよ、今も通りで伝道師たちがアジってる」

「もし聖戦が始まれば枢機院の指揮する聖戦軍はシェルター連合やイスマリクの別なくタリア人を攻撃するでしょう。ですから、もし皇軍をシェルター連合へ派遣したら、皇軍は聖戦軍とも戦わなければいけなくなる」

「うわ、結果イヴァヌス教圏でも内戦勃ぼつ発ぱつだ」

「それを危き惧ぐした皇帝ナウルは皇軍を動かさず、傭兵団を援軍として派遣しました」

「傭兵団？　アビーの雇っているヴォーレンランド傭兵団とは別に？」

「そうです、ジンギルさんという方が統領を務める傭兵団です」

　ジンギルの名は知っている。東部戦せん役えきでシェルター・マサダ防衛を遂げた武官なのだが、イベリア姫を守り切れなかった責任を取って自ら下げ野やした人だ。当時の彼は帝国で無双を誇った武人だった。軍内部での信頼も厚く、彼の退たい役えき後は多くの部下が彼の後を追ったという。どうしているかと思えば傭兵稼か業ぎようを営んでいたとは。

　だがしかし、だからこそ皇帝ナウルの目に留まって今回の援軍に抜ばつ擢てきされたと考えるべきか。それにジンギルは下野したとはいえ帝国に忠誠を誓っている武人。皇帝ナウルもその辺のところを理解しているから秘ひ密みつ裏りに行われる援軍に彼を任命したのだろう。

「焦あせる気持ちを抑えて皇帝ナウルからの渡航許可を待っていたのですが、先ほどやっと許可が下りたのです」

「それはよかったね、故郷へ帰れるんだ」

　そうか、アビーは僕らに別れを言いに来たのか。数日間とはいえ僕らは密度の濃い時間を共有した仲だ、一緒に困難を克こく服ふくしたことで生まれた強い絆きずなは距離を置いたからといって易やす々やすと消えるものではない。だからこれは永遠の別れではない。もし将来、アミ教圏に平和が訪れたら暇ひまを見つけてアビーの元を訪れるのもいいだろう。

「そこで一つお願いがあるのですが」

「うん、いいよ。僕にできることならなんでも言ってよ」

　笑顔で答える僕、餞せん別べつ代わりになんでもしてあげたい気持ちだった。

「私を聖せい都とサラフィウムまで移送してほしいのです」

「それって、アミ教圏の……海漠の向こうだよね」

　心の中がざわついた。

「はい、安全が確保されたとはいえ聖都まで道のりは遠い。ここは私を移送した経験のあるシャティヨン運送の皆さんにお願いしたほうが危難回避の可能性が高まると考えました。それに気心の知れた人といるとホッとしますしね」

　ニッコリ微笑ほほえむアビー、対照的に僕の表情は硬い。でも、だからといってアビーの依頼を拒否する気はなかった。むしろやっと来たかと思うほどだった。

　僕は、僕のために死んでいった者たちのためにも多くのことを為なさなければならない。そう努力しなければならない。心の奥に沈んでいたそんな気持ちが急浮上してきた。

　アビーはいつも僕に新たな可能性を持ってきてくれる。

　しかし行動には反発がつきまとう。今回の件ではまずメリルだ。従業員を危険な目に遭あわせたくない経営者メリルはアビーの申し出を快こころよく思わないだろう。それにそもそも仕事の受じゆ諾だくは社長であるメリルの権利であるという制約がある。

「僕としては、あれなんだけど……メリルがどう言うかな？」

　アビーに気まずそうな顔を返しながらメリルをチラリと見た。彼女は瞳ひとみをカッと見開くと椅子から立ち上がった。出るぞ、メリルの否定語による一いつ喝かつ。

「その依頼を待っていたのよ！」

「はい？　……メリル、さん？」

「アビー、あなたの依頼よろこんで引き受けるわ」

「ありがとうございます、これで安心して帰路につけます」

　メリルは人差し指を指揮棒のように振りながら壁に設置された収しゆう納のう棚だなへ向かった。

「ハイリスク・ハイリターン、危険な仕事ほど貰もらいが多いことにアビーの件で気づいたわ。これからシャティヨン運送が事業を拡大していくためには危険な業務を避けてちゃいけない。ならばリスクヘッジに最大限気を配って然しかるべきなの」

　棚の引き戸を開けると見えたのは重金属の黒光りが眩い様々な銃火器だった。狙そ撃げき銃じゅうに散さん弾だん銃じゆう、突撃銃や機関銃まである。その奥、仕切り板に鎮ちん座ざしているのは大量の弾薬。

「帝国内で購入できるものはあらかた買ってみたんだけど、やっぱり一番はコレかな」

　と突撃銃を一丁引っ張り出すと構えて見せた。

「このアサルトライフルはストックやハンドガードだけじゃなくて基き幹かん部分まで強化プラスチックでできてるの。だから女性の私でも扱える重量に抑えてあるわ。だからと言って殺傷能力が犠牲になってるなんてことはない、ちゃんと敵のボディアーマーを貫かん通つうする威力を持っている」

「おいシバ、僕が外回りしている間にメリルが変な方向へ向かってるぞ」

「俺もインターセプターに魚ぎよ雷らい発射管を装着したった」

「お前もかい！」

　どうなっている？　一体シャティヨン運送は何になろうとしているんだ？

「そして極めつけはコレ」

　言ったメリルが手にしたのは両もろ刃はの剣だった。柄つかや鞘さやは新調されたモノだろうが、あの刃やいばの持つ尋常じゃないほどの輝きは……。

「そう、神造兵器『護ご国こく』よ」

「なんでメリルがソレを持っているの？」

「なんでって、シェルター・マサダから持って帰ってきたのよ。悪い？」

「悪いよ！　ソレはイベリア姫の物だったんだから、返さなきゃダメだろ！」

「いいじゃない、別に返せって言われてるワケじゃないし。それに色々改造しちゃったから、ある意味もう私の剣じゃないかしら？」

　メリルが剣を振って見せると軌道線上の空間が少し捻ねじ曲まがって見えた。本当に空間が斬きれて一瞬だけ真空状態になっているんだ。

「これ凄いのよ、さっき試しにコンクリート斬ってみたら見事に真っ二つ。これはあれね、私の意志の力が剣に力を与えているのね」

　あんな危険物をメリルが持って大丈夫か？

「私思ったの、従業員の身の危険を心配するんじゃなくて、私自身が従業員を守ればいいんだって。ウルは私が守ってあげる。だから安心して航海に出ましょう」

「えっ？　……メリルも行くの？」

「行かなきゃ守れないでしょ。インターセプターで行くからシバも参加ね」

「おう、機体は温まってるぜ」

「ウル、あんたはどうするの？」

　メリルに見つめられて視線を逸らす僕。

「僕が一人でアビーを送る分にはいいと思うけど、みんなで行くのは危険だと思う」

　気まずいながらもボソリと反論してみた。

「そうね、確かにそう。でもね、今回のアミ教圏の内戦は対岸の火事じゃない。これに呼応した枢機院が南部へ侵攻することでイヴァヌス教圏にも波は及きゆうしてくる。そうなったら世界全体が戦争の当事者になるの。私たちはもう傍ぼう観かん者しやじゃいられない。私は帝国が好き、でもアビーも好き。だから私は、私の好きな人たちのために動きたいと、一助になりたいと思うの」

　アビー移送の仕事でメリルは強くなった。ナーガに怯おびえて意味不明なことを言っていた頃の彼女とは大違いだ。経験が人を成長させるってこのことかと思った。

「私もメリルさんやシバヤスさんと一緒に行きたいのですが、ダメでしょうか？」

　僕の顔を覗のぞき込こんでくるアビーに仰のけ反ぞりながらも……この距離、イヤではない。

「ウル、あんた一人じゃない、みんなで行くの。これは社長命令よ」

「分かったよ！　分かりました、みんなで行きましょう」

　メリルのゴリ押しに結局意に反した叫びを返した。フゥッと肩を落として窓に近づく。通りは行商の出店や商品の配達人、それに買い物客で溢れていた。

「お、イヴァヌスの伝道師ではないか」

　窓枠に立ったイワンが眼下を眺め呟いた。僕は彼の背中を撫なでながら聞く。

「アミ教圏の王様もイヴァヌス教を知ってるんだ」

「当然である。朕の治ち世せいではイヴァヌス教は国教であったからのう」

「え、アミ教じゃないの？」

「アミ教というのは朕を裏切り王国を滅亡させたスムラエル、つまりアビシャイの祖先が広めた教義である」

「そうなんだ。でも、それにしたって意外だよ。イヴァヌス教が海漠を渡ってタリア人の海域まで伝でん播ぱしていたなんて」

「何を言う下郎。イヴァヌス教はイシュタル王国の首都シェルター・グノーシスがメッカであるぞ」

「いやいや、それは違うでしょう。イヴァヌス教の発はつ祥しよう地ちはシェルター・バステトだよ。だってあそこには現人神ティア様がいらっしゃるんだから。あの方は創造神の末まつ裔えいと言われているお方だよ」

　イワンは言葉を返さず、代わりに僕に向かってヒクヒクと鼻を揺らした。

「それは……生しよう類るいと意志を交わせる伝説の飛ヒ戒カイ者のことか？　本当にいるのか？」

　僕は言葉を失った。三千年前から生きているイワンが僕に歴史上の質問をしているのが不思議だったからだ。

「ティアとはイシュタル語で代理人を意味する。つまり神の意志を神に代わって衆しゆ生じように広め、その信仰心は直接神に帰属するのである」

「代理人ってことは……ティア様はイヴァヌス神の末裔じゃないってこと？」

「末裔もなにも、イヴァヌスは今でもシェルター・グノーシスにおる」

「いるって……いる？」

「うむ、シェルター・グノーシスの領主アイバーンこそが創造神イヴァヌスである。因みに朕の称号であるイワンもアイバーンの威光を借りたモノなのだ」

　なにがなんだか分からなくなってきた。

「どうやら朕の言う神と下郎たちの想像する神との間に少し齟そ齬ごが生じておるようだ」

「少しどころか、凄いギャップがあるよ」

　シバヤスが鼻息も荒くイワンに顔を近づけた。

「その話もっとプリーズ！　アイバーンってどんな人なんだい？　今でも生きているってことは王様よりも長生きしてるってことだよね。どういう仕組みなの？」

「朕の王国が崩壊したときアイバーンは朕から禁きん忌きの記憶を奪った。だから思い出せることはほとんどない」

「なんだい、使えないネズミだなあ」

「なんじゃ！　その見下したような言い方は！」

「そんなんじゃ数少ないインテリ枠をこの俺に取られちゃうぜ」

「全部忘れたワケじゃないぞ！　要点要点はある程度憶おぼえてる……かもしれない」

「じゃあ王様、聞きたいことがあるんだけど」

「いいぞ下郎、憶えている範囲で答えてやる」

「旗艦パトリモニーに絵が飾ってあったんだ。エンキドゥはそれをシェルター・グノーシスから持ってきたと言っていた」

「どんな絵じゃ？」

「女の子が真ん中に描かれていて、周囲には見たこともない草が生えているんだ。天井は海よりも澄んだ蒼あおで限界が見えないくらいに高い」

「お、それ知っておるぞ」

「エンキドゥはその絵に描かれた空間が実際に存在すると言っていたんだ、もしかしてあれってシェルター・ヘブンを描いたものなの？」

「まあ、宗教的に言うならそうなるのう」

「それってつまりシェルター・ヘブンは本当に存在するってこと？」

「そのとおりである。そもそもアイバーンは人類をシェルター・ヘブンへ運ぶ水先案内人を自負していたからな、そういう意味で言えばあの絵はアイバーンの存在意義を象しよう徴ちようする絵でもある。はて、なんというタイトルであったか……」

　しばらく腰に手を当て難しそうな顔をしていたイワンがハッとつぶらな瞳を広げた。

「思い出したぞ、あの絵のタイトルは『地球』である」

「チキュウ？　……なにそれ？」

「そういう名前の広大な酸素空間がこの世界の何ど処こかにあるらしいのだ」

「つまり地球っていうところがイヴァヌス教でいうシェルター・ヘブンで、アミ教では楽らく土どと言われてるのかな？」

「そうなるのう、人は具体的な目標を与えねば意志を持たない。しかしそれが想像できないモノであると効果は薄らぐ。であるから宗教的な観点から分かりやすく目標を提示することで民衆の意志を操作し民意の統一、つまりは国家の統一を図る。なにも人をまとめるのは戦争だけではない、宗教を使うことでそれを行おうとする者も過去におったということである」

　僕はこの世界で生きている、でもこの世界を説明することはできない。まるで真っ暗な世界で生きているようだ。そういえばエンキドゥは「私は盲めしいであったが今は見える」と言っていた。彼は南方への旅を通して世界の理ことわりに気づいたのかもしれない。

　僕も知りたい、この世界の真の姿を。そして、ゆるやかに衰すい退たいしている人類が暗くら闇やみに呑のまれる前に明るい世界へ進める方法も知りたい。

「ウル、鼻息荒くしてどうしたの？」

　振り返るとメリルが立っていた。傍そばにアビーもいる。

「ウル様から強い意志を感じます」

　それを聞いたメリルが「強い意志かあ……」と呟くと僕に腕を伸ばした。その先、彼女の手には「護国」が握られている。

「メリル、何？」

「これはあんたが持ってなさい」

　そう言って「護国」を僕の胸に押し当てた。

「だってこれメリルのじゃあ……っていうか元々はイベリア姫のか」

「いいのよ、私にはライフルがあるから」

　勢いに押されて「護国」を持つと不思議な感覚が身体を覆った。柄を握って刀身を前に構えてみる。うん、とてもしっくりくる、まるで身体の一部であるかのような一体感だ。神造兵器のすべてがこんな風なのだろうか？　いや、違う。これは僕と「護国」にだけ存在する特別な繋がりだ。直観的にそう感じた。

「お、ウル、決まってるねえ」とシバヤスが茶化してきた。

「イベリア姫は『護国』を使って俺たちを救ってくれた。お前は『護国』を使って誰を救うんだい？」

　……救う、イベリア姫がしたように、トゥーカッターがしたように僕が誰かを救う。

　考えた末、僕の口から出たセリフは、たぶん過去に遡さかのぼれば何人もの王者や賢者が口にした陳ちん腐ぷなモノだったかもしれない。しかし果たされず今もなお、ヴィマル・サバンや枢機院が異口同音に主張している。

「僕は……」と言っていったん言葉を止めた。

　……違う、そうじゃない。こうだ……

「僕が人類を救いたい」





了　　　










　　　あとがき




　はじめまして、中なか村むらです。

　賞もらってないのに、何な故ぜか出版できることになりました。不思議です。

　本書は平へい凡ぼんな運送屋だった青年ウル・ナンムが、人類の未来を左右する大きな紛争に巻き込まれ、結果、自らが人類を救う存在になりたいと決意するに至るまでの心の成長を描くとともに、後に行われる大規模な宗教戦争の序章という位置付けになっています。

　はたして今後の展開は？　というか二巻は出るのか？

　興味津しん々しんです。ボク的には二番目の疑問が特に気になります。

　それと、賢明なる読者諸しよ兄けいの中には「海の深くまで日の光が差してるっぽい書き方してるけど、実際はそんな深くまで光は届かないんじゃね？」という的確な感想をお持ちの方もいらっしゃると思うので、それについて回答します。

　―――そういう仕様です！

　ふぅ……、これでよしっと。

　最後に、本書の作成に携たずさわったすべての方に感謝して、それでは、また。


平成二六年二月　中村　学まなぶ
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